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個人の販売を支えるサービスは広がる

サービス内容（企業名） �特長 

スマホケース900円など �‘消費者の注文うけて 
個人の企画商品を受託 �から生産。個人で在 

（ベ∴シック） �庫抱えず 

3次元（3D）データを �個人でも設備を持た 
3Dプリンターで商品化 �ない「フ≠ブレス」 ‾（カブク） �企業に 

アクセサリーなど手づく �ニッチな商品でも購 
り品の売買サイト �買意欲のある消費者 

（クリーマ） �を探せる 

中古衣料や家電のフリー �商品の写真撮影から 
マーケットアプリ �売買までスマホだけ 

（メルカリ） �で完結 

占いやメーク指導など個 �500円で依頼。累計 
人のスキルの売買を仲介 �の個人間取引は約33° 

（ココナラ） �万件に 

バンダースナッチやBASE

30日で製作／後払いOK
工場の空き時間をつなぎ 
工期と価格を抑える 

（バンダースナッチのサービスイメージ）・ 

㌫斗上表 1特殊加工 

寸表、§・垂臼 ・数着から生産OK 

琴断　　．30日ほどで完成 

国内200工場 

個人間で不安な決済を後払いで 

（BASEのサービスのイメージ） 

（D販売 

手
作
り
服
製
販
お
手
伝
い

自
分
の
ア
イ
デ
ア
を
製
品
化
し
て
直
接
売
る
消
費
者

が
増
え
て
い
る
。
い
わ
ば
個
人
版
S
P
A
（
製
造
小
売

り
）
だ
。
素
人
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
服
を
商
品
に
仕
立
て

た
り
、
宇
づ
く
り
雑
貨
店
の
ネ
ッ
ト
開
業
を
支
援
し
た

り
I
I
。
新
し
い
消
費
の
舞
台
の
黒
子
役
は
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
が
担
う
。
宇
づ
く
り
品
売
買
の
伸
介
サ
イ
ト
世

界
最
大
手
の
E
t
S
y
（
エ
ッ
ツ
ィ
ー
）
も
1
月
下
旬

に
日
本
に
本
格
上
陸
。
個
人
を
起
業
家
に
変
え
る
サ
ー

ビ
ス
は
今
後
も
広
が
り
そ
う
だ
。

「
洋
服
づ
く
り
の
知
識
は

全
然
な
か
っ
た
。
自
分
で
描

い
た
イ
ラ
ス
ト
が
ち
ゃ
ん
と

服
に
な
る
な
ん
て
驚
き
」

京
都
府
で
I
T
（
情
報
技

術
）
関
連
企
業
に
勤
め
る
女

性
（
3
0
）
は
昨
年
「
普
段
づ

か
い
の
宇
常
服
」
と
い
っ
た

少
し
変
わ
っ
た
テ
ー
マ
の
婦

人
向
け
シ
ャ
ツ
を
企
画
し

た
。
趣
味
の
星
座
を
襟
元
に

あ
し
ら
っ
た
お
気
に
入
り
の

デ
ザ
イ
ン
。
税
別
1
万
4
0

0
円
で
売
り
出
し
た
。

素
人
を
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
変

身
さ
せ
た
の
は
、
バ
ン
ダ
ー

ス
ナ
ッ
チ
（
横
浜
市
、
藤
井

裕
二
社
長
）
の
サ
ー
ビ
ス
「
ス

タ
ー
テ
ッ
ド
」
だ
。
利
用
者
が

イ
メ
ー
ジ
を
描
い
た
デ
ッ
サ

ン
を
3
次
元
デ
ー
タ
化
し
て

洋
服
に
仕
立
て
て
く
れ
る
。

通
常
の
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド

な
ら
半
年
近
く
か
か
る
こ
と

も
あ
る
が
、
製
作
期
間
は
3
0

日
ほ
ど
。
枚
数
も
数
著
単
位

か
ら
頼
め
る
た
め
多
彩
な
デ

ザ
イ
ン
の
服
を
個
人
で
も
販

売
で
き
る
。
料
金
は
1
0
万
円

と
「
手
軽
に
自
分
の
ブ
ラ
ン

ド
を
立
ち
上
げ
ら
れ
る
」
（
京

都
府
の
女
性
会
社
員
）
。

従
来
に
比
べ
て
少
額
・
小

ロ
ッ
ト
で
も
受
託
で
き
る
の

は
I
T
技
術
を
使
い
工
場
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
た
か
ら

だ
。
生
地
の
特
殊
加
工
、
裁

断
、
縫
製
な
ど
国
内
の
2
0

0
工
場
を
バ
ン
ダ
ー
ス
ナ
ッ

チ
の
シ
ス
テ
ム
が
結
ぶ
。
■

月
や
日
単
位
に
加
え
、
時

に
は
各
工
場
の
空
き
時
間
ま

で
細
分
化
し
て
繋
閑
を
把

道
。
各
工
程
の
余
剰
の
生
産

能
力
を
つ
な
い
で
最
適
な
生

産
ル
ー
ト
を
は
じ
き
出
す
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
、
個

人
で
は
手
が
届
か
な
い
外
部

の
技
術
や
販
売
力
を
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
の
よ
う
に
紡
い
で

「
個
人
起
業
家
」
を
生
み
出

し
て
い
る
。

8
0
歳
代
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
編
み
物
を
扱
う
店
や
7
歳

男
児
の
ゲ
ー
ム
ア
イ
デ
ア
を

売
る
店
I
I
。
個
人
の
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
開
業
を
支
援
す

る
B
A
S
E
（
ベ
イ
ス
、
東

京
・
渋
谷
）
。
創
業
か
ら
3

年
の
同
社
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
2
0
万
を
超
え
る
店
が

生
ま
れ
た
。

ベ
イ
ス
の
強
み
は
「
5
0
歳

を
超
え
た
自
分
の
母
親
で
も

気
軽
に
ネ
ッ
ト
販
売
店
の
オ

ー
ナ
ー
に
な
れ
る
と
こ
ろ
」

と
鶴
岡
裕
太
代
表
は
話
す
。

数
多
く
用
意
し
た
サ
イ
ト
の

ひ
な
型
の
中
か
ら
好
み
の
デ

ザ
イ
ン
を
選
び
、
売
り
た
い

品
を
掲
載
す
る
と
簡
単
に
商

売
が
始
め
ら
れ
る
。
ベ
イ
ス

は
蘭
品
が
売
れ
た
時
に
手
数

料
を
も
ら
う
仕
組
み
だ
。

ネ
ッ
ト
通
販
で
は
お
金
の

や
り
と
り
に
関
す
る
不
安
や

不
満
は
多
い
。
特
に
売
る
方

も
写
つ
方
も
個
人
の
場
合
に

は
な
お
さ
ら
だ
。
ベ
イ
ス
は

2
0
1
5
年
末
に
「
後
払
い

決
済
」
を
導
入
し
た
。
購
入
者

は
商
品
が
届
い
て
か
ら
別
送

さ
れ
る
請
求
番
で
代
金
を
払

う
。
請
求
作
業
や
未
払
い
リ

ス
ク
は
ベ
イ
ス
が
受
け
る
。

双
方
の
負
担
を
和
ら
げ
出
店

を
促
す
仕
組
み
だ
。
新
店
の

開
設
は
月
に
1
万
店
と
前
年

2
倍
の
ペ
ー
ス
が
続
く
。

消
費
者
が
自
分
で
自
分
の

商
品
室
冗
る
市
場
は
広
が
っ

て
い
る
。
ネ
ッ
ト
上
で
売
買

す
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ア

プ
リ
を
手
が
け
る
メ
ル
カ
リ

（
東
京
・
港
）
の
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
数
は
2
7
0
0
万
人
。

個
人
の
技
能
の
売
買
を
仲
介

す
る
コ
コ
ナ
ラ
（
東
京
・
渋

谷
）
の
累
計
取
引
は
3
3
万
件

を
超
え
た
。

需
要
は
膨
ら
ん
で
い
る

が
、
大
手
企
業
の
参
入
も
増

え
て
い
る
。
衣
料
品
通
販
サ

イ
ト
「
ゾ
ゾ
タ
ウ
ン
」
の
ス

タ
ー
ト
ト
ゥ
デ
イ
は
1
5
年
末

七
フ
リ
マ
ア
プ
リ
を
開
始
。

資
し
て
古
本
の
個
人
間
売
買

に
力
を
入
れ
る
。
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
も
独
自
性
と
利
便
性

豊
岡
め
続
け
な
い
と
育
て
た

市
警
等
乗
る
∵
」

／



早
ド
ロ
ー
ン
測
量
去
自
動
で

y

 

N

S

i

真

岡

が

建

設

向

け

N
S
i
真
岡
（
栃
木
県
茂

木
町
、
水
沼
和
幸
社
長
）
は

3
月
、
測
量
用
の
画
像
を
撮

影
す
る
ド
ロ
ー
ン
（
無
人
飛

行
機
）
重
冗
り
出
す
。
小
型

で
離
看
陸
か
ら
空
撮
ま
で
自

動
で
で
き
る
の
が
特
長
だ
。

市
販
品
並
み
に
操
作
が
簡
単

な
た
め
「
誰
で
も
短
時
間
で

撮
影
で
き
る
」
　
（
同
社
）
と

い
う
。
画
像
を
3
次
元
（
3

D
）
デ
ー
タ
に
加
工
す
竃
サ

ー
ビ
ス
も
提
供
す
る
。

N
S
i
真
岡
の
ド
Ⅵ
1
号

は
大
き
さ
が
直
径
約
5
0
増
㍍

の
小
型
機
で
カ
メ
ラ
付
き
。

独
自
開
発
し
た
ソ
フ
ト
を
搭

載
し
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
地
図
で
撮
影
範
囲
を

設
定
す
る
と
自
動
で
離
陸
し

て
指
定
場
所
を
く
ま
な
く
撮

影
し
て
戻
っ
て
く
る
。

地
上
で
の
測
量
な
ら
数
日

か
か
る
6
万
平
方
㍍
を
超
え

る
広
さ
で
も
1
0
分
で
撮
影
で

き
る
。
デ
ー
タ
加
工
を
含
め

て
も
半
日
で
済
む
。
小
型
機

は
宅
配
便
で
遠
隔
地
に
配
送

で
き
る
た
め
利
用
場
所
も
広

が
る
と
い
う
。

価
格
は
税
別
2
0
0
万
円

か
ら
。
デ
ー
タ
加
工
や
測
量

す
る
担
当
者
の
操
縦
研
修
、

ド
ロ
ー
ン
の
損
害
保
険
な
ど

付
帯
サ
ー
ビ
ス
を
含
め
る
と

同
4
0
0
万
円
。
初
年
度
は

建
設
や
測
量
会
社
な
ど
3
0
～

5
0
社
の
利
用
を
め
ざ
す
。

健
采
の
ド
ロ
ー
ン
測
量
は

高
解
像
度
の
カ
メ
ラ
を
積
め

る
直
径
1
㍍
ほ
ど
の
大
型
機

を
使
う
例
が
多
か
っ
た
。
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TCpÅT

歩くロボットの主な事例

ロ
ボ
ッ
ト
の
店
員
の
働
く
．

二
三
二
－
了
■

は
1
日
、
自
律
走
行
す
る
ロ

ボ
ッ
ト
を
接
客
に
使
う
実
証

憲
を
始
め
た
。
売
り
場
の

案
内
な
ど
簡
単
な
業
務
は
ロ

ボ
ッ
ト
に
任
せ
、
丁
寧
な
対

応
が
求
め
ら
れ
る
商
品
の
説

明
に
販
売
員
が
専
念
で
き
る

点
っ
に
す
る
。
集
客
の
話
題

づ
く
り
と
み
ら
れ
が
ち
だ
っ

た
ロ
ボ
ッ
ト
店
員
。
人
手
不

足
が
続
く
な
か
、
戦
力
と
し

て
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

ヤ
マ
ダ
電
機
の
テ
ッ
ク
ラ

ン
ド
青
葉
店
（
横
浜
市
）
に

1
日
、
身
長
1
5
0
増
㍍
ほ

ど
の
接
客
ロ
ボ
ッ
ト
「
ナ
ビ

ー
」
が
お
目
見
え
し
た
。

「
テ
レ
ビ
は
ど
こ
？
」
と

来
店
客
が
話
し
か
け
る
と
、

本
体
前
面
に
据
え
付
け
ら
れ

た
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
に
液
晶
テ

ヤ
マ
ダ
電
機
が
接
客
の
実
証
実
験

ロ
ボ
ッ
ト
が
店
内
を
案
内
す
る
（
横
浜
市
）

レ
ど
の
商
品
一
覧
が
映
し
出

さ
れ
る
。
気
に
な
る
商
品
を

来
店
客
が
選
ぶ
と
、
く
る
り

と
向
き
を
変
え
、
ゆ
っ
く
り

と
動
き
出
し
た
。
前
方
に
人

が
飛
び
出
せ
ば
、
い
っ
た
ん

停
止
。
障
害
物
を
よ
け
な
が

ら
、
お
目
当
て
の
商
品
ま
で

案
内
す
る
。

ナ
ピ
ー
は
米
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
フ
ェ
ロ
ウ
ロ
ボ
ッ
ツ

（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）
が

開
発
し
、
日
本
ユ
ニ
シ
ス
が

ヤ
マ
ダ
向
け
に
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
た
。
ク
ル
マ
の
自
動

運
転
に
使
わ
れ
る
基
本
ソ
フ

ト
（
O
S
）
を
搭
載
し
、
頭

部
と
胴
体
、
足
元
の
3
つ
の

セ
ン
サ
ー
が
障
害
物
な
ど
を

検
知
す
る
。
店
内
の
簡
単
な

地
図
情
報
を
入
力
す
れ
ば
、
・
′

売
り
場
を
回
る
う
ち
に
よ
り

正
確
な
地
図
を
作
り
上
げ
て

い
く
。
誤
差
は
わ
ず
か
1
窄

㍍
と
い
う
精
度
の
高
さ
だ
。

自
律
走
行
す
る
ロ
ボ
ッ
ト

皇
冗
り
場
の
案
内
に
使
う
の

は
ヤ
マ
ダ
が
国
内
で
は
初
め

て
。
3
月
に
は
人
工
知
能
（
A

I
）
を
活
用
し
た
会
話
機
能

も
盛
り
込
む
予
定
だ
。
3
月

中
旬
ま
で
の
実
験
結
果
を
踏

ま
え
、
云
「
夏
を
め
ど
に
本
格

導
入
を
検
討
す
る
。
フ
ェ
ロ

ウ
ロ
ボ
ッ
ツ
の
マ
ル
コ
・
マ

ス
コ
ロ
最
高
経
営
責
任
者
は

「
ロ
ボ
ッ
ト
で
小
売
業
の
生

産
性
を
革
新
し
た
い
」
と
意

気
込
む
。「

今
後
の
家
電
販
売
は
良

く
て
も
横
ば
い
」
と
話
す
ヤ

マ
ダ
の
山
田
昇
社
長
。
2
0

2
0
年
3
月
期
の
連
結
営
業

利
益
を
1
5
年
3
月
期
の
5
倍

の
1
0
0
0
億
円
強
に
引
き

上
げ
る
目
標
達
成
に
は
店
舗

の
運
営
効
率
を
大
幅
に
引
き

上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

人
手
不
足
が
続
く
小
売
り

や
サ
ー
ビ
ス
の
現
場
で
自
ら

動
く
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
が
広

が
っ
て
小
る
。
イ
オ
ン
は
1
5

年
1
2
月
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
無
線

I
C
タ
グ
を
組
み
合
わ
せ
た

在
庫
管
理
の
実
験
を
千
葉
市

内
の
大
型
ス
ー
パ
ー
で
始
め

た
。
閉
店
後
に
店
内
を
ロ
ボ

ッ
ト
が
巡
回
し
、
商
品
に
と

り
つ
け
た
I
C
タ
グ
の
情
報

を
読
み
取
る
。

法
人
向
け
の
販
売
も
始
ま

っ
た
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー

プ
の
ヒ
ト
塾
ロ
ボ
ッ
ト
「
ペ

ッ
パ
」
」
。
販
売
店
約
1
0

0
店
へ
の
導
入
を
進
め
て
い

る
日
産
自
動
車
は
2
日
、
ペ

ッ
パ
ー
に
新
し
い
機
能
を
追

加
す
る
。
世
界
で
初
め
て
と

い
う
「
自
律
移
動
」
だ
。
椅

子
な
ど
を
避
け
な
が
ら
、
来

店
客
を
追
い
掛
け
る
。
自
動

運
転
技
術
を
わ
か
り
や
す
く

紹
介
す
る
。

経
済
協
力
開
発
機
構
（
O

E
C
つ
）
に
よ
る
と
、
1
4
年

の
日
本
の
労
働
生
産
性
は
加

盟
3
4
カ
国
中
2
1
位
。
仕
事
の

効
率
は
決
し
て
高
い
と
は
い

え
な
い
。
少
子
高
齢
化
に
よ

る
労
働
人
口
の
減
少
に
直
面

す
る
企
業
は
生
産
性
の
向
上

と
労
働
時
間
の
短
縮
の
両
立

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ロ

ボ
ッ
ト
店
員
を
「
客
寄
せ
」
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メール告知　∴ 
t′て 

電
話
・
ネ
ッ
ト
㌧
専
用
ア
プ
リ
で

二
㍉
圭
∴
㍉
ニ
㍉
㍉
二
二
二
二

舘
那
髭
野
際
鋸
錮
鰭
朋
醐
紺
詔
転

営
業
時
蘭
外
で
も
ネ
ッ
ト
で
確
実
に
予
約
で
き
飲
食
厨
予
約
件
数
の
2
％

前
後
と
半
わ
れ
る
ネ
ッ
ト
予
約
の
普
及
に
弾
み
が
つ
く
可
熊
性
が
あ
る
。

「
食
べ
ロ
グ
」
経
由
」
即
座
に
確
定

カ
カ
ク
コ
ム
が
適
営
す
る

「
食
■
ペ
ロ
グ
」
は
約
8
2
万
僻

の
飲
食
店
を
掲
載
し
、
月
間

由
．
6
8
3
・
0
．
万
人
の
利
用
者

が
い
る
守
2
0
1
5
年
3
月

勤
の
同
事
業
売
上
高
は
約
ユ

宜
篠
田
這
儲
情
警
優

尭
胎
に
表
示
す
る
広
告
事
業

や
割
安
に
ラ
ン
チ
が
食
べ
ら

れ
る
個
人
向
け
有
料
会
員
サ

ー
ビ
ス
に
加
え
、
飲
食
店
向

け
予
約
サ
ー
ビ
ス
を
新
た
な

収
益
源
と
し
て
伸
ば
す
巧

ま
ず
予
約
台
帳
ア
プ
リ

「
ヨ
ヤ
ク
ノ
ー
十
」
を
無
償

換
供
し
、
初
年
度
1
万
店
舗

の
加
入
を
目
指
す
。
店
東
予

容
量
養
遠
間
な
．

ど
で
区
切
っ
た
ス
ケ
ジ
亘
ト

ル
襲
讐
魔
で
き
る
。
電
話

で
予
約
を
受
け
た
彗
星
、

予
約
メ
．
ニ
ュ
ー
や
希
望
日
な

ど
の
選
択
肢
を
選
ん
で
簡
単

に
保
存
で
き
る
了
∵
　
二

顧
客
の
名
前
や
電
話
番

号
、
注
文
し
た
膏
で
ス
料
涯

な
ど
も
管
理
で
き
る
。
ヨ
ヤ

ク
イ
ト
と
庇
の
骨
雷
連

携
さ
せ
れ
ば
、
電
話
が
著
碍

す
る
と
端
末
に
顧
客
情
報
を

表
禿
姦
側
の
ボ
ル
ク
ス
席

を
提
案
す
る
な
ど
、
顧
客
の

好
み
に
沿
■
っ
た
予
約
受
付
が

で
き
る
。

店
儲
金
属
に
登
録
し
た
店

は
ア
プ
リ
利
用
を
当
層
無
料

と
し
た
後
、
有
料
サ
ー
ビ
ス

に
切
り
替
え
る
方
針
だ
。

食
べ
ロ
グ
経
由
で
予
約
さ

れ
た
情
報
は
自
動
的
に
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
表
に
反
旗
さ
れ

る
。
店
が
食
べ
ロ
グ
経
由
の

予
約
を
受
け
る
に
は
月
2
万

5
0
0
0
円
程
度
の
有
料
契

約
が
必
凛
竃
カ
カ
汐
ヨ
ム

襲
謂
㈹

ヤ
ク
プ
」
ト
と
の
情
報
連
携

を
膚
び
か
け
、
飲
食
店
の
業

務
効
率
を
高
め
る
考
え
だ
。

経
済
産
業
省
な
ど
の
調
査

に
よ
る
と
、
一
2
0
1
4
年
の

国
内
飲
食
店
の
ネ
ッ
下
予
約

市
場
は
1
7
6
4
億
円
。
寛

話
な
ど
も
含
め
た
飲
食
予
約

全
体
の
2
％
程
度
と
を
匂
飾

る
が
、
、
1
8
年
に
比
べ
8
8
％
増

と
急
拡
大
し
た
。
∴

カ
ガ
ク
コ
ム
の
ネ
ッ
ト
予

膚
に
増
長

■
世
代
を
窓

董

業

暦

伝
苧
ヘ
ス
で
予
約
が
で
き
て

い
な
い
、
▼
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ

ル
も
回
避
し
や
す
く
な
る
。

カ
カ
ク
コ
ム
は
将
来
的
に

他
の
飲
食
店
革
に
也
ヨ
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貰いを「弄える似
NTT西、吉本と連携

喜
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t
≡
≡
妻
≡
喜
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
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≡
≡
≡
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≡
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≡
≡
≡
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客
の
心
拍
な
ど
分
析

N
T
T
西
日
本
は
2
日
、

吉
本
興
業
と
組
ん
で
、
笑
い

の
「
見
え
る
化
」
に
向
け
た

取
り
組
み
を
始
め
る
と
発
表

し
た
。
吉
本
が
運
営
す
る
「
な

ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月
」
　
（
大

阪
市
、
写
真
）
を
活
用
。
実

際
の
来
場
客
の
心
拍
数
や
表

情
、
呼
吸
の
間
隔
と
い
っ
た

デ
ー
タ
を
分
析
し
て
、
ど
れ

だ
け
笑
っ
た
か
を
得
点
と
し

て
示
す
。
3
月
2
8
日
ま
で
の

無
料
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供

する。N
E
C
の
顔
認
証
技
術
で

笑
っ
た
と
き
の
表
情
の
変
化

の
度
合
い
を
測
る
ほ
か
、
シ

ャ
ー
プ
の
マ
イ
ク
▼
ロ
汲
セ
ン

サ
ー
を
使
っ
て
心
拍
数
や
呼

吸
数
の
デ
ー
タ
を
集
め
る
。

N
T
T
西
が
開
発
し
た
感
情

を
測
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
清

用
し
て
デ
ー
タ
堰
得
点
に
す

る
。
今
後
は
収
集
し
た
デ
ー

タ
を
ク
ラ
ウ
ド
王
に
保
存
し

て
新
た
な
海
象
も
探
る
。

記
者
会
見
し
莞
N
T
T
西

の
村
尾
和
俊
社
長
は
「
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
は
開
拓

し
た
い
市
場
」
と
強
調
。
吉

本
と
は
業
務
提
携
も
含
め
て

連
携
を
深
め
る
方
針
だ
。
訪

日
外
国
人
へ
の
同
時
通
訳
や

遠
隔
地
に
住
む
高
齢
者
へ
の

お
笑
い
公
演
の
配
信
サ
ー
ビ

ス
の
開
発
な
ど
を
狙
う
。
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ビジネス

TODAy

スマホゲーム
国
内
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
向
け
ゲ
ー
ム

市
場
の
成
長
が
鈍
っ
て
き
た
。
ガ
ン
ホ
ー
・
オ
ン
ラ
イ

ン
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
が
2
日
発
表
し
た
2
0
1

5
年
1
2
月
期
の
連
結
業
績
は
純
利
益
が
前
の
期
比
3
0
％

減
の
4
3
4
億
円
だ
っ
た
。
主
力
の
ゲ
ー
ム
「
パ
ズ
ル

＆
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
（
バ
ズ
ド
ラ
）
」
の
課
金
収
入
が
大
幅

に
減
っ
た
た
め
だ
。
成
長
の
果
実
を
分
け
合
う
時
間
は

過
ぎ
、
パ
イ
の
争
奪
戦
が
始
ま
っ
た
。

先
駆
者
ガ
ン
ホ
－
、
前
期
3
割
減
益

乏
し
い
成
長
余
地

ガ
ン
ホ
ー
の
売
上
高
は
1
1

％
減
の
1
5
4
3
億
円
。
四

半
期
ご
と
に
み
る
と
、
1
5
年

l
～
3
月
期
を
ピ
ー
ク
に
3

期
連
続
の
減
収
と
な
っ
た
。

累
計
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
が
国

内
で
4
千
万
件
を
超
え
た
バ

ズ
ド
ラ
は
ス
マ
ホ
の
ほ
ぼ
2

台
に
1
台
ま
で
普
及
し
た
計

算
と
な
り
、
成
長
余
地
は
乏
一

し
く
な
っ
て
い
る
。

■
1
2
年
2
月
に
配
信
を
始
め

た
バ
ズ
ド
ラ
は
ス
マ
ホ
ゲ
ー

ム
と
い
う
未
開
拓
の
市
場
を

「
バ
ズ
ド
ラ
」
減
収
痛
手

「
バ
ズ
ド
ラ
」
の
国
内
累
計
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
数
は
4
0
0
0
万
件
を
超
え
る

切
り
開
い
た
先
駆
者
だ
。
ミ

ク
シ
ィ
の
「
モ
ン
ス
タ
ー
ス

ト
ラ
イ
ク
」
や
コ
ロ
プ
ラ
の

「
魔
法
使
い
と
黒
猫
の
ウ
ィ

ズ
」
が
続
き
、
現
在
の
市
場

規
模
は
7
千
億
円
を
超
え
る

と
さ
れ
る
。
1
兆
円
を
超
え

る
ゲ
ー
ム
市
場
で
家
庭
用
の

低
迷
を
補
う
。

ス
マ
ホ
ゲ
ー
ム
の
特
徴
は

爆
発
力
だ
。
開
発
費
が
1
億

～
2
億
円
と
み
ら
れ
る
バ
ズ

ド
ラ
の
場
合
、
。
配
信
か
ら
4

年
間
の
関
連
売
上
高
は
累
計

で
約
4
5
0
0
億
円
。
大
ヒ

ッ
ト
に
つ
な
が
れ
ば
、
投
資

効
率
は
抜
群
に
高
い
。

ス
ク
ウ
ェ
ア
・
エ
ニ
ッ
ク

ス
な
ど
家
庭
用
の
実
力
派
に

加
え
、
検
索
大
手
の
ヤ
フ
ー

な
ど
異
業
種
も
参
入
。
リ
ス

ト
ラ
断
行
ま
で
追
い
込
ま
れ

た
ミ
ク
シ
ィ
の
復
括
劇
も
ス

マ
ホ
ゲ
ー
ム
業
界
の
競
争
に

拍
車
を
か
け
た
。

「
は
ず
れ
多
い
」

ス
マ
ホ
普
及
に
成
長
の
軌

跡
が
合
致
す
る
バ
ズ
ド
ラ
。

そ
の
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
は
ス
マ

ホ
ゲ
ー
ム
市
場
の
成
長
が
天

井
に
近
づ
く
シ
グ
ナ
ル
と
も

い
え
る
。
市
場
の
成
長
が
止

ま
れ
ば
、
生
存
競
争
の
ル
ー

ル
は
変
わ
る
。

今
後
は
1
0
社
程
度
の
勝
ち

組
同
士
で
ス
マ
ホ
ゲ
ー
ム
市

場
の
シ
ェ
ア
争
い
が
始
ま
る

と
の
見
方
が
多
い
。
ス
マ
ホ

で
台
頭
し
た
ミ
ク
シ
ィ
と
コ

ロ
プ
ラ
の
ほ
か
、
ス
ク
エ
二

や
バ
ン
ダ
イ
ナ
ム
コ
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
な
ど
体
力

自
慢
の
大
手
企
業
が
主
要
プ

レ
ー
ヤ
ー
だ
。

ゲ
ー
ム
1
本
あ
た
り
の
開

発
費
は
3
億
～
4
億
円
と
少二

し
前
の
家
庭
用
並
み
に
跳
尭

「
大
ヒ
ッ
寸
を
生
む
の
は

難
し
い
市
場
に
な
っ
た
」
と

ガ
ン
ホ
ー
の
森
下
一
書
社
長

は
話
す
。
勝
敗
を
分
け
る
の

は
l
本
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
は

な
く
、
ヒ
ッ
ト
の
積
み
重
ね

に
な
る
。
ス
マ
ホ
ゲ
ー
ム
の

覇
者
を
決
め
る
本
当
の
戦
い

は
こ
れ
か
ら
だ
。



2015年「日経優秀製品・サービス寅」の受賞品目

企業名（墾婆品・サービス名）

く最優秀賞≫

▼日本経済新聞賞

。東日本旅客劉6巨／′西日本旅客鉄道（「北陸新幹線」）
。ホンダ（／」＼型ビジネスジェット機「ホンダジェット」）
○コマツ（劾菟場支援サービス「スマートコンスト

ラクション」）
0ファナック（安全柵がいらないロボット「協働ロボ

ットCR－35i A」）
0トヨタ自動車（燃料電池車「MIRAI（ミライ）」）

▼日経産業新聞来

。日本I BM（認矢口型コンピューター「ワトソン」）
0テルモ（薬剤溶出塾冠動脈ステント「アルチマスタ
ー」）

0日立製作所（鉄道車両「AT－200」）
0住友電気工業（大槻莫蓄電システム「レドックスフ

ロー電子也」）
。関西ペイント（虫よけ塗料「アレスムシヨケクリー

ン」）

▼日経MJ糞

0成田国際空事巷会社（「成田国際空音拳第3旅客ターミ

ナルビル」）
0日清フーズ（小麦粉「日清クッキングフラワー」）
。ゼブラ（シャープペンシル「デルガード」）
。パルミューダ（「パルミューダ　ザ・トースター」）

りヾナソニック（家電シリーズ「Jコンセプト」）

▼日本経済新聞電子版寛

。ジーリーメディアグループ（台湾・香港向け訪日旅

行サイト「楽吃購（ラーチーゴー）」）

▼日経ヴェリタス賞

0才員害保険ジャパン日本興亜（企業向け安全運転支援

サービス「スマイリングロード」）

▼N）KKEJ ASIAN REVIEW寅

0アクア（ハンディー洗濯機「コトン」）

く優秀賞〉

▼弓経産業新聞賞

。ソフトバンクロボテイクス（ヒト型ロボット「ペッ

パー」）
。クリナップ（システムキッチン「クリンレディ」）
0新日鉄住金（高圧水菜用ステンレス鋼「HRX19」）
。GLM（電気自動車「トミーカイラZZ」）
O TOTO（公共用トイレ「パブリックコンパクト便

器・フラッシュタンク式」）
0オムロン（産業用制御機器「NX　701」）
。アップル（腕時計型端末「アップルウオッチ」）
0アブリックス（I oTサービス「お知らせビーコン」）
0マウスコンピューター（スティック型パソコン「m

－S ti C k」）

。アシックス（スニーカー「アシックスタイガー」）

▼日経MJ賞

0トリンプ・インターナショナル・ジャパン（ブラジ

ャー「ワンダーメイク」）
0エース（スーツケース「プロテカ　360」）
0ヤッホーブルーイング／ロ↓－ソン（クラフトビール

「僕ビール、君ビール。」）
0明治（「明治プロビオヨーグルトPA－3」）
0吉野家（唐音酉屋メニュー「吉呑み（よしのみ）」）
0ジーユー（女性向けパンツ「ガウチョパンツ」）
0エアークロ「ゼット（ファッションレンタルサービ

ス「エアークローセPット」）
0サントリー食品インターナショナル（「サントリー

ヨーク●リーナ」）

▼日経ヴエリタス寅

0りそなホールディングス（「84時間365日振り込み

サービス」）

≪審査委員特別艶≫

0ナノクス（ナノバブル発出曇姦置「ナノクスG」）
0アウトスタンデイングテクノロジー（可視光通信機

器「照明無線LAN」）　　　　崇Lr′　′へ

フ〃パ，）、≠

ど39点表彰

最優秀賞のコマツ社長

「ドローンで精密施工実現」

日
本
経
済
新
聞
社
は
3

日
、
2
0
1
5
年
「
日
経
優

秀
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
賞
」
の

豪
彰
式
を
東
京
都
内
の
ホ
テ

ル
で
開
い
た
。
審
査
委
員
会

が
選
ん
だ
最
優
秀
賞
1
8
点
、

優
秀
賞
1
9
点
、
審
査
委
員
特

別
賞
2
点
の
計
3
9
点
を
表

彰
。
独
創
的
な
技
術
と
発
想

で
新
市
場
を
開
拓
し
た
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
が
受
賞
し
た
。

表
彰
式
で
小
宮
山
宏
等
査

委
員
長
（
三
菱
総
合
研
究
所

理
事
長
）
は
「
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
（
技
術
革
新
）
が
I
T

（
情
報
技
術
）
を
活
用
し
て

生
ま
れ
て
き
て
い
る
と
い
う

印
象
を
受
け
た
。
物
量
だ
け

で
は
な
い
品
質
の
高
い
ビ
ジ

ネ
ス
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い

七
い
う
思
い
を
心
強
く
感
じ

た
」
と
講
評
し
た
。

受
賞
企
業
の
代
表
あ
い
さ

つ
で
最
優
秀
賞
・
日
本
経
済

新
聞
賞
に
建
設
現
場
支
援
サ

ー
ビ
ス
「
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
が
選
ば
れ

た
コ
マ
ツ
の
大
橋
徹
二
社
長

は
「
ド
ロ
ー
ン
（
小
型
無
人

機
）
畠
使
っ
て
建
設
現
場
を

正
確
に
測
量
し
、
数
窄
単
位

の
誤
差
で
制
御
さ
れ
る
建
設

な箇
具秀優最

機
械
で
精
密
に
施
工
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
説
明
。
建

設
業
の
人
手
不
足
が
深
刻
な

な
か
で
「
熟
練
技
術
を
習
得

し
て
い
な
い
作
業
員
で
も
工

事
が
進
む
」
と
そ
の
意
義
を

強
調
し
た
。

燃
料
電
池
車
「
M
I
R
A

I
（
ミ
ラ
イ
）
」
が
受
賞
し

日
経
優
秀
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
賞

た
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
内
山
田

竹
志
会
長
は
「
1
9
9
2
年

に
燃
料
電
池
車
の
開
発
を
始

め
、
2
2
年
の
長
い
道
の
り
を

経
て
市
販
に
こ
ぎ
着
け
た
。

普
及
に
は
水
素
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
な
ど
も
必
要
と
な
り
時

間
が
か
か
る
が
、
環
境
技
術

を
磨
い
て
取
り
組
み
た
い
」

と
話
し
た
。

安
全
柵
が
い
ら
な
い
ロ
ボ

ッ
ト
「
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
C
R

⊥
鱒
1
A
」
で
受
賞
し
た
フ

ァ
ナ
ッ
ク
の
稲
葉
善
治
社
長

日
経
優
秀
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
寛
の
パ
⊥
丁
イ
ー
で
歓

談
す
る
受
賞
企
業
の
代
表

者
ら
（
3
日
、
東
京
都
千

代
田
区
）

は
「
3
5
㌔
の
重
量
を
持
つ
能

力
を
持
ち
な
が
ら
、
人
が
触

れ
る
と
止
ま
る
。
こ
れ
ま
で

の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
概
念

を
変
え
る
製
品
」
と
説
明
し
、

「
製
造
現
場
で
人
間
と
ロ
ボ

ッ
ト
が
共
に
働
く
時
代
を
切

り
開
く
き
っ
か
け
に
な
る
」

と
期
待
を
込
め
た
。

認
知
塾
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

「
ワ
ト
ソ
ン
」
が
最
優
秀
賞

・
日
経
産
業
新
聞
賞
を
受
賞

し
た
日
本
I
B
M
の
ポ
ー
ル

与
那
嶺
社
長
は
記
念
パ
ー
テ

ィ
ー
で
「
あ
ら
ゆ
る
も
の
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が

る
I
O
T
な
ど
の
影
響
で
デ

ー
タ
は
爆
発
的
に
増
え
る
」

と
指
摘
、
ワ
ト
ソ
ン
を
通
じ

て
「
企
業
が
デ
ー
タ
を
使
い

こ
な
す
の
に
貢
献
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

企
業
向
け
安
全
運
転
支
援

サ
ー
ビ
ス
「
ス
マ
イ
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
」
が
同
・
日
経
ヴ
ェ

リ
タ
ス
賞
を
受
賞
し
た
損
害

保
険
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
の

二
宮
雅
也
社
長
は
「
昨
年
3

月
以
来
約
2
5
0
社
に
導
入

し
て
も
ら
い
、
事
故
が
約
2
0

％
減
る
な
ど
の
効
果
が
確
認

さ
れ
た
」
と
成
果
を
披
露
。

「
こ
れ
か
ら
も
安
全
・
安
心

・
健
康
を
支
援
す
る
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
た
。

芯
が
折
れ
に
く
い
シ
ャ
ー

プ
ペ
ン
シ
ル
「
デ
ル
ガ
ー
ド
」

が
同
・
日
凝
M
l
裳
を
受
賞

し
た
ゼ
ブ
ラ
の
石
川
真
一
社

長
は
「
細
か
い
加
工
や
組
み

立
て
技
術
が
評
価
さ
れ
た
」

と
し
て
、
「
日
本
発
の
筆
記

具
を
世
界
に
も
っ
と
広
げ
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

表
彰
式
の
冒
頭
、
日
本
経

済
新
聞
社
の
岡
田
直
敏
社
長

は
「
こ
れ
ぞ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
と
膝
を
打
ち
た
く
な
る

商
品
が
そ
ろ
っ
た
。
受
賞
し

た
製
品
は
技
術
革
新
に
つ
な

が
る
『
新
結
合
』
の
条
件
の

い
ず
れ
か
を
満
た
し
て
い

る
」
と
話
し
、
「
新
結
合
を

生
み
出
す
功
が
日
本
経
済
の

成
長
力
に
な
る
と
感
じ
て
い

る
」
と
あ
い
さ
っ
し
た
。
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スポーツ映像に

解析データ融合

電通と、五輪にらむ

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
が
次
世
代
型
コ
ン
テ
ン
ヅ

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
4
日
、

電
通
と
組
み
、
ス
ポ
ー
ツ
の

映
像
と
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ

せ
た
次
世
代
型
の
コ
ン
テ
ン

ツ
を
開
発
す
る
と
発
表
し

た
。
高
精
細
カ
メ
ラ
で
撮
影

し
た
映
像
と
、
選
手
の
動
き

や
ボ
ー
ル
の
距
離
、
生
体
情

報
と
い
っ
た
解
析
デ
ー
タ
を

合
わ
せ
て
提
供
し
、
多
角
的

に
楽
し
め
る
よ
う
に
す
る
。

2
0
2
0
年
の
東
京
五
輪
ま

で
に
実
用
化
す
る
。

放
送
や
通
信
な
ど
l
般
向

け
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
選
手

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
の
活
用

も
想
定
す
る
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
が
持
つ
映
像
や
画
像
解
析

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
電

通
が
サ
ー
ビ
ス
全
体
を
と
り

ま
と
め
る
。

た
と
え
ば
卓
球
な
ど
の
映

像
で
は
、
ラ
ケ
ッ
ト
の
角
度

や
ボ
ー
ル
の
位
置
を
正
確
に

解
析
し
て
表
示
す
る
。
競
技

中
の
選
手
の
速
度
や
心
拍
数

も
表
示
で
き
る
た
め
、
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
の
効
率
化
に
も
役

立つ。パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
五
輪
の

公
式
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
東

京
五
輪
向
け
の
商
材
や
サ
ー

ビ
ス
の
開
発
を
進
め
て
い

る
。
国
内
外
三
十
数
社
と
協

業
中
で
、
1
6
年
度
か
ら
順
次
、

事
業
化
す
る
。
井
戸
正
弘
役

員
は
「
東
京
五
輪
関
連
で
1

5
0
0
億
円
を
上
回
る
事
業

の
創
出
を
目
指
し
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。



扁
検
索
広
告
で
認
知
度
向
上

少
　
　
グ
ー
グ
ル
日
本
法
人
企
業
に
助
言

米
グ
ー
グ
ル
の
日
本
法
人

は
今
春
、
消
費
者
の
検
索
に

応
じ
て
表
示
す
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
向
け
の
広

告
で
、
企
業
や
ブ
ラ
ン
ド
の

認
知
度
皇
同
め
る
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
る
。
ど
の
よ
う
な
言

葉
が
検
索
さ
れ
た
と
き
に
広

告
を
表
示
す
れ
ば
よ
い
か
デ

ー
タ
を
基
に
提
案
す
る
。
認

知
度
を
高
め
る
効
果
の
高
い

広
告
の
文
言
な
ど
も
助
言
す

る
。
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
え
、
海

外
へ
の
展
開
を
検
討
す
る
。

グ
ー
グ
ル
の
ス
マ
ホ
向
け

サ
イ
ト
は
検
索
語
句
に
連
動

し
て
広
告
を
表
示
し
て
い

る
。
企
業
は
ど
の
よ
う
な
言

葉
が
検
索
さ
れ
た
時
に
広
告

を
表
示
す
る
か
指
定
で
き
る

が
、
効
果
を
予
測
し
っ
ら
か
．

っ
た
。
グ
ー
グ
ル
は
広
告
を

本
格
的
に
配
信
す
る
前
に
複

数
の
条
件
で
広
告
を
表
示
。

消
費
者
の
反
応
を
調
べ
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
、
効
果
を
測

定
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

た
と
え
ば
食
品
メ
ー
カ
ー

の
新
製
品
で
「
健
康
」
と
T
栄

養
」
の
ど
ち
ら
の
言
葉
が
検

索
さ
れ
た
と
き
に
広
告
を
表

示
す
れ
ば
商
品
の
認
知
度
を

高
め
ら
れ
る
か
調
べ
る
。
広

告
の
文
言
を
変
え
た
場
合
の

効
果
も
検
証
し
、
検
索
語
句

と
広
告
表
示
す
る
内
容
の
組

み
合
わ
せ
を
助
言
す
る
。
料

金
は
今
後
詰
め
る
。

検
索
に
連
動
し
て
表
示
す

る
広
告
の
効
果
は
、
ク
リ
ッ

ク
数
の
多
さ
で
評
価
す
る
の

が
一
般
的
だ
。
グ
ー
グ
ル
が

昨
年
1
1
月
に
今
回
の
新
サ
ー

ビ
ス
の
手
法
を
用
い
て
実
験

し
た
と
こ
ろ
、
ク
リ
ッ
ク
さ

れ
な
く
て
も
表
示
す
る
だ
け

で
認
知
度
を
高
め
る
効
果
が

出
た
。
ク
リ
ッ
ク
さ
れ
な
く

て
も
効
果
が
あ
る
こ
と
を
企

業
に
説
明
し
、
広
告
の
利
用

を
呼
び
掛
け
る
。



ヤンマー �とコ �二カミノルタ 

ドローンやヘリ活用生育診断や
肥料調節

ヤ
ン
マ
ー
は
ヨ
方
ミ
ノ
ル
タ
と
組
ん
で
、
ド
ロ
ー
ン
（
小
型
無
人
機
）
や
無
人
ヘ
リ
を
使
っ
た
稲
作
支
援
を
始

め
る
。
空
か
ら
撮
影
し
た
画
像
を
使
っ
て
把
握
し
た
稲
の
成
長
状
態
な
ど
に
応
じ
て
肥
料
を
散
布
す
る
。
地
上
で
散

右
す
る
の
に
比
べ
て
効
率
性
や
品
質
が
高
ま
る
と
い
う
。
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
T
P
P
）
の
発
効
を
見
据
え
、

競
争
力
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
と
し
て
2
0
1
7
年
に
も
事
業
化
す
る
。

米
作
り
、
空
か
ら
支
援

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
が
開
発

し
た
画
像
解
析
シ
ス
テ
ム
を

活
用
す
る
。
ド
ロ
ー
ン
に
搭

載
し
た
カ
メ
ラ
で
地
上
3
0
㍍

か
ら
撮
影
し
、
3
窄
㍍
四
方

単
位
で
稲
の
画
像
を
収
集
。

同
社
の
光
学
分
析
技
術
を
使

っ
て
稲
の
茎
の
数
や
葉
の
色

を
高
い
解
像
度
で
測
定
す

る
。
生
育
状
況
や
食
味
、
収

穫
時
期
の
目
安
が
数
値
化
で

き
る
と
い
う
。

一
方
、
ヤ
ン
マ
ー
は
無
人

ヘ
リ
を
使
っ
て
5
平
方
㍍
単

位
で
肥
料
の
畳
を
調
整
で
き

る
装
置
を
開
発
し
た
。
飛
行

す
る
高
度
や
速
度
、
風
の
強

さ
に
応
じ
て
、
肥
料
の
散
布

を
自
動
調
整
で
き
る
。
全
地

球
測
位
シ
ス
テ
ム
（
G
P
S
）

の
位
置
デ
ー
タ
な
ど
を
使
っ

て
ド
ロ
ー
ン
の
撮
影
デ
ー
タ

と
ヘ
リ
の
動
き
を
連
動
さ

せ
、
生
育
状
況
に
応
じ
た
き

め
細
か
い
肥
料
散
布
が
可
能

に
な
る
。

例
え
ば
稲
穂
が
出
始
め
る

6
月
に
ド
ロ
ー
ン
で
田
ん
ぼ

を
観
測
し
て
肥
料
を
追
加
し

た
り
、
8
月
の
穂
が
出
そ
ろ

っ
た
時
期
に
診
断
し
て
適
切

な
収
穫
日
時
を
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
り
す
る
。
収
集
し
た
デ

ー
タ
は
土
壌
改
良
に
も
応

用
。
稲
が
摂
取
す
る
養
分
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

で
、
生
育
状
態
や
収
量
の
ば

ら
つ
き
を
小
さ
く
で
き
る
。

一
般
的
に
農
家
は
稲
穂
が

出
た
後
に
測
定
器
を
使
っ
て

手
作
業
で
養
分
を
測
り
、
田

ん
ぼ
ご
と
の
成
長
度
合
い
に

合
わ
せ
て
肥
料
を
ま
く
こ
と

が
多
い
。
専
用
の
農
機
や
ト

ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
使
っ
て
散

布
す
る
が
、
細
か
な
散
布
場

所
や
量
の
調
整
は
難
し
い
。

散
布
に
際
し
て
稲
を
傷
め
る

こ
と
も
あ
る
。

ヤ
ン
マ
ー
は
現
在
、
1
3
万

鉛
の
田
ん
ぼ
で
2
0
0
機
強

の
無
人
ヘ
リ
を
使
っ
て
農
薬

散
布
を
請
け
負
っ
て
い
る
。

全
国
に
3
5
0
人
を
超
す
操

縦
者
が
お
り
、
農
協
や
市
町

村
か
ら
受
託
し
て
い
る
。
料

金
は
1
0
0
平
方
㍍
あ
た
り

1
5
0
0
円
程
度
だ
。

一
方
、
両
社
が
山
形
県
で

実
施
し
た
新
た
な
肥
料
散
布

サ
ー
ビ
ス
の
実
験
で
は
代
表

品
種
「
は
え
ぬ
き
」
で
平
均

収
穫
量
が
1
4
％
増
え
た
。
新

サ
ー
ビ
ス
の
料
金
は
未
定
だ

が
、
増
収
分
よ
り
は
抑
え
た

料
金
に
な
る
と
み
ら
れ
、
費

用
対
効
果
は
貰
い
と
い
う
。

1
6
年
中
に
は
ド
ロ
ー
ン
を
よ

り
高
い
高
度
に
飛
ば
し
、
素

早
く
広
範
囲
を
診
断
で
き
る

技
術
の
確
立
を
目
指
す
。

鵬
　
T
P
P
が
発
効
す
れ
ば
、

が
激
し
く
な
る
可
能
性
が
商

い
。
担
い
手
の
高
齢
化
な
ど

も
あ
っ
て
農
地
の
集
約
が
進

め
ば
、
よ
り
効
率
的
な
農
業

に
つ
な
が
る
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
需
要
も
高
ま
る
。
矢
野

経
済
研
究
所
の
予
測
で
は
情

報
通
信
技
術
を
応
用
し
て
農

業
の
高
付
加
価
値
化
を
目
指

す
サ
ー
ビ
ス
な
ど
「
ス
マ
ー

ト
農
業
」
の
国
内
市
場
規
模

は
2
0
年
度
に
3
0
8
億
円
と

l
・
3
年
度
の
4
・
7
倍
に
拡
大

す
る
見
込
み
だ
。

≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
－
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電子ピザなら訪日外国人の
利便性は向上する

通知のみ

苧
日本政府の
システムで管理

弘

盲
現地大使館

パスポート

訪日3000万人目標へ19年度から

ネットで申請・発行
ビザ発給数も増えている 

2000 

訪日外国人数l　万人 

1500 

1000 

完訳　　　　　500 

匝函 
200 

10：lll 

2007年09　11131415（推） 

電
子
ビ
ザ
五
輪
に
ら
み

政
府
は
訪
日
外
国
人
を
3
0
0
0
万
人
超
と
す
る
目

標
を
見
据
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
γ
ト
上
で
申
請
を
受
け
付

け
発
行
す
る
「
電
子
ビ
ザ
」
を
導
入
す
る
方
針
だ
。
現

在
、
観
光
目
的
で
も
訪
日
ビ
ザ
が
必
要
な
の
は
中
国
、

ベ
ト
ナ
ム
、
ロ
シ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
約
1
3
0
カ
国
。

こ
れ
ら
の
国
を
対
象
に
発
行
ま
で
の
手
続
き
を
簡
単
に

し
、
訪
日
外
国
人
客
の
利
便
性
向
上
を
狙
う
。
東
京
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
前
の
2
0
1
9
年
度
か
ら

の
運
用
開
始
を
目
指
す
。

三
つ
1
↑

釆

て＼向
得

出
取

1
5
年
の
訪
日
外
国
人
は
1

9
7
3
万
人
と
4
年
連
続
で

増
え
、
1
4
年
の
ビ
ザ
発
給
数
■

も
過
去
最
高
の
2
8
7
万
件

に
達
し
て
い
る
。
訪
日
外
国

人
を
3
0
0
0
万
人
超
と
す

る
政
府
目
標
に
加
え
、
東
京

五
輪
前
後
に
は
多
く
の
観
光

客
の
来
日
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
ス
ム
ー
ズ
な
受
け
入
れ

体
制
の
整
備
を
急
ぐ
。

電
子
ビ
ザ
は
、
渡
航
者
や

旅
行
代
理
店
が
専
用
サ
イ
ト

で
パ
ス
ポ
ー
ト
番
号
な
ど
を

入
力
。
身
分
証
明
等
の
コ
ピ

ー
な
ど
を
添
付
し
て
申
請
す

る
。
問
題
が
な
け
れ
ば
、
政

府
の
シ
ス
テ
ム
上
に
渡
航
者

の
ビ
ザ
情
報
が
登
録
さ
れ
、

本
人
に
は
発
給
の
可
否
が
通

知
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
は
現

地
の
日
本
大
使
館
に
出
向
い

て
必
要
書
類
を
提
出
。
発
給

時
に
は
再
び
大
使
館
に
行
っ

て
ビ
ザ
を
貼
っ
た
パ
ス
ポ
ー

ト
を
直
接
受
け
取
る
な
ど
の

手
続
き
が
必
要
だ
っ
た
。

現
在
、
電
子
ビ
ザ
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
が
短
期
の
観
光

ビ
ザ
な
ど
で
一
部
導
入
し
て

い
る
。
日
本
が
適
用
す
る
範

囲
は
こ
れ
か
ら
詰
め
る
が
、

テ
ロ
リ
ス
ト
入
国
の
危
険
性

が
あ
っ
た
り
、
2
国
間
関
係

が
悪
か
っ
た
り
す
る
国
は
、

従
来
ど
お
り
現
地
の
日
本
大

使
館
で
直
接
本
人
確
認
す
る

こ
と
を
検
討
す
る
。
ネ
ッ
ト

環
境
の
悪
い
地
域
で
は
現
行

制
度
と
併
用
す
る
。

電
子
ビ
ザ
の
導
入
で
、
入

国
管
理
局
な
ど
の
関
係
部
局

や
航
空
会
社
が
渡
航
者
情
報

を
速
や
か
に
共
有
し
、
テ
ロ

対
策
に
生
か
せ
る
利
点
も
あ

る
。
こ
れ
ら
機
関
は
、
搭
乗

時
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
や
入
国

時
に
シ
ス
テ
ム
上
で
ビ
ザ
取

得
の
有
無
を
確
認
す
る
。

政
府
に
と
っ
て
は
事
務
負

担
が
大
き
く
減
る
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
。
専
用
紙
で
ビ
ザ
を

つ
く
る
必
要
が
な
く
な
り
、

パ
ス
ポ
ー
ト
貼
り
付
け
も
い

ら
な
い
。
昨
年
春
に
は
、
中

国
の
観
光
客
が
花
見
目
的
で

急
増
し
て
ビ
ザ
が
不
足
。
南

易
ビ
ザ
を
急
き
ょ
作
り
発
給

し
た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。

一
方
、
米
国
や
欧
州
各
国

な
ど
現
在
6
7
カ
国
あ
る
ビ
ザ

免
除
国
に
は
、
テ
ロ
対
策
の

た
め
事
前
認
証
制
度
の
導
入

を
検
討
す
る
。
訪
日
前
に
氏

名
、
生
年
月
日
、
連
絡
先
な

ど
の
情
報
を
ネ
ッ
ト
で
通
知

す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
。

基
本
的
に
ビ
ザ
免
除
国
か

ら
の
渡
航
者
は
短
期
の
観
光

日
的
な
ど
な
ら
誰
で
も
入
国

可
能
な
た
め
問
題
が
な
け
れ

ば
す
ぐ
に
認
証
さ
れ
る
。
国

際
指
名
手
配
を
受
け
た
者
や

テ
ロ
リ
ス
ト
と
判
明
し
た
場

′
合
は
認
め
な
い
。
ビ
ザ
免
除

で
懸
念
さ
れ
る
国
内
治
安
の

悪
化
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
。

他
国
で
は
米
国
、
英
国
、

カ
ナ
ダ
が
導
入
済
み
。
日
本

政
府
は
米
国
の
電
子
渡
航
認

証
シ
ス
テ
ム
「
E
S
T
A
」

を
参
考
に
す
る
。

政
府
は
1
6
年
度
に
電
子
ビ

ザ
と
事
前
認
証
制
度
に
つ
い

て
各
国
の
制
度
や
、
日
本
に

導
入
す
る
際
の
課
題
を
調
査

す
る
。
1
7
年
度
以
降
に
シ
ス

テ
ム
開
発
に
着
手
す
る
。



レ
シ
ー
ト
画
像
で

経
費
精
算
を
支
援

Ⅴ

　

　

　

　

ペ

ア

テ

イ

ル

B

e

a

r

T

a

l

l

（

ベ

ア
テ
イ
ル
、
東
京
・
千
代
田
、

黒
崎
啓
二
社
長
）
は
中
小
企

業
向
け
の
経
費
精
算
サ
ー
ビ

ス
を
始
め
た
。
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
で
撮
影
し

た
レ
シ
ー
ト
や
領
収
書
の
画

像
を
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
入
力

し
て
デ
ー
タ
化
し
て
申
請
に

か
か
る
手
間
と
時
間
を
省

く
。
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
は
あ

る
が
「
9
9
％
以
上
と
い
う
高

い
精
度
が
特
長
」
（
同
社
）
。

1
人
あ
た
り
の
利
用
料
金
は

月
額
9
8
0
円
。
1
0
人
以
上

の
契
約
が
必
要
に
な
る
。
レ

シ
ー
ト
の
デ
ー
タ
化
は
1
日

で
で
き
る
と
い
う
。



つ々tb、｝ヌ

ア
プ
リ
手
が
け
竃
企
業
向
け
島
木

√
A
▲

シ
宜
ル
作
成
代
行
銅
材

名
刺
印
刷
の
コ
ス
モ
メ
デ

ィ
ァ
サ
ー
ビ
ス
（
嘗
億

谷
司
沢
田
真
一
社
長
）
．
は

マ
ホ
）
の
写
真
ア
プ
リ
を
事

が
け
る
企
業
向
け
に
写
真
シ

ー
ル
を
准
成
す
る
サ
ー
ビ
ス

暗
罠
に
丹
軍

機
能
を
追
加
す
れ
ば
、
印
刷

や
消
費
者
へ
の
配
送
な
ど
の

業
務
を
引
き
受
け
る
。

コ
ス
モ
メ
デ
ィ
ア
は
消
費

者
向
け
の
シ
ー
ル
作
成
サ
ー

ビ
又
「
み
ん
な
の
シ
ー
ル
」
・

左
手
が
け
て
い
る
。
琴
冥
ア

期
費
用
が
5
万
円
で
料
金
は

シ
ー
ル
1
枚
あ
た
り
数
百

円
。
初
年
度
は
2
0
社
か
ら
受

軒
、
3
干
眉
の
売
。
上

′

　

ト

T

　

．

1

戎
発
閏
許
は
増

え
て
い
る
が
、
収
益
化
に
悩

二
手
・
二
三
∵
二

行
す
る
サ
ー
ビ
方
の
需
要
が

見
込
め
る
と
判
断
し
た
。



人間関係見抜く

組織づくりAI活用

ヤ
フ
ー
と
東
京
大
学
は
歩
諸

行
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
組
織
内
り
＼

二
三
三
二
尉

歩
漕
帽
欄
招
川
津
緩
夕

？・

ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
で

同
じ
組
織
の
全
員
の
歩
行
デ

■
持
川
、
‥
丹
措
、
い
デ

Ⅰ
）
で
解
析
し
、
行
動
を
共

lT

に
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
浮
　
ハ
√
・

か
び
上
が
ら
せ
る
。
今
後
、

効
率
よ
く
仕
事
を
こ
な
せ
る

歩

ヤ
フ
ー
・
東
大
が
ソ
フ
ト

組
織
づ
く
り
な
ど
に
生
か
し

た
い
考
え
だ
。

ソ
フ
ト
は
Y
a
h
0
0
！

1
A
P
A
N
研
究
所
が
東
京

大
学
の
下
坂
正
倫
講
師
（
現

・
東
京
工
業
大
学
准
教
授
）

と
開
発
し
た
。

同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
歩
行

と
停
止
を
繰
り
返
し
た
り
、

歩
調
が
似
た
り
す
る
人
た
ち

は
一
緒
に
行
動
し
て
い
る
可

能
性
が
高
い
。
ソ
フ
ト
は
歩

い
た
時
刻
や
歩
行
の
テ
ン
ポ

な
ど
の
情
報
か
ら
、
誰
と
誰

が
グ
ル
ー
プ
で
行
動
し
て
い

る
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

研
究
チ
ー
ム
は
あ
る
日
の

歩
行
パ
タ
ー
ン
と
、
1
日
の

間
に
誰
と
会
っ
た
か
を
聞
き

取
っ
た
結
果
と
の
関
係
を
、

人
工
知
能
に
学
習
さ
せ
た
。

チ
ー
ム
と
そ
の
関
係
者
ら
約

3
0
人
で
試
し
た
。
2
週
間
分

の
デ
ー
タ
で
、
ど
ん
な
グ
ル

ー
プ
が
で
き
て
い
る
か
を
突

き
止
め
た
。

昼
と
夜
の
ど
ち
ら
が
、
よ

り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

活
発
か
と
い
っ
た
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
の
特
徴
も
推
定
で
き

た
。
今
後
は
ソ
フ
ト
で
解
析

し
た
組
織
の
グ
ル
ー
プ
構
造

と
、
実
際
の
仕
事
の
効
率
に

関
連
が
あ
る
か
も
調
べ
る
。
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農薬散布、スヤホ活用

牛の健康管理にAI
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ベンチャーが農業の競争力を高める

「　　　‾　‾　‾「

Aスマホで散布確認■

農機の通信制御の共通化めざす
（農業情報設計社）

ト水田Iこセンサー
24時間データ管理

（ぺジクリア）

…PAIで牛の体調管理

（ファームノート）

農
家
の
競
争
力
向
上
支
援

T
P
P
で
新
段
階
、
V
B
が
先
端
技
術

農
業
と
先
端
技
術
を
結
び

つ
け
る
農
業
ベ
ン
チ
ャ
ー
が

活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
る
。

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定

（
T
P
P
）
の
署
名
に
よ
り
、

国
内
の
農
業
の
担
い
手
は
新

た
な
競
争
の
世
界
に
挑
む
。

I
T
（
情
報
技
術
）
や
人
工

知
能
（
A
I
）
を
取
り
入
れ

生
産
性
を
向
上
。
品
種
改
良

や
栽
培
ノ
ウ
ハ
ウ
の
工
夫
で

商
品
価
値
を
高
め
る
試
み
も

あ
る
。
各
社
は
農
家
と
連
携

し
て
競
争
力
の
「
芽
」
を
掘

り
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
農
家
や
酪
農

家
ら
が
集
ま
る
日
本
有
数
の

農
業
地
帯
の
北
海
道
十
勝
。

ど
こ
ま
で
も
続
く
か
の
よ
う

に
広
が
る
農
地
を
、
長
さ
2
0

㍍
の
棒
状
の
暁
霧
装
置
を
付

け
た
ト
ラ
ク
タ
ー
が
ゆ
っ
く

り
と
走
り
抜
け
る
。
運
転
手

が
見
つ
め
る
の
は
畑
だ
け
で

は
な
い
。
手
元
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
で
農
薬

や
肥
料
を
散
布
し
た
跡
を
デ

ー
タ
で
確
認
し
て
い
る
。

大
規
模
農
場
で
は
霧
状
に

な
る
農
薬
や
肥
料
は
ま
い
た

跡
が
分
か
り
に
く
い
。
ス
マ

ホ
の
全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム

（
G
P
且
と
連
動
し
て
ト

ラ
ク
タ
ー
の
動
き
や
散
布
跡

を
イ
ラ
ス
ト
で
示
し
て
無
駄

を
な
く
す
。
シ
ス
テ
ム
を
開

発
し
た
の
は
農
業
情
報
設
計

社
（
北
海
道
帯
広
市
）
。
燃

費
や
散
布
物
の
コ
ス
ト
を
1

割
ほ
ど
抑
え
ら
れ
る
。

浜
田
宏
之
社
長
は
「
農
機

の
通
信
技
術
を
共
通
化
す
る

基
盤
技
術
の
開
発
」
を
め
ざ

す
。
規
格
や
仕
様
の
共
通
化

が
進
め
ば
農
業
コ
ス
ト
は
も

っ
と
抑
え
ら
れ
る
と
い
う
。

輸
入
増
に
危
機
感

大
手
農
機
の
ト
ラ
ク
タ
ー

運
行
管
理
シ
ス
テ
ム
は
端
末

価
格
だ
け
で
5
0
万
円
す
る
も

の
も
あ
る
。
専
用
端
末
の
た

め
開
発
期
間
や
コ
ス
ト
が
か

か
る
た
め
だ
。
農
業
情
報
設

計
社
は
ス
マ
ホ
左
使
い
ア
プ

リ
は
無
料
。
事
業
費
は
広
告

収
入
で
賄
う
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
は
2
万
件
に
達
し
た
。

T
P
P
で
安
い
輸
入
品
が

流
れ
込
む
と
の
懸
念
が
あ

る
。
例
え
ば
ニ
ン
ジ
ン
や
カ

ボ
チ
ャ
は
3
％
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
も
4
・
3
％
の
関
税
が
撤

廃
さ
れ
る
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は

国
内
自
給
率
が
7
3
％
と
高

い
。
浜
田
社
長
は
「
農
家
の

危
機
感
は
強
い
」
と
話
す
。

大
規
模
農
家
が
多
い
北
海

道
は
農
業
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
活

動
が
盛
ん
。
新
た
な
試
み
の

モ
デ
ル
地
区
と
も
い
え
る
。

フ
ァ
ー
ム
ノ
ー
ト
（
北
海

道
帯
広
市
）
は
A
I
を
応
用

し
た
牛
の
管
理
シ
ス
テ
ム
を

6
月
に
も
売
り
出
す
。
セ
ン

サ
ー
付
き
の
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル

端
末
で
反
す
う
時
間
や
体
調

の
デ
ー
タ
を
収
集
。
A
I
で

分
析
し
て
発
情
期
や
病
気
の

状
態
な
ど
を
見
極
め
る
。

価
格
は
端
末
が
税
別
2
万

6
8
0
0
円
で
ク
ラ
ウ
ド
利

用
料
が
1
頭
あ
た
り
月
2
0

0
円
。
同
社
の
既
存
の
シ
ス
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欠

県
の
牧
場
で
も
採
用
さ
れ

た
」
　
（
小
林
晋
也
社
長
）
。

農
業
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
舞
台
は

北
海
道
以
外
に
も
広
が
る
。

ベ
ジ
タ
リ
ア
（
重
点
・
渋

谷
）
は
新
潟
市
内
の
水
田
で

N
T
T
ド
コ
モ
と
コ
メ
の
生

産
性
向
上
に
取
り
組
む
。
水

田
に
水
位
や
水
温
、
気
温
、

湿
度
を
計
測
す
る
セ
ン
サ
ー

を
設
置
。
異
常
値
を
示
す
と

ス
マ
ホ
で
警
告
す
る
。

ベ
テ
ラ
ン
の
経
験
や
勘
に

頼
っ
て
い
た
栽
培
手
法
を
デ

ー
タ
で
分
析
す
る
。
農
作
業

で
手
間
の
か
か
る
水
の
管
理

の
負
担
を
減
ら
し
つ
つ
「
科

学
的
根
拠
で
稲
を
育
て
る
」

（
小
池
聴
社
長
）
試
み
だ
リ

テ
ム
は
約
9
万
頭
以
上
が
利

用
す
る
。
北
海
道
の
実
績
を

も
と
に
「
鹿
児
島
県
や
三
軍

小
池
社
長
登
シ
リ
コ
ン
ニ

バ
レ
ー
で
べ
彰
チ
ャ
ー
ヰ
ヤ

ピ
タ
リ
ス
ト
皆
て
活
動
二

日
本
で
は
東
京
・
渋
谷
に
ネ
■

ッ
ト
企
業
を
集
め
る
「
ビ
ッ

ト
バ
レ
ー
構
想
」
を
提
唱
し

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

T
P
P
で
関
税
の
壁
が
な

く
な
る
海
外
に
打
っ
て
出
る

農
業
ベ
ン
チ
ャ
ー
も
あ
る
。

植
物
育
種
研
究
所
（
北
海
道

栗
山
町
）
は
高
機
能
タ
マ
ネ

ギ
で
市
場
開
拓
を
狙
う
。

－トト■■十什－ト■■㌧‥■㌧－■十㌧■州‥■‥■l㌧■卜■－肌∴∴卜－小■lトl■■∴忙‥卜■十■－



三重葛慕番う

朋
農
業
ベ
ン
等
－
の
活
躍

が
北
魔
道
で
卓
っ
背
唇
ル

酢
削
抑
開
削
桐
謂

均
の
1
4
．
占
倍
と
い
う
農
地

の
広
轟
あ
る
。
ベ
ン
チ
ャ

L
が
集
詰
る
鷺
欝
な
ど
十

魔
方
で
梯
弧
鹿
だ
。
本
州

な
ど
に
比
べ
専
業
が
多
い
こ

と
も
あ
書
洩
濠
各
層
常
．

富
農
家
計
あ
る
。

．
1
ほ
ど
減

を
少
な
い

人
数
で
経
営
す
啓
に
は
ヽ
効

蓼
の
追
求
が
欠
乱
せ
な
い
。
一

環
太
眉
慮

′
■
嵐
幌
市
近
郊
Ⅵ
江
別
市
で

嘗
嘗
川
昼
に
さ
ん

綾
1
4
年
予
近
ぐ
の
畜
産
農
家

．
5
軒
で
旗
式
会
社
の
K
a
、
1

m
窟
半
ム
）
角
山
を
設
立

し
た
宰
1
5
年
は
5
．
0
0
頭
近

（
T
P
P
）
に
よ
る
海
外
か

ら
の
割
安
な
農
産
物
の
流
入

に
備
え
て
投
資
を
進
め
て
い

い
乳
牛
を
全
自
動
の
ロ
ボ
ッ

ト
搾
乳
機
で
飼
育
す
る
施
設

を
1
5
億
円
で
竣
工
。
夫
量
生

産
で
コ
ス
ト
を
抑
え
て
、
本

州
へ
の
出
荷
も
め
ざ
晃

北
海
道
以
外
の
農
地
で
も

避
け
て
は
通
れ
な
い
農
業
の

大
規
模
化
や
効
率
化
。
む
と

足
早
く
課
題
に
直
面
し
た
北

海
道
で
生
ま
れ
る
挑
戦
は
、
l

国
内
農
業
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

に
な
る
可
能
性
を
秘
め
る
。



動画配信
頚雪炒る

動画配信サービスは多彩だ

二．コ二コ動画 �一般利用者の投満が多く、 生中継も（原点U無料） 

二トーチュープ �音楽など多様な映像を個 人が投稿（原利別料） 

ティーノて－ �民放各局が放送直後のド 
ラマなどを酉己信（無料） 

d　TV �著名アーティストのライ 
フやが人気（税抜き月500円） 

アマゾンプラ イム・・ビデオ �会員は映画やドラマが見 放題になる 
※アマゾンフ○ライム会員 
（年会費3900円）である 

ことが条件 

ボノボ �映画会社などが作品をそ れぞれ配信 
（作品ごとに課金） 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ

ホ
）
を
片
手
に
番
組
を
楽
し

む
姿
が
、
街
角
や
家
で
見
慣

れ
た
光
景
に
な
っ
て
き
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た

動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
が
急
速

に
普
及
し
、
映
画
や
ド
ラ
マ

の
定
額
見
放
題
に
、
テ
レ
ビ

張
り
の
生
放
送
な
ど
、
視
聴

者
の
選
択
肢
は
広
が
っ
て
い

る
。
疾
走
す
る
新
サ
ー
ビ
ス

は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
提
供
で
企

業
や
個
人
に
新
た
な
商
機
も

も
た
ら
し
つ
つ
あ
る
。

2
0
0
チ
ャ
ン
ネ
ル

「
今
か
ら
新
番
組
ス
タ
ー

ト
で
す
」
。
1
月
2
7
日
正
午
、

J
R
原
宿
駅
前
に
あ
る
サ
イ

バ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
動
画

撮
影
用
ス
タ
ジ
オ
。
女
子
高

公
開
生
放
送
を
始
め
た
。

こ
の
番
組
は
1
月
に
始
め

た
無
料
の
動
画
配
信
サ
ー
ビ

ス
「
ア
メ
ー
バ
フ
レ
ッ
シ
ュ

！
」
の
看
板
の
l
つ
。
番
組

画
面
に
は
「
か
っ
こ
い
い
！
」

な
ど
と
視
聴
者
の
リ
ア
ル
タ

イ
ム
の
投
稿
が
並
ぶ
。

同
サ
ー
ビ
ス
で
は
小
学
館

や
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
と
い
っ

た
企
業
や
芸
能
人
ら
が
作
る

生
放
送
番
組
を
配
信
す
る
。

ま
ず
娯
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

約
2
0
0
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
用

意
。
「
ス
マ
ホ
に
色
々
な
コ

ン
テ
ン
ツ
が
流
れ
て
い
る
」

（
サ
イ
バ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

の
藤
田
晋
社
長
）
形
だ
。

送
す
る
「
L
I
N
E
ラ
イ
ブ
」

を
始
め
た
。
「
『
い
つ
で
も

見
ら
れ
る
』
で
は
、
い
つ
ま

で
た
っ
て
も
見
て
も
ら
え
な

い
。
視
聴
者
を
ひ
き
つ
け
る

の
は
生
放
送
だ
」
　
（
佐
々
木

大
輔
執
行
役
員
）

平
日
昼
に
配
信
す
る
豪
華

キ
ャ
ス
ト
に
よ
る
ト
ー
ク
番

組
は
視
聴
者
数
が
1
2
0
万

人
を
超
す
日
も
あ
る
。
例
え

ば
関
東
地
区
な
ら
テ
レ
ビ
の

個
人
視
聴
率
1
％
は
約
4
0
万

人
に
相
当
す
る
。
深
夜
番
組

並
み
の
視
聴
者
数
を
つ
か
ん

で
い
る
勘
定
だ
。

動
画
配
信
へ
の
注
目
は
昨

年
9
月
の
世
界
最
大
手
、
米

ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
の
日
本

進
出
で
一
気
に
高
ま
っ
竃

広
告
で
稼
ぐ
無
料
の
生
放
送

と
違
い
、
こ

生
放
送
・
定
額
、
独
自
色
競
う

ち
ら
は
視
聴

者
か
ら
会
費

を
と
る
モ
デ

上対b叫

収
入
源
は
番
組
の
間
に
挿

入
す
る
企
業
な
ど
の
広
告

だ
。
収
入
見
込
み
は
明
ら
か

に
し
て
い
な
い
が
、
例
え
ば

料
理
番
組
な
ら
調
理
器
具
や

食
材
、
芸
能
人
の
番
組
な
ら

フ
ァ
ン
層
に
合
っ
た
商
品
な

ど
の
広
告
需
要
を
見
込
む
。

L
I
N
E
（
東
京
・
渋
谷
）

は
昨
年
1
2
月
に
動
画
を
生
放

ら
の
視
線
の
先
で
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
誌
の
モ
デ
ル
と
し

人
気
の
大
倉
士
門
さ
ん
が

広
が
る
選
択
肢

サ
イ
バ
ー
工
1
ジ
ェ
ン
ト
は

動
画
撮
影
用
の
ス
タ
ジ
オ
も

開
設
し
た
（
東
京
・
原
宿
）

ル
。
一
定
額
を
支
払
え
ば
、

主
に
既
成
の
映
画
や
ド
ラ
マ

を
中
心
に
、
好
き
な
作
品
を

本
数
や
時
間
を
気
に
せ
ず
に

視
聴
で
き
る
。

N
T
T
ド
コ
モ
な
ど
が
運

営
す
る
「
d
T
V
」
は
国
内

最
多
の
約
4
8
0
万
人
の
会

員
を
抱
え
、
事
業
収
入
は
年

約
2
8
0
億
円
に
の
ぼ
る
。

ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
を
迎
え

撃
つ
形
で
d
T
V
な
ど
国
内

勢
が
サ
ー
ビ
ス
刷
新
に
動

き
、
競
争
が
本
格
化
し
た
。

野
村
総
合
研
究
所
の
予
測
で

は
、
課
金
収
入
な
ど
国
内
動

画
配
信
市
場
は
2
0
2
1
年

度
に
2
0
9
2
億
円
と
1
4
年

度
比
約
6
割
増
え
る
。

「
l
緒
に
作
品
を
作
り
ま

せ
ん
か
」
。
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ

ク
ス
日
本
法
人
の
担
当
者
は

独
自
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
に

向
け
、
日
々
ア
ニ
メ
会
社
や

の
藤
田
社
長
は

ジ
ネ
ス
の
行
く

る
。
「
サ
ー
ビ

様
化
し
（
生
放

朝離

鍼
銅

事
業
を
世
界
展
開
し
、
多

様
な
作
品
群
堅
田
り
物
だ

が
、
日
本
法
人
の
グ
レ
ッ
グ

鮎
酎
鍼
帽
貼

ら
れ
て
い
る
印
象
だ
」
と
話

す
。
米
国
以
外
首
唯
古

本
に
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
チ
ー

ム
を
置
き
「
国
産
作
品
」
を

重
視
す
る
な
ど
」
視
聴
者
獲

得
へ
試
行
錯
誤
が
続
く
。

サ
イ
バ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

画
配
信
ビ

を
予
言
す

が
一
層
多

や
定
額
見

謂
醍
醐
謂
塁

百
花
繚
乱
（
り
j
っ
ら
ん
）

錮
鰭
謂
稲
し
い
選



動画配信
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1
月
中
旬
、
東
京
・
表
参

道
に
あ
る
蘭
画
配
信
大
手
ネ

ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
日
本
法
人

の
オ
フ
ィ
ス
。
同
社
幹
部
を

相
手
に
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

の
大
多
亮
常
務
が
熱
弁
を
振

る
っ
た
。
「
次
の
作
品
は
ア

ジ
ア
展
開
す
る
た
め
に
キ
ー

と
な
る
コ
ン
テ
ン
ツ
。
一
緒

に
P
R
し
て
い
き
た
い
」

海
外
へ
橋
渡
し

フ
ジ
は
2
月
1
2
日
か
ら
新

作
恋
愛
ド
ラ
マ
「
グ
ッ
ド
モ

ー
ニ
ン
グ
・
コ
ー
ル
」
を
配

信
す
る
。
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク

ス
な
ら
日
本
だ
け
で
な
く
韓

国
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
で

も
視
聴
で
き
る
の
が
ミ
ソ

だ
。
日
本
の
恋
愛
ド
ラ
マ
は

ア
ジ
ア
で
人
気
が
高
い
。
国

内
で
視
聴
率
低
迷
に
直
面
し

て
い
る
だ
け
に
期
待
は
大
き

い
。
番
組
の
評
価
が
上
が
れ

ば
、
現
地
の
テ
レ
ビ
局
な
ど

に
先
行
き
高
く
売
れ
る
。

こ
れ
ま
で
有
名
な
原
作
を

映
像
化
す
る
目
玉
作
品
は
、

映
画
や
テ
レ
ビ
向
け
が
優
先

だ
っ
た
。
だ
が
、
動
画
配
信

サ
ー
ビ
ス
の
台
頭
は
そ
の
常

識
牽
朋
し
っ
つ
あ
る
。

吉
本
興
業
が
今
春
、
ネ
ッ

ト
フ
リ
ッ
ク
ス
で
先
行
配
信

す
る
芥
川
賞
作
品
「
火
花
」

町
ド
ラ
マ
（
全
1
0
話
）
が
代

表
例
だ
。
「
コ
ン
テ
ン
ツ
を

出
す
先
が
増
え
た
の
は
大
き

い
。
著
作
権
も
こ
ち
ら
に
残

る
な
ど
（
テ
レ
ビ
向
け
な
ど

の
制
作
請
負
よ
り
）
利
点
が

多
い
」
と
、
よ
し
も
と
ク
リ

や
編
集
の
真
っ
最
中
だ
。
高

精
細
な
4
K
映
像
の
作
品
に

な
る
。
「
地
上
波
放
送
ほ
ど

表
現
に
規
制
が
な
く
、
役
者

が
の
び
の
び
と
演
じ
て
い

る
」
　
（
山
地
民
）
と
い
う
。

商
機
は
動
画
配
信
会
社
や

コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
会
社
な
ど

企
業
だ
け
で
な
く
、
「
ユ
ー

チ
ュ
ー
バ
ー
」
に
も
訪
れ
て

い
る
。
好
奇
心
を
く
す
ぐ
る

自
作
の
映
像
を
「
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
」
な
ど
の
動
画
サ
イ
ト

に
投
稿
し
、
フ
ァ
ン
を
獲
得

し
て
い
る
人
た
ち
の
こ
と

だ
。
人
気
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
1

を
集
め
た
イ
ベ
ン
ト
に
は
本

人
を
一
目
見
よ
う
と
大
勢
が

詰
め
か
け
る
ほ
ど
だ
。

彼
ら
の
活
躍
の
場
は
広
告

だ
。
動
画
再
生
前
に
テ
レ
ビ

C
M
の
よ
う
に
短
い
広
告
が

流
れ
た
り
、
画
面
の
一
部
を

琴
つ
よ
う
に
帯
状
の
広
告
が

表
示
さ
れ
た
り
す
る
。
動
画

配
信
の
普
及
に
つ
れ
販
促
メ

デ
ィ
ア
と
し
て
注
目
さ
れ
、

広
告
2
0
0
0
億
円
、
個
人
も
商
機

国
内
の
動
画

広
告
市
場
は

2
0
2
0
年

に
2
千
億
円

エ
イ
テ
ィ
ブ
・
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
（
大
阪
市
）
の
山
地
克

明
氏
は
明
か
す
。
制
作
費
の

数
億
円
は
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク

ス
も
負
担
す
る
。

こ
の
ド
ラ
マ
は
5
人
の
監

督
を
起
用
し
、
現
在
、
撮
影

新
た
な
経
済
圏

有
名
原
作
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
先
行
配

信
さ
れ
る
時
代
に
（
「
火
花
」
の
台
本
）

を
超
え
る
（
1
5
年
見
込
み
の

約
4
倍
）
と
の
推
計
も
あ
る
。

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
と
商
品

紹
介
な
ど
の
動
画
を
作
っ
て

ほ
し
い
企
業
を
潜
び
つ
け
る

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
社
、
ス
リ

ー
ミ
ニ
ッ
ツ
（
東
京
・
渋
谷
）

の
宮
地
洋
州
・
最
高
経
営
責

任
者
（
C
E
O
）
は
「
誰
も

が
活
躍
で
き
る
時
代
が
始
ま

っ
た
」
と
話
す
。

芸
能
人
よ
り
身
近

宮
地
氏
は
1
3
年
に
渡
米
し

た
際
に
市
井
の
人
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
の
動
画
を
通
じ

て
影
響
力
を
発
揮
す
る
の
を

目
の
当
た
り
に
し
た
。
ビ
ジ

ネ
ス
に
な
る
と
直
感
し
、
1
4

年
に
創
業
。
現
在
1
千
人
以

上
と
契
約
し
、
化
粧
品
や
飲

料
な
ど
若
年
層
に
商
品
を
浸

透
さ
せ
た
い
メ
ー
カ
ー
か
ら

の
相
談
が
多
い
。
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
で
は
年
間
数
千
万
円
を

稼
ぐ
人
も
い
る
と
い
う
。

「
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
は
芸

能
人
よ
り
身
近
な
存
在
で
、

消
費
者
の
共
感
を
得
や
す

い
。
再
生
回
数
な
ど
数
字
で

結
果
が
表
れ
る
の
も
ネ
ッ
ト

動
画
の
強
み
」
　
（
宮
地
氏
）

だ
。
バ
ン
ダ
イ
や
タ
カ
ラ
ト

ミ
ー
と
い
っ
た
玩
具
メ
ー
カ

ー
が
自
社
商
品
の
P
R
に
子

供
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
1
を
起

用
す
る
動
き
も
あ
る
。

テ
レ
ビ
と
は
琴
っ
視
聴
ス

タ
イ
ル
を
提
案
し
、
ユ
ー
チ

ュ
ー
バ
1
と
い
う
「
職
業
」

も
生
み
出
し
つ
つ
あ
る
動
画

配
信
。
コ
ン
テ
ン
ツ
や
広
告

分
野
を
軸
に
新
た
な
経
済
圏

が
広
が
り
始
め
た
。

細
川
倫
太
郎
、
花
田
亮
輔
が

担
当
し
ま
し
た
。
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電子処方箋4月解禁
処方箋電子化のイメージ 

渡一　　渡 丘」．．▲． 売聖豊艶r患者敦Z謹三鷹空rE■ 

医療機関　　阜・・　　　　　阜　　■薬局　■ 

‾腰粗密琶㌫逼軸受狸透±瞑慧憂家鞭を 

マイナンバー連携視野

薬
局
の
事
務
負
担
軽
く
厚
労
省

厚
生
労
働
省
は
4
月
か
ら
医
師
が
患
者

の
薬
を
指
示
す
る
処
方
箋
の
電
子
化
を
認

め
る
。
医
師
が
処
方
す
る
薬
の
デ
ー
タ
を

地
域
の
専
用
サ
ー
バ
ー
に
送
り
、
薬
局
が

デ
ー
タ
を
呼
び
出
し
て
患
者
に
薬
を
出

す
。
薬
局
が
年
間
7
億
枚
を
超
え
る
処
方

箋
を
パ
ソ
コ
ン
で
打
ち
込
ん
だ
り
、
保
管

し
た
り
す
る
手
間
が
な
く
な
る
。
2
0
2

0
年
度
以
降
は
全
国
に
広
げ
、
患
者
が
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
だ
け
で
薬
を
受
け
取

れ
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
。

厚
労
省
は
医
療
の
I
T

（
情
報
技
術
）
化
を
議
論
す

る
1
0
日
の
医
療
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
基
盤
検
討
会
で
電
子

化
解
禁
の
案
を
示
す
。
近
く

省
令
を
改
正
し
て
4
月
に
施

行
す
る
。
今
の
ル
ー
ル
で
は

処
方
箋
を
紙
で
患
者
に
渡
す

必
要
が
あ
る
。
4
月
か
ら
は

電
子
デ
ー
タ
で
の
処
方
箋
の

や
り
と
り
を
認
め
る
。
地
域

ご
と
に
電
子
化
に
参
加
す
る

医
療
機
関
と
薬
局
が
専
用
サ

ー
バ
ー
を
通
じ
て
処
方
デ
ー

タ
を
や
り
と
り
す
る
。
患
者

が
訪
れ
た
薬
局
が
処
方
デ
ー

タ
や
、
医
師
の
診
察
結
果
や

ア
レ
ル
ギ
ー
の
情
報
を
見
て

最
も
適
し
た
薬
を
出
す
。

電
子
化
は
希
望
す
る
市
町

村
や
都
道
府
県
の
単
位
で
始

め
る
。
地
域
の
医
療
機
関
同

士
が
患
者
の
情
報
を
共
有
し

て
い
る
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
全
国
約
2
0
0

カ
所
）
の
枠
組
み
を
使
う
。

専
用
サ
ー
バ
ー
の
導
入
費
用

は
厚
労
省
の
基
金
で
出
す
。

運
営
の
費
用
は
電
子
化
に
参

加
す
る
医
療
機
関
や
薬
局
が

負
担
す
る
見
通
し
だ
。

電
子
化
す
る
地
域
に
住
む

患
者
は
4
月
か
ら
処
方
箋
の

代
わ
り
に
電
子
処
方
箋
の
識

別
番
号
を
書
い
た
「
電
子
処

方
箋
引
換
証
」
を
医
師
か
ら

受
け
取
り
、
薬
局
に
提
出
す

る
。
個
人
別
の
医
療
番
号
制

度
が
本
格
的
に
導
入
さ
れ
、

全
て
の
地
方
自
治
体
で
医
療

情
報
の
共
有
が
進
む
2
0
年
軍

以
降
に
は
全
国
統
一
の
シ
ス

テ
ム
と
し
て
処
方
箋
を
電
子

化
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

患
者
は
紙
の
処
方
箋
が
な

く
て
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
が
1
枚
あ
れ
ば
全
国
ど

こ
の
薬
局
で
も
処
方
薬
を
受

け
取
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
シ
（
ス
マ
ホ
）

で
使
う
電
子
お
薬
手
帳
な
ど

で
処
方
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
も
で
き
そ
う
だ
。

薬
局
に
と
っ
て
は
コ
ス
ト

負
担
が
減
る
。
薬
局
は
使
っ

た
処
方
箋
を
紙
の
ま
ま
か
、

画
像
デ
ー
タ
と
し
て
取
り
込

ん
で
3
年
間
保
管
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
処
方
箋
は
全

国
で
年
間
7
億
枚
超
。
今
後

は
サ
ー
バ
ー
か
ら
呼
び
出
し

た
デ
ー
タ
を
そ
の
ま
ま
保
管

す
れ
ば
済
む
よ
う
に
な
る
。

紙
の
処
方
箋
を
見
て
パ
ソ
コ

ン
に
入
力
す
る
奉
間
や
、
T

ち
間
違
え
る
リ
ス
ク
も
減

る
。
「
保
管
や
デ
ー
タ
入
力

に
か
か
る
コ
ス
ト
が
な
く
な

れ
ば
経
営
に
と
っ
て
は
プ
ラ

ス
」
（
大
手
薬
局
）
と
い
う
。

全
国
で
処
方
箋
の
電
子
化

が
実
現
す
れ
ば
、
現
在
は
禁

じ
ら
れ
て
い
る
処
方
薬
の
ネ

ッ
ト
販
売
も
技
術
的
に
は
で

虐
る
よ
う
に
な
る
。
診
察
を

受
け
た
あ
と
に
薬
居
で
薬
を

待
つ
時
間
が
な
く
な
る
た

め
、
慢
性
的
な
病
気
で
同
じ

薬
を
も
ら
う
患
者
な
ど
に
は

メ
r
ッ
ト
が
あ
り
そ
う
だ
。

す
で
に
電
子
処
方
箋
の
実

証
実
験
を
し
て
い
る
大
分
県

別
府
市
な
ど
、
医
療
の
I
T

七
こ
賛
壷
和
江
∃
台
本
か
ら

電
子
化
が
進
む
公
算
が
大
き

い
。
た
だ
、
患
者
が
少
な
い

個
人
経
営
の
薬
局
な
ど
は
シ

ス
テ
ム
投
資
や
作
業
習
得
の

負
担
感
が
大
き
い
と
み
ら

れ
、
普
及
に
は
一
定
の
時
間

が
か
か
り
そ
う
だ
。

厚
労
省
は
市
販
薬
の
ネ
ッ

ト
販
売
を
解
禁
す
る
際
に
、

十
分
な
議
論
の
な
い
ま
ま
処

方
薬
を
法
律
で
禁
止
し
た
。

処
方
薬
は
重
い
副
作
用
が
あ

る
と
い
う
理
由
だ
が
「
医
師

が
診
察
し
た
う
え
で
処
方
し

て
い
る
薬
だ
か
ら
こ
そ
、
処

方
箋
が
あ
れ
ば
ネ
ッ
ト
で
の

販
売
を
認
め
る
べ
き
だ
」
と

の
声
が
民
間
企
業
か
ら
は
上

が
っ
て
い
る
。
…
一



…蜃車重を重圧耳］す

美術館など、訪日客向け

○

ハ
′
．
b舛

端
末
か
ざ

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
9
日
、

と
観
光
案
内

対
象
物
に
端
末
を
か
ざ
す
と
デ

ィ
ス
プ
レ
ー
に
情
報
を
表
示

美
術
館
や
観
光
地
で
訪
日
客

に
対
し
、
展
示
物
な
ど
を
解

説
す
る
次
世
代
デ
ィ
ス
プ
レ

ー
端
末
を
N
T
T
と
共
同
で

開
発
し
た
と
発
表
し
た
。
カ

メ
ラ
で
と
ら
え
た
画
像
か
ら

対
象
の
美
術
品
な
ど
が
何
か

を
認
識
し
、
ク
ラ
ウ
ド
上
に

登
録
し
て
い
た
情
報
を
透
明

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
に
表
示
す

る
。
2
0
2
0
年
開
催
の
東、　　一7　　「yJ T、－　　′ヽ′　　　＿－′　　／、ノ　　　ヽ一　　レ′　　ノJI　　‾I＝＝l

L

京
五
輪
を
見
据
え
、
観
光
施

設
な
ど
で
の
実
証
試
験
を
経

て
1
8
年
度
に
も
製
品
化
す

る。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
が
開
発
し

た
透
明
度
の
高
い
独
自
の
デ

ィ
ス
プ
レ
ー
技
術
と
、
N
T

T
が
持
つ
ク
ラ
ウ
ド
技
術
を

組
み
合
わ
せ
た
。
両
社
は
昨

年
、
東
京
五
輪
の
あ
る
2
0
年

を
見
据
え
た
映
像
や
通
信
シ

ス
テ
ム
の
製
品
開
発
で
業
務

提
携
し
て
お
り
、
今
回
の
端

末
が
共
同
開
発
で
最
初
の
製

品
と
な
る
。

ク
ラ
ウ
ド
上
に
施
設
や
観

光
地
に
関
す
る
情
報
を
あ
ら

か
じ
め
登
喝
端
末
で
読
み

取
っ
た
画
像
を
認
識
し
、
デ

ー
タ
を
取
玖
出
す
。
こ
れ
ま

で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス

マ
ホ
）
の
ア
プ
リ
な
ど
を
通

じ
て
情
報
を
表
示
す
る
技
術

が
一
般
的
だ
っ
た
。
今
回
は

ス
マ
ホ
を
使
わ
な
く
て
も
情

報
を
取
得
で
登
る
の
が
特
徴

だ。



博報堂DYが30％

醗
鮮
掴

表
。
将
来
に
過
半
数
以
上
の
株
△
耳

式
雀
澱
得
す
る
権
利
を
持
つ
こ
　
ン

‖
∵
三

「
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
」
初
代
マ
ウ
ス
手
掛
け
る

ら
れ
る
。

I
D
E
O
は
米
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
で
創
立
さ
れ
、
現
在
欧
米

や
ア
ジ
ア
に
1
0
カ
所
の
拠
点
を

持
つ
。
マ
ウ
ス
や
歯
磨
き
粉
な

ど
響
苧
ザ
イ
ン
に
加
え
、
ソ

フ
ト
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
も
手

掛
け
て
い
る
。
米
ビ
ジ
ネ
ス
ウ

ィ
ー
ク
誌
で
「
世
界
で
最
も
革

新
的
な
企
業
」
に
選
ば
れ
た
こ

と
も
あ
る
。

博
報
堂
D
Y
は
グ
ル
ー
プ
に

加
え
る
こ
と
で
、
遅
れ
て
い
た

海
外
事
業
の
拡
大
に
つ
な
げ

る
。
I
D
E
O
の
拠
点
を
生
か

し
た
営
業
展
開
の
ほ
か
、
同
社

の
デ
ザ
イ
ン
を
評
価
す
る
グ
ロ

ー
バ
ル
企
業
か
ら
の
広
告
受
注

な
ど
を
増
や
し
て
い
琶
た
い
考

え
だ
。
さ
ら
に
自
社
の
広
告
デ

ザ
イ
ン
で
も
r
D
E
O
の
セ
ン

ス
を
生
か
す
。
新
規
事
業
の
立

ち
上
げ
も
検
討
す
る
。

I
D
E
O
へ
の
出
資
は
欧
米

企
業
の
M
＆
A
（
合
併
・
買
収
）

指
鮎
砺
摘
摘
増

が
担
蟄
し
た
。
広
告
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
分
野
で
専
門
性

を
持
つ
企
業
を
投
資
対
象
と

し
て
お
り
、
I
D
E
O
は
5
社

目。



閲覧数など分析

電
通
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

動
画
広
告
を
効
果
の
高
い
優
良

サ
イ
ト
に
限
っ
て
配
信
で
き
る

新
サ
ー
ビ
ス
を
近
く
始
め
る
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
大
手
ネ
ッ
ト

企
業
が
手
掛
け
る
サ
イ
ト
に
限

定
し
て
広
告
を
表
示
し
、
閲
覧

デ
ー
タ
を
分
析
。
消
費
者
の
反

応
が
良
い
サ
イ
ト
に
重
点
的
に

配
信
す
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

刃
動
画
広
告
を
厳
選
配
信

L
V

の
普
及
で
動
画
広
告
は
市
場
の

拡
大
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
1

年
間
に
5
0
0
件
以
上
の
受
注

を
目
指
す
。

新
聞
社
や
テ
レ
ビ
局
、
出
版

社
な
ど
約
2
3
0
メ
デ
ィ
ア
の

サ
イ
ト
に
限
定
し
て
動
画
広
告

を
配
信
す
る
。

従
来
の
動
画
広
告
は
価
値
の

高
い
媒
体
を
広
告
主
が
指
定
す

る
「
純
広
告
」
の
ほ
か
、
性
別

や
年
代
と
い
っ
た
消
費
者
の
属

性
を
絞
り
込
め
る
一
方
、
個
人

運
営
な
ど
不
特
定
多
数
に
配
信

し
て
し
ま
う
「
運
用
型
」
が
あ

っ
た
ご
」
の
双
方
の
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
、
限
定
し
た
2
3
0

メ
デ
ィ
ア
の
サ
イ
ト
上
で
属
性

を
絞
り
込
ん
だ
滑
費
者
に
広
告

を
届
け
る
。

一
定
期
間
続
け
る
広
告
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
1
回
あ
た
り
の
料

馳
那
壁
5
。
。
万
。



‾‾憫壷（平成28年）2月12日（金曜巳）

スマホなどで手軽に設計段階の3D画像を 
見られる 

サーバー　一筆・モ・ 警珪漂巴≡表芸3D画像 

顧客　　画像を．脇 

動かせる 
スマホ　■爾■■ 　　＋血 

大成建設・日本t BM、クラウド活用

顧客とイメージ共有しやすく

3
D
設
計
図
ス
マ
木
で
閲
覧

大
成
建
設
と
日
本
I
B
M
は
、
建
築
物
の
設
計
図
な
ど
の

3
次
元
（
3
D
）
画
像
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
で

手
軽
に
閲
覧
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。
専
用
端
末
が

・
不
要
で
、
営
業
先
の
顧
客
な
ど
と
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
や
す

く
な
る
。
1
カ
月
以
上
か
か
る
こ
と
が
多
い
打
ち
合
わ
せ
期

間
を
最
大
で
半
分
に
で
き
る
と
見
る
。
2
0
2
0
年
の
東
京

五
輪
ま
で
首
都
圏
を
中
心
に
建
設
ラ
ッ

円
滑
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
に
つ
な
げ

誓
続
く
な
か
、

建
設
業
界
で
は
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
上
に
作
成
し
た
3
D

画
像
を
使
っ
て
建
築
工
事
を

管
理
す
る
「
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・

モ
デ
リ
ン
グ
（
B
I
M
）
」

と
呼
ぶ
技
術
の
採
用
が
広
が

っ
て
い
る
。
一
般
的
な
3
次

元
C
A
D
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
に
よ
る
設
計
）
と
異
な
り
、

画
像
と
と
も
に
建
物
の
柱
や

配
管
な
ど
の
寸
法
や
部
材
、

耐
用
年
数
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ

る
情
報
を
盛
り
込
む
。
利
用

者
は
画
像
を
見
な
が
ら
必
要

な
デ
ー
タ
を
手
軽
に
引
き
出

す
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
デ
ー
タ
量
が
膨

大
に
な
る
た
め
、
従
来
は
一

般
的
な
通
信
網
で
の
や
り
と

り
が
難
し
く
、
利
用
に
は
専

用
端
末
が
必
要
だ
っ
た
。
新

シ
ス
テ
ム
は
こ
の
デ
ー
タ
を

具
体
的
に
は
建
築
物
ご
と

の
B
I
M
の
デ
ー
タ
や
ソ
フ

ト
を
サ
ー
バ
ー
に
集
約
。
ス

マ
ホ
な
ど
の
画
面
を
上
下
左

石
に
動
か
し
た
場
合
の
瞬
間

「
」
と
の
画
像
デ
ー
タ
を
、
サ

ー
バ
ー
か
ら
連
続
し
て
送
る

形
を
と
る
。
利
用
者
か
ら
見

れ
ば
、
あ
た
か
も
端
末
上
で

3
D
画
像
を
動
か
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。

3
D
画
像
全
体
の
膨
大
な

デ
ー
タ
を
や
り
と
り
し
な
い

た
め
、
携
帯
電
話
の
3
G
回

線
で
も
利
用
で
き
る
と
い

う
。
画
像
は
I
D
と
パ
ス
ワ

ー
ド
で
管
理
し
、
離
れ
た
と

こ
ろ
に
い
る
顧
客
が
自
分
の

端
末
で
都
合
の
い
い
タ
イ
ミ

ン
グ
で
画
像
を
見
る
こ
と
も

で
き
る
。

大
成
建
設
は
4
月
以
降
に

顧
客
と
の
打
ち
合
わ
せ
で
活

用
を
始
め
る
。
顧
客
か
ら
琴

計
の
変
更
を
頼
ま
れ
て
修
整

し
た
画
像
を
確
認
し
て
も
ら

っ
た
り
、
出
先
で
顧
客
か
ち

想
定
外
の
質
問
を
受
け
た
場

合
な
ど
に
即
座
に
対
応
で
き

た
り
す
る
。
顧
客
も
完
成
し

た
建
物
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

く
な
り
、
打
ち
合
わ
せ
な
ど

が
円
滑
に
進
む
と
見
る
。

B
I
M
は
下
請
け
の
協
力

会
社
を
含
め
て
関
係
者
が
情

報
を
共
有
し
や
す
い
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
清
水
建

設
は
鉄
骨
の
設
計
に
つ
い
て

B
I
M
で
加
工
業
者
と
の
情

報
共
有
を
始
め
た
。
鹿
島
も

3
月
ま
で
を
メ
ド
に
全
て
の

建
築
工
事
で
使
う
よ
う
に
す

る
。
大
林
組
は
設
計
と
施
工

′

才

．

■

一

．

．

を
セ
ッ
ト
で
請
け
負
う
建
築

工
事
す
べ
て
で
利
用
し
て
い

ク
ラ
ウ
ド
を
介
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
。



感謝の思い、手軽に伝える

交
流
サ
イ
ト
（
S
N
S
）
や

メ
ー
ル
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
る

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ギ
フ
ト
」
が
広

が
っ
て
き
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た

感
謝
の
気
持
ち
を
表
現
で
き
る

点
が
若
い
女
性
を
中
心
に
支
持

を
集
め
て
い
る
。
バ
レ
ン
タ
イ

ン
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
S
N
S

で
プ
レ
ゼ
ン
ト
ー
ー
ー
㌧
そ
ん
な

光
景
が
今
年
は
あ
ち
こ
ち
で
見

ら
れ
そ
う
だ
。

大
学
4
年
生
で
モ
デ
ル
の
菊

田
真
衣
子
さ
ん
（
2
2
）
は
2
月

初
旬
、
撮
影
の
帰
り
に
立
ち
寄

っ
た
カ
フ
ェ
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
（
ス
マ
ホ
）
を
事
に
し
た
。

目
的
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
チ
ョ

コ
選
び
。
仕
事
で
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
美
容
師
や
ス
タ
イ
リ

ス
ト
に
贈
る
商
品
を
探
し
た
。

利
用
し
た
ギ
フ
ト
サ
ー
ビ
ス

「
A
n
n
y
（
ア
ニ
ー
）
」
は

■
′
喜
∴
（
ミ
≠
室
ニ
（
妻
亡

住
所
が
わ
か
ら
な
く
て
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
る
こ
と
が
で
き
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
企
業
の
ト
レ

ン
ダ
ー
ズ
が
運
営
し
て
い
る
。

ベ
ル
ギ
ー
や
フ
ラ
ン
ス
の
有
名

ブ
ラ
ン
ド
の
チ
ョ
コ
が
並
び
、

気
に
入
っ
た
も
の
を
ア
プ
リ
か

ら
す
ぐ
に
購
入
で
き
る
。
一
般

的
な
ネ
ッ
ト
通
販
で
も
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
贈
れ
る
機
能
は
あ
る

が
、
ア
ニ
ー
は
電
子
的
な
ギ
フ

ト
カ
ー
ド
と
と
も
に
気
持
ち
を

伝
え
ら
れ
る
の
が
特
徴
だ
。

カ
ー
ド
を
つ
く
り
、
S
N
S

や
メ
ー
ル
で
贈
り
先
に
通
知
。

受
け
取
っ
た
人
が
届
け
先
を
入

力
す
る
仕
組
み
で
、
相
手
の
住

所
が
分
か
ら
な
く
て
も
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
贈
れ
る
。
菊
田
さ
ん
は

「
今
年
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
は
日

曜
日
で
チ
ョ
コ
を
手
渡
せ
な
い

人
も
い
る
。
仕
事
で
知
り
合
っ

た
人
は
住
所
を
知
ら
な
い
こ
と

が
多
い
」
と
話
す
。

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
贈
り
物
を

す
る
サ
ー
ビ
ス
は
「
ソ
ー
シ
ャ

ル
ギ
フ
ト
」
や
「
e
ギ
フ
ト
」

と
呼
ば
れ
る
。
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

な
ら
思
い
立
っ
た
と
き
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
贈
れ
る
。

「
こ
れ
で
ボ
ル
シ
チ
を
も
ら

え
ま
す
か
」
。
ス
ー
プ
専
門
店

の
ス
ー
プ
ス
ト
ッ
ク
ト
ー
キ
ョ

ー
有
楽
町
店
。
会
社
員
の
鮎
沢

緑
さ
ん
（
2
4
）
は
ス
マ
ホ
画
面

を
レ
ジ
で
示
し
て
、
ス
ー
プ
を

受
け
取
っ
た
。
e
ギ
フ
ト
大
手

の
ギ
フ
テ
ィ
（
東
京
・
品
川
）

が
発
行
し
た
電
子
チ
ケ
ッ
ト
を

利
用
し
た
。
「
寒
い
か
ら
風
邪

を
引
か
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

て
」
。
チ
ケ
ッ
ト
は
こ
ん
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
と
旬
に
、
家
族
か

ら
対
話
ア
プ
リ
の
L
I
N
E
で

贈
ら
れ
て
き
た
。

チ
ケ
ッ
ト
は
数
百
円
が
中
心

だ
。
受
け
取
っ
た
人
は
自
分
の

都
合
が
良
い
時
に
店
頭
で
交
換

す
れ
ば
い
い
た
め
、
温
か
い
飲

食
物
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
や
す

い
。
ギ
フ
テ
ィ
の
太
田
陸
代
表

は
「
ち
ょ
っ
と
し
た
感
謝
を
伝

え
る
と
き
に
使
わ
れ
る
こ
と
が

多
い
」
と
話
す
。

自
然
派
化
粧
品
の
ロ
ク
シ
タ

ン
ジ
ャ
ポ
ン
（
東
京
・
千
代
田
）

は
昨
年
1
1
月
、
L
I
N
E
が
運

営
す
る
ギ
フ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
2

万
人
に
保
湿
ク
リ
ー
ム
が
当
た

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

た
。
当
た
っ
た
人
が
L
I
N
E

で
つ
な
が
っ
て
い
る
友
人
に
商

品
を
受
け
取
れ
る
権
利
を
贈
る

仕
組
み
を
採
用
し
た
。

中
元
や
歳
暮
を
贈
る
人
が
少

な
く
な
り
、
法
人
需
要
も
減
少
。

頭
打
ち
が
続
く
ギ
フ
ト
市
場
で

ソ
ー
シ
ャ
ル
ギ
フ
ト
が
流
れ
を

変
え
る
か
も
し
れ
な
い
。



マイナス金利でIT各社

システム対応急号
システム改修などで

文寸応を迫られたケース

日
銀
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
政

策
の
導
入
に
伴
い
、
情
報
技

術
（
I
T
）
各
社
が
金
融
機

関
や
機
関
投
資
家
向
け
シ
ス

テ
ム
の
改
修
作
業
や
顧
客
へ

の
説
明
に
追
わ
れ
て
い
る
。

既
に
債
券
市
場
で
国
債
利
回

り
が
一
時
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ

た
が
、
取
引
を
管
理
す
る
シ

ス
テ
ム
で
一
部
マ
イ
ナ
ス
を

想
定
し
て
い
な
い
場
合
が
あ

る
か
ら
だ
。

こ
れ
ま
で
も
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
誤
作
動
が
懸
念
さ
れ

た
「
2
0
0
0
年
問
題
」
な

ど
、
大
規
模
な
シ
ス
テ
ム
改

修
が
必
要
に
な
っ
た
ケ
ー
ス

は
あ
る
。
た
だ
今
回
は
日
銀

の
決
定
が
突
然
だ
っ
た
た

U
T
弓
系
資
産
運
用
管
理
更
新

日
立
製
作
所
　
顧
客
向
け
に
説
明
会

め
、
前
も
っ
て
影
響
を
調
査

す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
。
今

の
と
こ
ろ
大
き
な
混
乱
は
起

き
て
い
な
い
が
、
各
社
は
緊

急
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

N
T
T
デ
ー
タ
グ
ル
ー
プ

で
機
関
投
資
家
向
け
資
産
運

用
管
理
シ
ス
テ
ム
を
手
が
け

る
エ
ッ
ク
ス
ネ
ッ
ト
は
、
金

利
を
指
定
し
債
券
の
収
益
見

通
し
を
算
出
す
る
シ
ス
テ
ム

の
変
更
作
業
に
取
り
掛
か
っ

た
。
一
部
で
金
利
を
マ
イ
ナ

ス
入
力
で
き
な
い
た
め
で
、

ソ
フ
ト
の
書
き
直
し
や
業
務

へ
の
影
響
の
調
査
を
進
め
て

い
る
。
生
損
保
や
信
託
銀
行

な
ど
顧
客
数
は
約
1
6
0
。

現
場
担
当
の
約
1
0
0
人
が

総
出
の
状
態
だ
。

日
本
ユ
ニ
シ
ス
は
銀
行
向

け
シ
ス
テ
ム
の
う
ち
、
マ
イ

ナ
ス
金
利
の
影
響
が
大
き
い

債
券
や
為
替
を
扱
う
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
障
害
が
発
生
す

る
可
能
性
を
調
べ
、
対
応
が

必
要
な
作
業
を
顧
客
に
通
知

した。日
立
製
作
所
は
既
に
顧
客

向
け
説
明
会
を
実
施
。
日
本

I
B
M
で
も
顧
客
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
る
。

各
社
と
も
手
作
業
も
組
み
合

わ
せ
る
な
ど
し
て
人
海
戦
術

で
対
応
し
て
い
る
。

1
6
日
か
ら
は
金
融
機
関
が

日
銀
に
預
け
る
際
の
金
利
が

マ
イ
ナ
ス
0
・
1
％
に
下
が

る
。
シ
ス
テ
ム
に
想
定
外
の

影
響
が
出
る
可
能
性
も
否
定

で
き
ず
、
各
社
は
影
響
の
広

が
り
具
合
を
慎
重
に
見
極
め

る
構
え
だ
。

′

ノ

′



低コストで証券決済
減ら．7′、沌

中央サ �－／† �ー不要に 

新決済システムのイメージ 

〔亘二亘〕　　　ブロックチェーン 
胡聖二ト　取引記録厨 　川＋ノ 　　相互に 

認証 

ー 

取引参加者 

日本取引所、フィンテック活用

．．・・・・・・・・－－－－∫′－－ノー－－・・・．．

日
本
取
引
所
グ
ル
ー
プ
は

金
融
と
I
T
（
情
報
技
術
）

を
融
合
し
た
「
フ
ィ
ン
テ
ッ

ク
」
を
活
用
し
、
証
券
決
済

な
ど
を
低
コ
ス
ト
で
行
う
イ

ン
フ
ラ
づ
く
り
に
取
り
組

む
。
日
本
I
B
M
と
連
携
し

た
実
証
実
験
を
3
月
に
も
始

め
、
三
菱
U
F
l
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
も
参
画

を
検
討
し
て
い
る
。
ま
ず
は

未
公
開
株
な
ど
流
通
量
の
少

な
い
金
融
商
品
で
の
活
用
法

を
探
る
。

日
本
取
引
所
は
2
0
1
7

年
3
月
期
か
ら
の
中
期
経
営

計
画
に
、
新
イ
ン
フ
ラ
の
創

設
を
視
野
に
入
れ
た
フ
ィ
ン

テ
ッ
ク
研
究
を
重
点
施
策
の

一
つ
に
盛
り
込
む
方
向
。
先

端
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
慣
ク
チ
ェ
ー
ン
」
と
呼
ぶ
技
術

し
て
、
将
来
の
事
業
拡
大
に
だ
。
従
来
、
取
引
所
は
「
台

向
け
た
布
石
を
打
つ
。
　
　
帳
」
に
相
当
す
る
取
引
記

今
回
実
験
す
る
の
は
取
引
録
を
中
央
サ
ー
バ
ー
で
一
括

記
録
を
管
理
す
る
「
プ
ロ
ッ
管
理
し
て
お
り
、
多
額
の
シ

ス
テ
ム
投
資
が
必
要
だ
っ

た。
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
は
利

用
者
全
体
で
取
引
記
録
な
ど

を
複
数
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

で
共
有
す
る
。
互
い
に
認
証

し
合
う
こ
と
で
、
記
録
の
「
正
．

し
さ
」
を
担
保
す
る
仕
組
み

だ。
第
1
段
階
と
し
て
日
本
取

引
所
と
日
本
I
B
M
が
実
験

環
境
を
つ
く
り
、
仮
想
の
有

価
証
券
を
売
買
す
る
。
清
算

や
決
済
と
い
っ
た
手
続
き
が

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
上
で
正

し
く
認
証
さ
れ
る
か
を
検
証

する。今
夏
を
メ
ド
に
実
験
結
果

を
ま
と
め
、
問
題
が
な
け
れ

ば
末
公
開
株
な
ど
取
引
量
の

少
な
い
金
融
商
品
へ
の
活
用

を
検
討
す
る
。
今
の
ブ
ロ
ッ

ク
チ
ェ
ー
ン
の
処
理
能
力
で

は
、
売
買
が
活
発
な
上
場
株

の
決
済
な
ど
へ
の
利
用
は
難

し
そ
う
だ
。

現
状
、
未
公
開
株
の
売
買

は
証
券
会
社
な
ど
に
よ
る
相

対
取
引
が
中
心
で
、
値
付
け

な
ど
が
円
滑
に
進
ま
な
い
面

が
あ
っ
た
。

新
決
済
イ
ン
フ
ラ
を
使
っ

た
未
公
開
株
市
場
が
で
き
れ

ば
、
流
通
量
の
増
加
を
通
じ
、

最
終
的
に
投
資
家
の
取
引
コ

ス
ト
低
減
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
る
。
成
長
途
上
の
企

業
に
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
が
行
き

渡
り
や
す
く
す
る
効
果
も
期

待
さ
れ
る
。



サイバー攻撃

専門チーム仲間になりすまし

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
世

界
大
手
、
米
シ
マ
ン
テ
ッ
㌃
り

．
川
「
一
考
　
－
　
．

の
日
本
法
人
（
東
京
・
港
）

は
月
内
に
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃

の
脅
威
を
先
回
り
し
て
警
告

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
。

専
門
の
調
査
チ
ー
ム
が
サ
イ

バ
ー
攻
撃
者
の
仲
間
に
な
り

す
ま
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
や
り
取
り
さ
れ
て
い
る

攻
撃
計
画
の
情
報
を
収
集
す

る
。
喫
緊
の
対
応
が
必
要
な

攻
撃
を
予
測
し
、
契
約
す
る

企
業
に
報
告
す
る
。

日
本
を
含
む
世
界
各
国
の

抽
回

珊
先

チ
ー
ム
が
脅
威
情
報
の
調
査

・
分
析
に
あ
た
る
。
悪
意
を

持
つ
ハ
ッ
カ
ー
が
等
つ
ネ
ッ

ト
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に

潜
入
し
、
そ
こ
で
売
買
さ
れ

て
い
る
攻
撃
用
ソ
フ
ト
、
攻

・

・

l

…

・

・

ペ
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・
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…

＝

　

　

　

　

　

　

…
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≡

≡

…

≡

≡
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－

で
、
ど
こ
を
標
的
に
し
て
い

る
か
を
分
析
す
る
。
脅
威
情

報
は
リ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
通
じ
て
′

定
期
的
に
配
信
す
る
。

将
来
の
攻
撃
に
対
し
、
あ

シ
マ
ン
テ
ッ
ク
、
企
業
に
警
告

聾
者
の
募
集
、
攻
撃
の
相
談

な
ど
の
動
向
を
調
べ
る
。

シ
マ
ン
テ
ッ
ク
が
監
視
す

る
世
界
中
の
顧
客
企
業
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
機
器
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
攻
撃
情
報
も
参
考

に
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
手
口

ら
か
じ
め
防
御
態
勢
を
取
れ

る
よ
う
に
す
る
。
脅
威
分
析

か
ら
判
明
し
た
、
攻
撃
者
が

使
用
す
る
ネ
ッ
ト
上
の
住
所

「
I
P
ア
ド
レ
ス
」
や
、
ウ

イ
ル
ス
を
仕
込
ん
だ
フ
ァ
イ

ル
な
ど
の
デ
ー
タ
を
企
業
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
機
器
に
送

信
し
、
攻
撃
を
ブ
ロ
ッ
ク
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

利
用
料
は
年
間
2
0
0
万

円
（
税
別
）
か
ら
。
別
料
金

を
支
払
え
ば
、
企
業
が
懸
念

す
る
特
定
の
脅
威
に
つ
い
て

個
別
に
調
査
す
る
。

ネ
ッ
ト
上
で
は
サ
イ
バ
ー

攻
撃
情
報
が
氾
濫
し
て
お

り
、
そ
の
全
て
に
対
応
す
る

の
は
事
実
上
不
可
能
だ
。
的

確
な
調
苧
分
析
を
通
じ
て
、

効
果
的
な
防
御
が
可
能
に
な

る
と
い
う
。



16年版日本企業ブランド価値

三菱〕FJランク入り
日本企業のブランド価値ランキング2016年版

〔葦箆遥遠宗言竺盛言責苧莞前〕
順位 （前年） �フ○ランド名 �企業名 �ブランド価値 

1（1） �ト　ヨ　タ �トヨタ自動車 �49，048（16）、 

2（2） �ホ　ン　ダ �ホ　ンダ �22，975（6） 

3（3） �キヤノン �キヤノン �11，278（14） 

4（5） �ニッサン �日産自動車 �9，082（19） 

5（4） �ソ　ニ　ー �ソ　ニ　ー �7，702（15） 

6（－） �MUFG �三菱UFJフ ィナンシャル ・グルーフ○ �6，980（－） 

7（6） �パナソキック �パナソニック �6，436（2） 

8（7） �ユニクロ �ファーストリ テイリング �5，．493（13） 

9（9） �レクサス �トヨタ自動車 �3，340（1） 

10（8） �ニンテンドー �任天堂 �2，977（127） 

米インターブランド調べ

ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
l
訂

ン
グ
大
手
の
米
イ
ン
タ
ー
ブ

ラ
ン
ド
は
1
7
日
、
日
本
企
業

の
グ
ロ
ー
バ
ル
ブ
ラ
ン
ド
価

値
ラ
ン
キ
ン
グ
2
0
1
6
年

版
を
発
表
し
た
。
首
位
は
8

年
連
続
で
ト
ヨ
タ
自
動
車
の

「
ト
ヨ
タ
」
。
海
外
売
上
高

比
率
が
3
0
％
以
上
に
な
っ
た

三
菱
U
F
l
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
グ
ル
ー
プ
の
「
M
U
F

G
」
が
6
位
と
初
め
て
ラ
ン

ク
入
り
し
た
。

財
務
分
析
や
ブ
ラ
ン
ド
が

消
費
者
に
与
え
る
影
響
な
ど

の
評
価
を
基
に
価
値
を
独
自

に
換
算
し
た
。
対
象
は
日
本

発
の
ブ
ラ
ン
ド
で
、
分
析
可

能
な
財
務
情
報
が
公
開
さ

れ
、
日
本
以
外
で
の
海
外
売

上
高
比
率
が
3
0
％
以
上
で
あ

「
M
U
F
G
」
6
位
海
外
比
率
が
拡
大

首
位
の
ト
ヨ
タ
は
4
9
0

億
4
8
0
0
万
㌦
（
約
5
兆

6
0
0
0
億
円
）
と
前
年
よ

り
1
6
％
増
え
た
。
好
調
な
業

績
な
ど
が
背
景
に
あ
る
。
2

位
は
「
ホ
ン
ダ
」
で
6
％
増

の
2
2
9
億
7
5
0
0
万
㌦

だ
っ
た
。

前
年
に
比
べ
ブ
ラ
ン
ド
価

値
を
最
も
大
き
く
高
め
た
の

は
1
2
位
の
「
ス
バ
ル
」
で
、

3
9
％
増
の
2
7
億
7
6
0
0
万

㌦
だ
っ
た
。
1
3
位
の
「
マ
ツ

ダ
」
が
3
6
％
増
の
1
8
億
9
9

0
0
万
㌦
と
続
い
た
。
両
ブ

ラ
ン
ド
と
も
訴
求
点
を
徹
底

る
こ
と
な
ど
が
条
件
だ
。
1
5
世
界
ブ
ラ
ン
ド
価
値
ラ
ン
キ
的
に
絞
り
込
ん
だ
戦
略
が
う

年
1
0
月
に
同
社
が
ま
と
め
た
ン
グ
と
の
比
較
も
で
き
る
。
ま
く
い
っ
て
い
る
と
分
析
し

て
い
る
。

8
位
の
「
ユ
ニ
ク
ロ
」
や

1
9
位
の
「
ユ
ニ
・
チ
ャ
ー
ム
」
、

2
6
位
の
「
ヤ
ク
ル
ト
」
も
ブ

ラ
ン
ド
価
値
を
2
桁
以
上
高

め
た
。
1
0
位
の
「
ニ
ン
テ
ン

ド
ー
」
は
2
7
％
減
と
大
き
く

減
ら
し
た
。
日
本
発
ブ
ラ
ン

ド
の
海
外
展
開
が
加
速
す
る

な
か
、
「
日
本
的
経
営
の
強

み
を
磨
き
続
け
た
価
値
を
海

外
で
展
開
す
る
ブ
ラ
ン
ド
が

伸
び
て
い
る
」
と
、
同
日
会

見
し
た
日
本
法
人
の
和
田
干

弘
社
長
は
話
し
た
。

海
外
市
場
の
開
拓
が
強
ま

っ
て
お
り
、
今
年
か
ら
上
位

4
0
位
ま
で
公
表
範
囲
を
広
げ

た
。
3
4
位
に
は
「
ク
ボ
タ
」

4
0
位
に
は
「
カ
シ
オ
」
が
入

っ
た
。
上
位
4
0
位
に
1
1
ブ
ラ

ン
ド
が
入
っ
た
自
動
車
関
連

と
対
照
的
に
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
関
連
は
苦
戦
し
、
「
ニ

コ
ン
」
は
3
0
％
減
の
2
1
位
、

「
ヒ
タ
チ
」
が
1
4
％
減
の
2
2

位
だ
っ
た
。

世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
を
み
る

と
、
日
本
勢
ト
ッ
プ
の
ト
ヨ

タ
が
6
位
で
、
ホ
ン
ダ
は
1
9

位
だ
っ
た
。
上
位
1
0
0
社

の
中
に
は
6
ブ
ラ
ン
ド
が
ラ

ン
ク
イ
ン
し
て
い
た
。

世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
で
首
位

は
「
ア
ッ
プ
ル
」
で
ブ
ラ
ン

ド
価
値
は
1
7
0
2
億
7
6

0
0
万
㌦
と
ト
ヨ
タ
の
3
・

5
倍
に
達
し
て
い
る
。
2
位

は
「
グ
ー
グ
ル
」
、
3
位
は

「
コ
カ
・
コ
ー
ラ
」
4
位
は

「
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
」
と
続

い
て
い
る
。



箭　　　　　　2016年（平成28年）2月19日（金曜日）

電子マネナ臥で提携

タイトーは昨年から自社のゲームセン
ターで電子マネーを導入（東京都千代

今
夏
メ
ド
共
同
開
発

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
用
顧
客
分
析
や
集
客
第
一

セ
ガ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
コ
ナ
ミ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
彗
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
使
う
電
子
マ
ネ
ー
で
提
携
す

る
。
2
0
1
6
年
夏
を
め
ど
に
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
両
社
の
ゲ
ー
ム
機
を
設
置
し
て
い
る
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
が
導

入
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
プ
レ
ー
料
金
を
1
円
単
位
で
設
定
し
た
り
、
顧
客
情
報
を
把
握
し
て
集
客
に
生
か
し
た
り

で
き
る
。
業
務
用
ゲ
ー
ム
市
場
は
縮
小
が
続
く
。
両
社
は
シ
ス
テ
ム
を
一
本
化
し
て
、
ゲ
ー
ム
機
の
開
発
に
経
営
資

源
を
集
中
さ
せ
る
。

業
務
用
ゲ
ー
ム
機
部
門
を

持
つ
子
会
社
の
セ
ガ
・
イ
ン

タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
と
、
±
ナ
ミ

デ
ジ
タ
ル
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ

ン
ト
が
協
業
に
向
け
た
検
討

を
開
始
し
た
。
交
通
系
I
C

や
「
楽
天
E
d
y
（
エ
デ
ィ
）
」

な
ど
の
一
般
的
な
電
子
マ
ネ

セ
ガ
と
コ
ナ
ミ

ー
に
加
え
、
コ
ナ
ミ
が
独
自

に
発
行
す
る
電
子
マ
ネ
ー

「
パ
セ
且
を
使
え
る
よ
う

に
す
る
。

ま
ず
、
セ
ガ
が
運
営
す
る

約
2
0
0
カ
所
の
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
に
導
入
す
る
見
通
し

だ
。
両
社
の
ゲ
ー
ム
機
に
電

子
マ
ネ
ー
の
読
み
取
り
機
を

搭
載
す
る
。
他
社
の
ゲ
ー
ム

機
に
も
後
付
け
で
き
る
た

め
、
セ
ガ
系
列
以
外
の
ゲ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
に
も
利
用
を
促

す
。
読
み
取
り
機
の
設
置
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
共
同
で
取

り
組
む
可
能
性
が
あ
る
。

電
子
マ
ネ
ー
は
支
払
い
が

簡
単
な
だ
け
に
、
子
供
な
ど

が
お
金
を
使
い
す
ぎ
る
懸
念

も
あ
る
。
利
用
額
を
限
定
し

た
子
供
用
カ
ー
ド
な
ど
の
導

入
も
求
め
ら
れ
そ
う
だ
。

業
務
用
ゲ
ー
ム
市
場
は
縮

小
傾
向
に
あ
る
。
日
本
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
産
業
協
会
に

よ
る
と
、
1
3
年
度
の
市
場
規

模
（
施
設
売
り
上
げ
と
ゲ
ー

ム
機
の
合
計
）
は
6
3
1
4

億
円
だ
っ
た
。
直
近
ピ
ー
ク

の
0
6
年
度
か
ら
約
3
千
億
円

縮
小
し
た
。

業
務
用
ゲ
ー
ム
機
は
コ
ナ

ミ
と
セ
ガ
、
バ
ン
ダ
イ
ナ
ム

コ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

の
3
社
が
上
位
を
占
め
る
。

各
社
は
こ
れ
ま
で
独
自
に
電

子
マ
ネ
ー
に
取
り
組
ん
で
き

た
が
、
上
位
3
社
の
う
ち
2

社
が
手
を
組
む
こ
と
に
な

る
。
経
営
環
境
が
厳
し
く
な

る
中
、
シ
ス
テ
ム
を
統
l
し

て
投
資
負
担
を
抑
え
た
方
が

得
策
と
判
断
し
た
。

ゲ
ー
ム
専
門
誌
「
フ
ァ
ミ

通
」
の
元
編
集
長
の
浜
村
弘

一
氏
は
「
業
務
用
ゲ
ー
ム
は

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革
期

を
迎
え
て
い
る
」
と
話
す
b

1
0
0
月
単
位
で
し
か
料
金

を
設
定
で
き
ず
、
時
間
帯
や

曜
日
で
柔
軟
に
価
格
を
変
え

ら
れ
な
い
。
消
費
増
税
分
の

転
嫁
も
で
き
な
い
。
特
定
の

日
に
女
性
や
高
齢
者
を
割
引

に
す
る
と
い
っ
た
、
映
画
館

な
ど
が
採
用
し
て
い
る
施
策

も
打
ち
出
せ
な
か
っ
た
。

電
子
マ
ネ
」
な
ら
こ
う
し

た
課
題
の
解
決
が
見
込
め

る
。
ど
の
ゲ
ー
ム
機
が
何
回

遊
ば
れ
て
い
る
か
を
即
時
に

把
撞
で
き
る
利
点
も
あ
る
。

不
人
気
機
種
の
値
段
を
下
げ

た
り
、
同
じ
利
用
者
が
好
む

複
数
の
ゲ
ー
ム
機
を
近
く
に

並
べ
た
り
し
て
来
店
客
や
投

入
金
額
を
増
や
せ
る
。
来
店

客
に
と
っ
て
は
両
替
の
手
間

を
等
け
る
手
軽
さ
も
あ
る
。



胃‾　　　　　2016年（平成28年）2月19日（金曜日）

イオンは自ら通イ言サービスを
宇摩トけ、多様な料金プランや
サービスの矧共に踏み切る

イオンの新サービスと競合の比較
（通信容量が1ギガ椚トの場合）

提供企業 �イ　オ　ン �ビ　ッ　グ �ソ　フト 
リテール �ロ　ー　ブ �バンク 

プラン名 �音声1GB プラン �音声通話ス タートプラ ン �データ定額 パック・小 容量（1） 

月額利用料 （税別） �1280円 �1400円 �・4900円 

音声通話料 �30秒20円 �30秒20円 �1回5分以 内の通話が 無料 

最低契約期 �なし �1年 �－2年 

間（違約金） ��（800‾0円） �－（9500円） 

（注）ソフトバンクは音声通話プランが「スマ放
題ライト」の場合

格
安
ス
マ
木
サ
ー
ビ
差
異

イ
オ
ン
傘
下
の
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
は
1
8
日
、
格
安
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
サ

ー
ビ
ス
を
2
6
日
に
刷
新
す
る
と
発
表
し
た
。
同
社
が
通
信
事
業
者
と
な
る
こ
と
で
、
大

手
携
帯
電
話
会
社
並
み
に
修
理
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
低
料
金
と
豊

富
な
プ
ラ
ン
を
提
供
す
る
。
他
の
格
安
ス
マ
ホ
会
社
が
ネ
ッ
ト
な
ど
販
路
を
絞
る
な
か
、

実
店
舗
が
あ
る
安
心
感
を
前
面
に
出
し
、
シ
ニ
ア
層
な
ど
幅
広
い
顧
客
を
取
り
込
む
。

料
金
、
月
4
8
0
円
か
ら

格
安
ス
マ
ホ
は
既
存
の
携

帯
電
簡
会
社
か
ら
回
線
を
借

り
る
仮
想
移
動
体
通
信
事
業

者
（
M
V
N
O
）
の
通
信
サ

ー
ビ
ス
と
、
端
末
を
組
み
合

わ
せ
て
提
供
す
る
の
が
一
般

的
。
2
0
1
4
年
に
大
手
小

売
り
と
し
て
い
ち
早
く
参
入

し
た
イ
オ
ン
も
、
こ
れ
ま
で

は
M
V
N
O
の
通
信
サ
ー
ビ

ス
を
代
理
店
と
し
て
提
供
す

る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

こ
の
た
め
、
イ
オ
ン
の
窓

口
で
は
故
障
な
ど
を
受
け
付

け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
利
用

者
は
端
末
メ
ー
カ
ー
や
通
信

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ
そ
れ
ぞ

れ
問
い
合
わ
せ
る
必
要
が
あ

っ
た
。
刷
新
に
あ
た
り
、
イ

オ
ン
自
身
が
N
T
T
ド
コ
モ

の
回
線
を
借
り
る
M
V
N
O

と
な
る
た
め
、
修
理
や
料
金

プ
ラ
ン
の
変
更
な
ど
を
全
国

2
1
3
店
の
総
合
ス
ー
パ
ー

の
窓
口
で
受
け
付
け
る
こ
と

が
で
潜
る
∵

料
金
プ
ラ
ン
も
自
ら
決
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
2
6
日
か
ら
は
2
9
種
類
を

用
意
す
る
。
最
も
安
い
デ
ー

タ
通
信
の
み
の
「
デ
ー
タ
1

G
B
プ
ラ
ン
」
は
高
速
通
信

の
容
量
が
1
㌔
噂
で
、
月
額

料
金
は
税
別
4
8
0
円
。
同

じ
デ
ー
タ
通
信
の
み
で
容
量

が
5
0
㌔
噂
の
場
合
は
1
万
3

8
0
0
円
と
な
る
。
l
方
、

童
戸
通
信
も
で
き
る
プ
ラ
ン

は
0
・
5
㌔
～
5
0
㌔
噂
で
月

1

1

8

0

～

1

万

4

8

0

0

円
と
す
る
。

こ
れ
ま
で
イ
オ
ン
が
提
供

し
て
き
た
サ
ー
ビ
ス
や
、
他

の
格
安
ス
マ
ホ
会
社
の
料
金

と
大
き
く
変
わ
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
大
手
携
帯
会
社
に

比
べ
れ
ば
半
額
以
下
に
な
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。

政
府
は
猟
帯
電
話
の
通
信

料
金
の
引
き
下
げ
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
格
安
ス
マ
ホ
は

家
電
量
販
店
な
ど
の
大
手
小

売
業
や
、
ネ
ッ
ト
通
販
事
業

者
と
い
っ
た
異
業
種
の
参
入

も
あ
っ
て
、
競
争
に
よ
る
需

要
の
掘
り
起
こ
し
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
最
近
で
は
テ
レ

ビ
広
告
な
ど
で
認
知
度
も
上

が
っ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
料
金
を
抑
え
よ

う
と
販
路
を
ネ
ッ
ト
や
電
話

に
絞
る
企
業
が
多
い
。
携
帯

大
手
に
比
べ
て
対
面
で
の
説

明
や
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
が

不
十
分
な
こ
と
が
、
本
格
的

な
普
及
へ
の
課
題
と
い
う
指

摘
も
多
い
。

調
査
会
社
の
M
M
総
研

（
東
京
・
港
）
に
よ
る
と
、

格
安
ス
マ
ホ
サ
ー
ビ
ス
の
契

約
回
線
数
は
2
0
1
5
年
9

月
末
時
点
で
魂
0
5
万
8

0
0
。
前
年
賓
よ
り
7

以
上
増
え
て
晶
る
が
、
携

電
話
全
体
の
3
％
未
満
に

ど
ま
る
。
イ
オ
ン
は
こ
れ

で
の
販
売
台
数
を
明
ら
か

し
て
い
な
い
が
、
好
調
が

い
て
い
る
と
い
い
、
新
サ

ビ
ス
を
テ
コ
に
「
3
年
以

に
格
安
ス
マ
ホ
で
シ
ェ
ア

ッ
プ
を
目
指
す
」
と
し
て

る。　　，



新■蘭　‾l‾‾‾　20土64i（車鹿由毎うま貞‾皇〇台（主躍如

化粧品・日用品各社は

自前のネット通販で顧客開拓している

資生堂 �美容部員によるネット相談など で、若年層や地方の女性客を開拓。 

実店舗と共通のポイントを付与 

コーセ∵ �20～30代に人気で、地方への出店 
が少ないブランド品販売を伸ばす 

ポーラ・ �「オルビス」1のサイトで購入額に 

オルビス �応じてポイントの還元率を変える 

HD �など優良顧客を囲い込む 

ライオン �健康食品を中心に詳細な商品説明 
を載せ、中高年層を集客 

花
王
、
化
粧
品
も
ネ
ッ
ト
通
販

花
王
が
イ
ン
タ
ー
ネ
つ
ト
通
販
で
日
用
品
に
加
え
、
新
た
に
化
粧
品
の
取
り
扱
い
を

始
め
る
。
主
力
ブ
ラ
ン
下
「
ソ
フ
ィ
ー
ナ
」
の
化
粧
水
や
口
紅
な
ど
皇
琴
出
し
、
国

内
最
大
手
で
強
み
を
持
つ
日
用
品
と
と
も
に
消
費
者
の
つ
い
で
買
い
を
促
す
。
2
0
2

0
年
の
ネ
ッ
ト
通
販
売
上
高
を
1
0
0
0
億
円
と
現
在
の
5
倍
に
伸
ば
す
。
自
社
で
大

規
模
な
顧
客
デ
ー
タ
を
と
ら
え
、
商
品
開
発
や
効
率
的
な
販
売
に
つ
な
げ
る
。

消
費
者
の
「
つ
い
で
買
い
」
促
す

2
月
に
ネ
ッ
ト
通
販
の
専

門
部
署
「
E
コ
マ
ー
ス
部
」

を
立
ち
上
げ
た
。
ネ
ッ
ト
通

販
で
は
洗
剤
や
シ
ャ
ン
プ

ー
、
お
む
つ
な
ど
日
用
品
も

増
や
し
て
品
目
数
を
1
5
0

0
～
1
6
0
0
と
2
割
増
や

す
。
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
や
ス

ー
パ
ー
で
花
王
製
品
は
多
く

て
も
5
0
0
品
程
度
に
と
ど

ま
る
。
ネ
ッ
ト
で
は
約
3
倍

の
品
ぞ
ろ
え
で
顧
客
の
細
か

い
好
み
に
対
応
す
る
。

花
王
は
自
社
の
情
報
サ
イ

ト
「
K
A
O
 
S
H
O
P
」

な
ど
を
大
手
通
販
モ
ー
ル
の

ア
マ
ゾ
ン
や
「
楽
天
市
場
」

に
設
け
、
日
用
品
を
紹
介
し

て
い
る
。
2
月
に
「
ヤ
フ
ー

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
で
も
始
め

た。
多
く
の
消
費
者
が
訪
れ
る

通
販
モ
ー
ル
で
同
社
が
直

接
、
商
品
ブ
ラ
ン
ド
の
考
え

や
製
品
の
機
能
な
ど
を
発
信

し
て
消
費
者
と
の
距
離
を
縮

め
る
役
割
を
担
う
。
例
え
ば
、

香
り
付
き
の
柔
軟
剤
を
好
む

消
費
者
が
、
情
報
サ
イ
ト
で

も
香
り
に
こ
だ
わ
っ
た
化
粧

品
を
探
す
と
い
っ
た
相
乗
効

果
が
期
待
で
き
る
。

顧
客
が
実
際
に
商
品
を
買

う
と
き
は
、
K
A
O
 
S
H

O
P
と
提
携
す
る
ア
ス
ク
ル

の
「
ロ
ハ
コ
」
な
ど
他
の
通

販
サ
イ
ト
に
移
っ
て
注
文
す

る
。
今
後
は
通
販
サ
イ
ト
と

独
自
商
品
の
共
同
開
発
に
も

取
り
組
む
。

花
王
は
「
ど
ん
な
商
品
と

一
緒
に
購
入
す
る
か
」
　
「
ど

の
サ
イ
ト
を
閲
覧
し
て
買
っ

た
か
」
な
ど
提
携
す
る
通
販

サ
イ
ト
の
販
売
デ
ー
タ
も

把
握
す
る
。
画
期
的
な
商
品

の
開
発
に
は
こ
う
し
た
デ
ー

タ
が
不
可
欠
と
判
断
し
た
。

ネ
ッ
ト
上
で
発
行
し
、
実
店

舗
で
使
え
る
ク
ー
ポ
ン
の

発
行
な
ど
ネ
ッ
ト
と
実
店
舗

を
連
動
さ
せ
る
「
オ
ム
ニ

チ
ャ
ネ
ル
」
戦
略
も
加
速
す

る。
国
内
化
粧
品
業
界
で
は
最

大
手
の
資
生
堂
が
1
2
年
に
自

社
通
販
サ
イ
ト
「
ワ
タ
シ
プ

ラ
ス
」
を
開
設
。
美
容
部
員

が
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
顧
客
相

談
に
応
じ
る
サ
」
ビ
ス
を
提

供
し
、
専
門
店
や
百
貨
店
に

通
い
づ
ら
い
若
い
女
性
や
地

方
の
顧
客
を
開
拓
し
た
。

花
王
は
長
年
の
皮
膚
研
究

で
培
っ
た
美
容
液
な
ど
基
礎

化
粧
品
に
強
み
を
持
つ
。
化

粧
品
事
業
の
売
上
高
は
2
5

5
0
億
円
で
、
う
ち
1
8
0

0
億
円
を
カ
ネ
ボ
ウ
化
粧
品

が
占
め
る
。
カ
ネ
ボ
ウ
化
粧

品
の
白
斑
問
題
も
あ
り
、
近

年
は
伸
び
悩
ん
で
い
た
。

今
回
は
ま
ず
花
王
の
化
粧

品
ブ
ラ
ン
ド
だ
け
を
ネ
ッ
ト

通
販
で
扱
い
、
運
営
ノ
ウ
ハ

ウ
を
蓄
積
す
る
考
え
だ
。

訪
日
外
国
人
の
需
要
を
追

い
風
に
花
王
の
1
5
年
1
2
月
期

売
上
高
は
1
兆
4
7
1
8
億

円
と
前
の
期
比
約
5
％
伸
び

た
が
、
主
な
日
用
品
の
ネ
ッ

ト
通
販
比
率
は
1
0
％
未
掛
鼓

小
さ
い
。
花
王
は
今
後
、
中

国
ア
リ
パ
パ
集
団
な
ど
海
外

の
通
販
モ
ー
ル
で
も
販
売
を

強
化
す
る
。
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カード情報店に残さず

ネット通販に
専用暗証番号

経
済
産
業
省
は
カ
ー
ド
会
社
や
大
手
流
通
企
業
と
協
力
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

安
全
対
策
を
強
化
す
る
。
加
盟
店
が
カ
ー
ド
情
報
を
保
存
し
な
い
仕
組
み
を
作
る
ほ
か
、

電
子
商
取
引
（
E
C
）
サ
イ
ト
で
買
い
物
を
す
る
際
に
本
人
を
認
証
す
る
専
用
番
号
の

入
力
を
求
め
る
。
ネ
ッ
ト
通
販
の
拡
大
に
伴
っ
て
カ
ー
ド
の
不
正
利
用
が
増
え
て
い
る
。

国
内
の
カ
ー
ド
取
引
の
安
全
対
策
は
欧
米
に
後
れ
を
取
っ
て
お
り
、
経
産
省
は
2
0
2

0
年
ま
で
の
計
画
完
了
を
目
指
す
。

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
協
議
会
」
が

2
3
日
に
安
全
対
策
の
実
行
計

画
を
決
め
る
。
協
議
会
に
は

経
産
省
の
ほ
か
1
C
B
や
三

菱
U
F
l
ニ
コ
ス
な
ど
の
カ

ー
ド
大
手
と
、
楽
天
や
ヤ
フ

ー
ジ
ャ
パ
ン
、
J
・
フ
ロ
ン

ト
リ
テ
ィ
リ
ン
グ
な
ど
大
手

加
盟
店
が
参
加
し
て
い
る
。

計
画
の
柱
の
一
つ
が
、
E

C
業
者
か
実
店
舗
か
を
問
わ

ず
店
舗
側
で
カ
ー
ド
情
報
を

保
存
し
な
い
こ
と
を
原
則
に

す
る
こ
と
だ
。
こ
こ
数
年
、

経
産
省
、
安
全
対
策
を
強
化

1
万
件
を
超
え
る
大
規
模
な

カ
ー
ド
情
報
の
流
出
は
全
て

加
盟
店
側
で
発
生
し
、
P
O

S
レ
ジ
端
末
の
ウ
イ
ル
ス
感

染
が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
多

い
。
今
年
1
月
、
ホ
テ
ル
チ

ェ
ー
ン
の
米
ハ
イ
ア
ッ
ト
か

ら
カ
ー
ド
情
報
が
大
量
流
出

し
た
問
題
で
も
、
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
た
レ
ジ
か
ら
情
報

が
流
出
し
た
。

1
8
年
ま
で
に
全
加
盟
店
で

P
O
S
レ
ジ
と
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
読
み
取
り
端
末
を

分
離
す
る
。
買
い
物
を
す
る

人
は
読
み
取
り
端
末
に
カ
ー

ド
を
差
し
込
ん
で
4
桁
の
暗

証
番
号
を
入
力
す
る
。
カ
ー

1
8
年
ま
で
に
全
加
盟
店
で
P

O
S
レ
ジ
と
カ
ー
ド
の
読
み

取
り
称
末
を
分
離
す
る

ド
の
情
報
は
レ
ジ
に
は
残
ら

ず
、
カ
ー
ド
会
社
側
の
情
報

処
理
セ
ン
タ
ー
に
届
い
て
処

理
さ
れ
る
。
情
報
が
レ
ジ
端

末
を
経
由
せ
ず
、
漏
洩
の
リ

ス
ク
が
小
さ
く
な
る
。

た
だ
通
信
機
能
を
持
つ
読

み
取
り
端
末
は
1
台
6
万
～

7
万
円
す
る
た
め
、
今
後
は

導
入
費
用
の
負
担
軽
減
策
な

ど
が
課
題
に
な
る
。

ネ
ッ
ト
通
販
な
ど
E
C
加

盟
店
の
対
策
も
強
化
す
る
。

E
C
サ
イ
ト
で
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
決
済
を
す
る
際
に
、

カ
ー
ド
番
号
や
有
効
期
限
だ

け
で
な
く
、
専
用
の
暗
証
番

号
な
ど
の
入
力
を
求
め
る
。

日
本
ク
レ
ジ
ッ
ト
協
会
に

よ
る
と
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
不
正
利
用
は
1
2
年
か
ら

1
4
年
に
か
け
、
約
6
8
億
円
か

ら
約
1
1
4
億
円
に
増
加
。

こ
の
う
ち
E
C
サ
イ
十
で
の

不
正
利
用
は
6
割
を
占
め
、

E
C
加
盟
店
側
の
対
策
強
化

が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

欧
米
と
比
べ
て
普
及
が
遅

れ
て
い
る
I
C
対
応
の
カ
ー

ド
や
端
末
の
普
及
も
促
す
。

2
0
年
ま
で
に
全
て
の
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ト
が
を
I
C
チ
ッ
プ

搭
載
型
に
替
え
、
加
盟
店
側

で
も
I
C
対
応
の
端
末
を
配

備
す
る
。
偽
造
カ
ー
ド
に
よ

る
不
正
利
用
を
根
絶
す
る
狙

い
だ
。
日
本
で
は
I
C
型
カ

ー
ド
の
普
及
率
は
6
割
で
、

対
応
端
末
の
普
及
率
は
2
割

弱
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

E
C
加
盟
店
も
含
め
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
加
盟
店

は
日
本
全
国
に
「
数
百
万
店

舗
あ
る
」
　
（
経
産
省
）
。
経

産
筈
は
協
議
会
の
実
行
計
画

づ
く
り
を
後
押
し
す
る
と
同

時
に
、
1
7
年
に
も
割
賦
販
売

法
を
改
正
し
て
加
盟
店
側
が

安
全
対
策
に
努
力
す
る
規
定

を
新
設
す
る
方
針
だ
。
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スマホ電波使い分析

不審物、ドローン探索

人
混
み
警
備
に
－
T
の
目

警
備
が
手
薄
に
な
り
が
ち

な
街
中
の
人
温
み
を
I
T

（
情
報
技
術
）
で
見
守
る
研

究
開
発
が
相
次
ぐ
。
綜
合
警

備
保
障
は
警
戒
が
必
要
な
雑

踏
の
位
置
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
（
ス
マ
ホ
）
の
電
波
で
突

き
止
め
る
。
日
立
製
作
所
は

混
雑
し
た
地
域
の
上
空
に
小

型
無
人
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
を

飛
ば
し
、
カ
メ
ラ
映
像
か
ら

不
審
物
を
探
す
。
多
く
の
人

が
集
ま
る
場
所
は
事
故
や
事

件
の
危
険
が
増
す
。
2
0
年
の

東
京
五
輪
を
控
え
、
未
然
に

防
ぐ
技
術
開
発
に
力
が
入

る。
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
で
街

が
人
で
あ
ふ
れ
る
と
、
将
棋

倒
し
な
ど
事
故
の
危
険
が
あ

る
。
ほ
か
に
も
昨
年
の
パ
リ

同
時
テ
ロ
で
は
多
数
の
市
民

が
集
う
「
ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ
ッ

ト
」
が
狙
わ
れ
、
要
人
施
設

の
警
護
と
は
逢
う
難
し
さ
が

東
京
五
輪
控
え
テ
ロ
対
策

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
た
だ
、

広
範
囲
を
行
き
交
う
人
の
流

れ
は
予
測
し
に
く
く
、
警
備

に
人
手
が
必
要
に
な
る
。
物

々
し
い
警
備
が
な
じ
ま
な
い

施
設
も
あ
る
。

綜
合
警
備
保
障
は
、
街
中

を
飛
び
交
う
電
波
か
ら
混
雑

し
て
い
る
場
所
を
絞
り
込
む

技
術
を
開
発
し
た
。
注
目
し

た
の
が
、
国
民
2
人
に
1
台

は
普
及
し
た
と
さ
れ
る
ス
マ

ホだ。短
距
離
無
繚
通
信
「
ブ
ル

ー
ト
ゥ
ー
ス
」
な
ど
の
機
能

訊
あ
る
一
部
の
ス
マ
ホ
は
端

末
ご
と
に
名
前
の
つ
い
た
電

波
を
発
信
し
て
い
る
。
交
差

点
な
ど
で
ど
ん
な
名
前
の
電

波
が
飛
ん
で
い
る
か
を
、
警

備
員
の
ス
マ
ホ
に
入
れ
た
専

用
の
ソ
フ
ト
で
解
析
し
た
。

各
地
点
の
情
報
を
サ
ー
バ

ー
上
に
集
め
れ
ば
、
電
波
の

名
前
を
手
掛
か
り
に
ス
マ
ホ

の
持
ち
主
の
経
路
と
移
動
時

間
が
分
か
る
。
地
図
上
に
情

報
を
集
約
し
、
混
雑
の
度
合

い
を
表
示
す
る
。

首
都
圏
の
コ
ン
サ
ー
ト
会

場
や
初
詣
で
に
ぎ
わ
う
寺
社

の
近
辺
で
実
験
し
た
。
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
周
囲
の
歩
道
の

混
雑
状
況
を
分
析
で
き
た
。

特
に
混
ん
で
い
る
場
所
に
警

備
員
を
優
先
し
て
配
置
し
、

交
通
整
理
に
生
か
せ
る
。

日
立
は
ド
ロ
ー
ン
で
空
か

ら
不
審
な
車
や
荷
物
が
な
い

か
を
調
べ
る
。
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
映
像
と
全
地
球
測
位

シ
ス
テ
ム
（
G
P
S
）
の
位

置
情
報
か
ら
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
広
域
の
パ
ノ
ラ
マ
写
真

を
作
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
開

発
し
た
。

写
真
の
変
此
雀
自
動
で
分

析
し
、
異
変
を
洗
い
出
す
。

道
ば
た
に
放
置
し
た
不
審
な

荷
物
や
駐
車
し
た
ま
ま
の
車

を
特
定
す
る
の
が
狙
い
だ
。

N
E
C
は
街
頭
の
監
視
カ

を
頻
繁
に
訪
れ
る
な
ど
の
行

動
を
す
る
不
審
者
を
自
動
検

出
す
る
技
術
を
開
発
し
た
。

広
範
囲
を
行
き
交
う
人
々
を

人
の
目
で
全
て
監
視
す
る
の

は
難
し
い
。
実
験
で
は
約
1

0
0
万
件
の
顔
デ
ー
タ
か
ら

約
1
0
秒
で
同
じ
場
所
に
頻
繁

に
現
れ
る
人
を
見
極
め
た
。

事
故
や
事
件
へ
の
警
戒
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は
、
重
要
な
施
設
や
要
人
が

主
な
対
象
だ
′
っ
た
。
ソ
フ
ト

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
た
市
民

を
見
守
る
に
は
、
よ
り
広
い

範
囲
で
起
き
る
事
態
に
気
を

配
り
つ
つ
、
雑
踏
の
一
人
ひ

と
り
、
の
振
る
舞
い
に
も
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人

海
戦
術
だ
け
に
頼
る
わ
け
に

い
か
ず
、
I
T
の
応
用
研
究

が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
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月4000円以下でiphoneが持そる
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鹿）新鹿奥的辱め姦低額上潮税込み）三顧観は通 
■話料など含む。端末代は1挿画の埴引き後、・ 

す
く
な
り
そ
魂
吉
敷
鞋
二
㌔
等

来
の
半
額
程
庶
肇
腰
背
嚢
持
家
富
澤
各
港
n
e
壁
カ
の
つ
て
バ

て
お
。
、
格
琴
ラ
ン
ド
で
扱
う
孔
は
層
遷
竃
患
笥
畝
藍
訝
て
雪
盲

卜
こ
こ
）
．
二
一
）
≠
一
㌢
．
′
、
紅
絹
4
㌧

卜
・
一
・
㌧
㌧
一

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
藩
信
之
鎗
寒
頸

‥
．
W
J

、
、

、
■
　
＼ヰ

∴

n
川
場

n
K
u

93

円

丁
三
≒
享

倍
章
詮
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

蚤
姓
い
賓
コ
モ
、
K

酌
駅
雛
義
持
倶

っ
て
唱
・
総
管
が
昨
年
革

ス
マ
ホ
を
あ

千
二
∵
・
二
l
■

き
す
ぎ
た
値
下
げ
の
是
正
を

求
め
て
お
り
、
2
月
か
怠

3
社
が
実
零
酋
を
息
粛
す

る
な
ど
し
て
端
末
価
格
が
上

昇
。
そ
の
影
響
で
格
安
ブ
ラ

い
う
。
■
ツ
ワ
ト
バ
ン
ク
は
・
1

名
宝
e
の
投
仇
で
ワ
イ

ス
マ
ホ
の
品
．

心
、
契
約
増

り
た
け
考
え

園
社
は
・
1
′
J
h
O
n
e
を

従
来
よ
玖
低
魯
憲
貴
著

粥
絹
髭
臓
誠

府
避
雷
怨
鷹
．
。
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スマホ新機能競う′
ソニーの新たなスマホは画面を 
見ずに操作できる（イメージ図） 

メ（⊃ ツ（⊃ 書芸1、・・…菓－ 無線で打1■』牒昔 連携′タ、‾牒甚 

兢「＋日録 
l：：：：：コ 

兢ヶット調蓋 
スマホ雄二　…一一一声◆ 

「一言「㍉∴十十一万㍍二二Ⅶ叫‾∵「

l
－　　　　ヽ■

観葉、11、＿ア

二．・皿．
ソニーが発表したスマホの最
上位機種「エクスぺリアX」
（22日、バルセロナ）

スマホ各社の主な新製品

社　名 �国 �新たな機能や使い方 

ソニー �日本 �画面を見なくても歩きなが 
ら操作できる　＿ 

LG電子 �韓国 �ドローンで撮影した映像を 
取り込み 

サムスン電子 �韓国 �カメラのオートフォーカス 
の速度を4倍に 

■アップル �米国 �画面サイズが小型の機種を 

疫人へ・ 

H　P �米国 �ウィンドウズ10搭載しパソ 
コン的に利用 

華為技術 �中国 �タブレットとの連携機能 

【
バ
ル
セ
ロ
ナ
＝
杉
本
貴
司
】
世
界
最
大
の
モ
バ
イ

ル
機
器
見
本
市
「
モ
バ
イ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
・
コ
ン
グ
レ

ス
」
が
2
2
日
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
開
幕
し
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
市
場
は
成
熟
へ
向
か
っ

て
い
る
が
、
ソ
ニ
ー
や
米
中
韓
の
電
機
大
事
は
新
た
な

機
能
を
盛
り
込
み
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
使
い
方
が
で
き

る
製
品
を
出
展
。
次
な
る
成
長
へ
向
け
た
模
索
を
始
め

て
い
る
。

ソニー

声
だ
け
′
で
操
作

ソ
ニ
ー
の
ス
マ
ホ
子
会

社
、
ソ
ニ
ー
モ
バ
イ
ル
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
が
発
表

し
た
の
が
「
エ
ク
ス
ぺ
リ
ア
」

の
最
上
位
モ
デ
ル
で
あ
る
Z

シ
リ
ー
ズ
を
刷
新
し
た
Ⅹ
シ

超
　
魁

リ
ー
ズ
。
画
面
を
見
な
い
で

も
、
人
の
声
だ
け
で
大
半
の

操
作
が
可
能
だ
。
例
え
ば
歩

き
な
が
ら
ス
マ
ホ
を
使
い
た

い
と
き
、
し
ゃ
べ
る
と
独
自

開
発
し
た
耳
栓
塾
の
マ
イ
ク

付
き
イ
ヤ
ホ
ン
が
そ
の
声
を

キ
ャ
ッ
チ
し
、
無
線
を
通
じ

て
ポ
ケ
ッ
ト
内
の
ス
マ
ホ
を

操
作
で
き
る
。
ア
プ
リ
の
起

動
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
読
み
上

げ
、
発
信
な
ど
が
で
き
る
。

他
社
の
ス
マ
ホ
で
も
童
戸

認
識
機
能
は
濁
る
が
、
ソ
ニ

ー
の
場
合
、
人
工
知
能
（
A

I
）
が
搭
載
さ
れ
言
葉
の
認

識
能
力
が
徐
々
に
高
ま
る
。

動
画
を
見
る
と
き
を
除
け

＝
脳
神
経
系
の
働
き
を
ヒ
ン
ト

ば
、
た
い
て
い
広
作
業
は
ス

マ
ホ
と
の
「
会
話
」
で
済
む
。

一
方
、
参
考
出
品
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と
組
み
合
わ

せ
れ
ば
、
ス
マ
ホ
の
画
面
を

大
画
面
に
映
し
出
し
、
家
族

や
友
人
同
士
で
共
有
で
き

る
。
い
つ
、
ど
こ
に
い
て
も

ス
マ
ホ
の
画
面
を
見
て
し
ま

う
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
が
広

が
る
な
か
、
消
費
者
を
ス
マ

ホ
の
小
さ
な
画
面
か
ら
解
き

放
ち
、
ス
マ
ホ
を
介
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性

化
さ
セ
そ
構
想
だ
。

こ
こ
で
採
用
し
た
A
I
は

犬
塾
ロ
ボ
ッ
ト
「
A
I
B
O

（
ア
イ
ボ
）
」
で
培
っ
た
、

に
大
量
の
デ
ー
タ
か
ら
規
則

性
を
見
つ
け
出
す
「
機
械
学

習
」
を
取
り
入
れ
た
。
カ
メ

ラ
で
は
デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ

の
開
発
陣
が
加
わ
り
、
被
写

体
の
動
き
を
予
測
し
て
、
ブ

わ
の
少
な
い
撮
影
を
可
能
に

た。日
本
の
ス
マ
ホ
は
あ
ま
り

存
在
感
萱
不
せ
て
こ
な
か
っ

た
が
、
現
地
で
こ
の
ス
マ
ホ

を
見
た
N
T
T
ド
コ
モ
の
丸

山
誠
治
執
行
役
員
は
「
す
ご

く
面
白
い
試
み
だ
。
ユ
ー
ザ

ー
の
生
活
に
役
立
つ
も
の
で

伸
び
る
可
能
性
は
十
分
に
あ

る
と
思
う
」
と
コ
メ
ン
ト
し

て
い
る
。

ソ
ニ
ー
は
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な

が
る
「
I
O
T
」
を
次
の
収

益
源
に
し
た
い
考
え
で
、
そ

の
核
に
な
る
の
が
ス
マ
ホ
と

み
て
い
る
。
世
界
の
ス
マ
ホ

市
場
は
米
中
韓
勢
が
上
位
を

独
占
し
、
ソ
l
T
は
日
本
勢

ト
ッ
プ
と
は
い
え
‖
位
で
シ

ェ
ア
は
2
％
。
「
ス
マ
ホ
は

す
で
に
（
消
費
者
に
）
行
き

渡
っ
て
お
町
、
需
要
が
弱
く

な
っ
て
も
仕
方
が
な
い
。
そ

れ
を
変
え
る
の
が
我
々
の
提

案
だ
」
。
ソ
ニ
ー
モ
バ
イ
ル

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の

十
時
裕
樹
社
長
は
こ
う
述
べ

て
、
こ
れ
か
ら
の
シ
ェ
ア
の

拡
大
に
意
欲
を
示
し
た
。



）や／‘、1′1

コ1・

ン　ーン

三二■；＿こ1」と

∴
バ
ル
セ
ロ
ナ
＝
杉
凍
貴

司
】
世
界
の
電
機
大
手
が
相

次
ぎ
発
表
し
た
漸
製
品
の
キ

ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
が
、
他
の

機
器
と
の
「
連
携
」
だ
吊

ド
ロ
ー
ン
（
小
型
無
人
機
）

ソ

と
連
携
さ
せ
た
ス
マ
ホ
を
展

示
し
世
の
が
韓
国
L
G
電

子
。
手
元
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

司
に
ス
マ
轟
を
せ
ッ
ト
す
る

宅
げ
ロ
ー
ン
が
撮
影
し
た

映
像
を
ス
マ
ホ
で
見
た
り
、

が
り
菅
つ
竃

－
カ
ー
と
組
ん

る
予
定
も
あ
る一

。
葱

門
局
高
讃
学
事

任
草
毯
E
O

ベ
、
豪
次
第

難
こ
う
述

マ
ホ
市

場
の
成
辱
刀
兼
を
大
き
い

と
の
見
方
を
強
瀞
某
。
今

錮
鮎
詣
鰐
齢

索
し
て
い
く
竺
ノ

草
の
韓
国
サ
ム
ス
ン
電
子
。

オ
ー
ト
フ
ォ
ー
カ
ス
の
ス
ピ

は
米
マ
イ
ク
ロ
ソ
孝
の
基

本
ソ
フ
斗
（
0
且
　
「
ウ
イ

ン
ド
ウ
ズ
1
0
」
象
搭
載
し
た

ス
マ
ホ
「
エ
刃
－
辛
誉
ヱ

重
責
表
し
菟
別
売
り
の
周

辺
機
器
に
接
簡
す
る
と
、
ノ

ト
ト
P
C
や
デ
ス
ク
ト
ッ
プ

F
α
に
〝
変
身
〟
す
る
。
今
革

鹿
発
売
す
る
。

⊥
1
　
世
界
及
位
の
中
国
・
華
為

疲
術
（
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
）
療
♪

主
力
の
ス
マ
ホ
で
は
な
く
、
＼

P
C
蟄
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
出

薩
し
た
9
出
遅
轡
〕
い
た
タ

ブ
レ
ッ
ト
と
ス
マ
ホ
を
連
携

さ
せ
る
機
能
も
盛
り
込
み
、
一

セ
ッ
ト
で
売
り
込
む
考
え

だ。∴
盛
能
の
教
化
で
競
争
力
を

囁
す
る
。
感
興
国
向
は
妊
画

調
馴
雛
閑
鰭

で
、
価
格
は
大
画
面
の
最
新

モ
デ
ル
よ
り
安
く
な
る
見
通

し
。
今
年
柊
ア
イ
ラ
せ
車
ン

の
全
面
改
良
も
予
想
さ
れ
て
■

お
り
へ
由
ら
生
み
出
し
た
ス

マ
ホ
市
場
の
牙
城
死
守
を
眉

指す。
∵
兼
翌
会
社
1
D
七
に
よ

る
と
、
2
8
1
5
年
の
ス
マ

ホ
の
世
界
出
荷
台
数
は
1
4
億

・
等
2
℃
0
万
台
で
前
年
比
l
・
O

・
％
増
。
1
4
年
の
2
8
％
増
知
ら

急
速
に
伸
び
が
鈍
化
し
て
お

り
、
成
熟
段
階
に
入
っ
て
き

た
七
の
見
方
が
強
い
叫
、

か
つ
て
の
よ
う
汲
爆
発
的

な
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
な

一
か
、
ス
マ
ホ
の
潜
在
力
を
ど

こ
ま
で
引
き
出
し
宅
新
た
な

用
途
を
提
案
で
き
る
か
が
、

各
社
の
成
否
を
分
け
そ
う

だ。・ ー
半
が
従
来
の
4
倍
と
い
う

高
機
能
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
た

新
型
ス
マ
ホ
「
ギ
ャ
ラ
ク
シ

ー
S
7
」
を
発
表
し
た
。
日

森
企
葉
が
強
い
一
眼
車
フ
カ

メ
ラ
市
場
に
、
ス
マ
ホ
で
挑

戦
状
を
た
た
き
つ
け
た
。

毎
年
発
売
し
葦
エ
P
b
O

n
e
（
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
）
の

新
機
種
が
伸
び
悩
む
米
ア
ッ

プ
ル
は
、
サ
イ
ズ
や
価
格
の



主要自動車メーカーなどの
自動運転車への取り組み

トヨタ自動車 �20年をめどに高速道路での車線 
変更などが可能な製品を発売 

日産自動車 �16年に高速道路の単一車線で走 れる製品を出す。20年には市街 

地でも走行可能に 

ホ　ンタ、 �20年めどに高速道路での車線変 
更などが可能な畢生品を発売 

米ゼネラル・ �17年に高遠過客での自動運転鱗 

モーターズ �能を搭載した「キャデラック」 

（GM） �を米国と中国で発売 

米グーグル �ハンドルやブレーキのない試作 車の公道試験を実ヨ瓶。17年にも 

出荷を開始、 

デ
ン
ソ
ー
と
N
T
T
ド
コ

モ
が
携
帯
電
話
の
通
信
網
を

利
用
し
た
車
両
制
御
シ
ス
テ

ム
の
研
究
開
発
で
協
力
す
る

こ
と
に
合
意
し
た
。
高
度
運

転
支
援
（
A
D
A
S
）
や
自

動
運
転
に
応
用
で
き
る
技
術

を
共
同
開
発
す
る
。
デ
ン
ソ

ー
は
成
長
分
野
を
強
化
す

る
。
ド
コ
モ
は
第
5
世
代
（
5

G
）
の
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
実

用
化
を
加
速
し
、
ト
ヨ
タ
自

動
車
グ
ル
ー
プ
と
の
関
係
強

化
に
つ
な
げ
る
。

2
2
日
に
ス
ペ
イ
ン
・
バ
ル

セ
ロ
ナ
で
携
帯
電
話
見
本
市

「
モ
バ
イ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
・

コ
ン
グ
レ
ス
（
M
W
C
）
」

が
開
幕
す
る
の
に
合
わ
せ
、

両
社
が
発
表
し
た
。
今
回
の

き
た
」
と
安
堵
し
た
。

両
社
は
ま
ず
高
速
道
路
の

合
流
や
見
通
し
の
悪
い
交
差

点
な
ど
で
安
全
性
を
高
め
る

技
術
を
開
発
す
る
方
針
だ
。

通
信
で
自
動
車
同
士
が
情
報

を
交
換
し
、
衝
突
を
防
ぐ
と

い
っ
た
使
い
方
を
想
定
す

る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
車
両

走
行
実
験
を
検
討
す
る
。

デ
ン
ソ
ー
は
1
9
8
0
年

代
に
自
動
車
電
話
を
開
発

し
、
2
0
0
1
年
ま
で
携
帯

電
話
も
生
産
し
て
い
た
。
現

「
5
G
」
視
野
に
自
動
運
転
に
応
用

M
W
C
の
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
ド
コ
モ
の
担
当
者
は
「
何
と
在
は
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

は
自
動
車
と
通
信
の
融
合
。
か
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
使
う
通
信

端
末
を
供
給
し
て
い
る
。
昨

秋
に
ト
ヨ
タ
が
実
用
化
し
た

運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
の
車
載

機
器
も
担
当
し
た
。

今
後
は
、
A
D
A
S
や
自

動
運
転
が
普
及
す
る
と
み
て

1
月
に
関
連
部
門
を
統
合
し

た
。
現
在
は
1
3
0
人
規
模

の
社
員
を
数
年
以
内
に
2
0

0
人
ま
で
増
や
す
方
針
だ
。

A
D
A
S
で
は
外
部
企
業
と

の
協
力
が
不
可
欠
と
み
て
、

連
携
を
加
速
す
る
。

今
回
の
協
力
は
ド
コ
モ
や

N
T
T
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て

も
事
業
拡
大
の
切
り
札
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。
5
G
は

通
信
速
度
が
毎
秒
1
0
㌔
（
㌔

は
1
0
億
）
増
と
現
行
の
L
T

E
よ
り
約
1
0
0
倍
速
い
。

通
信
の
遅
れ
が
少
な
く
、
一

度
に
大
量
の
通
信
を
さ
ば
く

こ
と
も
可
能
だ
。
ド
コ
モ
は

こ
の
開
発
で
先
頭
集
団
を
走

っ
て
い
る
。

遅
れ
が
少
な
い
5
G
は
高

速
で
動
く
車
両
を
制
御
す
る

自
動
運
転
な
ど
に
適
し
て
い

る
と
み
ら
れ
、
関
連
企
業
は

自
動
車
〆
－
カ
ー
と
の
連
携

に
熱
心
だ
。

現
在
、
ト
ヨ
タ
車
向
け
の

通
信
サ
ー
ビ
ス
は
基
本
的
に

同
社
と
資
本
関
係
の
あ
る
K

D
D
I
（
a
u
）
が
提
供
し

て
い
る
。
今
回
の
協
力
が
う

ま
く
い
け
ば
、
N
T
T
グ
ル

ー
プ
が
ト
ヨ
タ
と
の
取
引
を

拡
大
す
る
契
機
と
な
る
可
能

性
も
あ
る
。



モバイル見本市 

LG電子が公開した見守りロボ

LG電子転がる見守りロボ

サムスン360度ノリラマ撮影

司
】
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ

ナ
で
開
催
中
の
世
界
最
大
の

モ
バ
イ
ル
見
本
市
「
モ
バ
イ

ル
J
ワ
ー
ル
ド
・
コ
ン
グ
レ

．
ス
」
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
ス
マ
ホ
）
と
連
動
し
て
使

う
周
辺
機
器
が
注
目
を
集
め

て
い
る
。
3
6
0
度
カ
メ
ラ
、

見
守
り
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
個
性

派
ぞ
ろ
い
だ
。
ス
マ
ホ
は
こ

れ
ま
で
ア
プ
リ
（
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
）
を
中
心
に
新
た
な
サ

ー
ビ
ス
や
事
業
を
広
げ
て
き

た
が
、
周
辺
機
器
で
も
新
市

場
を
生
み
出
す
可
能
性
が
高

ま
っ
て
き
た
。

「
仲
間
同
士
で
楽
し
む
だ

け
で
は
な
く
、
プ
ロ
向
け
に

も
用
途
が
見
込
め
る
」
。
韓

【
バ
ル
セ
ロ
ナ
＝
杉
本
貴
碑

箕
マ
ホ
連
動
個
性
派
そ
ろ
う

叩国
サ
ム
ス
ン
電
子
の
金
重
熟

シ
ニ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
一
風

変
わ
っ
た
カ
メ
ラ
「
ギ
ア
3

6
0
」
（
発
売
時
期
は
未
定
）

に
つ
い
て
、
「
新
型
ス
マ
ホ

を
上
回
る
期
待
感
を
込
め
て

い
る
」
と
紹
介
し
た
。

ピ
ン
ポ
ン
球
大
の
ボ
ー
ル

の
前
後
に
魚
眼
レ
ン
ズ
の
カ

メ
ラ
2
台
が
付
き
、
3
6
0

度
の
パ
ノ
ラ
マ
撮
影
が
で
き

る
。
通
信
で
つ
な
い
だ
ス
マ

ホ
の
画
面
を
指
で
な
ぞ
る

と
、
上
下
左
石
の
映
像
が
見

ら
れ
る
。
個
人
で
も
バ
ー
チ

ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
（
V
R
、

仮
想
現
実
）
映
像
を
手
軽
に

撮
影
で
き
る
。

サ
ム
ス
ン
の
「
期
待
感
」

に
呼
応
し
た
の
が
米
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
の
マ
ー
ク
・
ザ
ッ

カ
ー
バ
ー
グ
最
高
経
営
責
任

者
（
C
E
O
）
だ
。
2
1
日
に

サ
ム
ス
ン
が
開
い
た
記
者
会

見
に
登
場
し
、
「
V
R
は
次

世
代
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（
基
盤
）
に
な
る
」
と
強
調
。

V
R
開
発
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
、
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
（
逐

次
再
生
）
方
式
の
映
像
配
信

を
強
化
す
る
と
述
べ
た
。

韓
国
L
G
電
子
は
、
転
が

る
見
守
り
ロ
ボ
「
ロ
ー
リ
ン

グ
・
ポ
ッ
ト
」
を
披
露
し
た
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ほ
ど
の
本
体

に
カ
メ
ラ
を
内
蔵
し
、
ス
マ

ホ
の
画
面
に
映
像
を
映
し
出

す
。
転
が
り
な
が
ら
移
動
し
、

ス
マ
ホ
で
遠
隔
操
作
で
き

る
。
家
の
中
を
ス
ム
ー
ズ
に

動
け
る
た
め
、
「
ペ
ッ
ト
の

監
視
や
防
犯
に
有
効
」
と
説

明
す
る
。

ソ
l
T
子
会
社
が
参
考
出

展
し
た
家
庭
用
機
器
「
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
」
も
来
場
者
の
関

心
を
集
め
た
。
人
工
知
能
（
A

I
）
を
搭
載
し
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
や
カ
メ
ラ
を
内
蔵
す

る
。
具
体
的
な
機
能
は
ま
だ

明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た

が
、
ス
マ
ホ
と
つ
な
が
り
、

様
々
な
情
報
を
自
動
収
集
し

て
ユ
ー
ザ
ー
に
提
供
す
る
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ
の
よ
う
な
存

在
を
目
指
す
と
い
う
。

あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
が
ネ
ッ
ト

で
つ
な
が
る
I
O
T
の
時
代

が
到
来
す
れ
ば
、
ス
マ
ホ
は

様
々
な
機
器
の
中
心
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
。
2
0
0
7
年

に
米
ア
ッ
プ
ル
が
初
代
・
1
P

h
O
n
e
を
発
売
し
て
以

降
、
様
々
な
ア
プ
リ
や
サ
ー

ビ
ス
を
生
み
出
す
舞
台
と
な

っ
た
ス
マ
ホ
が
ハ
ー
ド
（
モ

ノ
）
で
も
新
技
術
の
ゆ
り
か

ご
と
な
り
そ
う
だ
。
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カ
ー
ド
利
用
分
析
し
苦
く

経
産
計
購
買
デ
ー
タ
に
規
格

経
済
産
業
省
は
消
費
者
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
買
い
物
し
た
際
の
デ
ー
タ
規
格
を
共
通
化
し
、
小
売
店
な
ど
が

情
報
を
活
用
し
や
す
く
す
る
。
カ
ー
ド
業
界
と
協
力
し
、
年
内
に
カ
ー
ド
デ
ー
タ
の
書
式
で
標
準
規
格
を
つ
く
る
。

政
府
は
本
人
の
同
意
な
し
で
外
部
に
情
報
を
出
せ
る
匿
名
の
条
件
も
詰
め
て
お
り
、
今
後
は
小
売
店
が
デ
ー
タ
を
基

に
新
規
出
店
や
商
品
企
画
な
ど
の
戦
略
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

小
売
店
へ
の
提
供
後
押
し

経
産
省
は
4
月
を
め
ど

に
、
カ
ー
ド
会
社
や
読
み
取

り
端
末
メ
ー
カ
ー
な
ど
で
構

成
す
る
検
討
会
を
設
置
し
、

標
準
規
格
づ
く
り
に
着
手
す

る
。
現
在
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
の
購
買
情
報
は
カ
ー
ド

会
社
が
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
で

管
理
し
て
い
る
。
原
則
、
外

部
に
も
情
報
を
出
し
て
い
な

い
。
今
回
の
規
格
づ
く
り
は
、

小
売
店
や
メ
ー
カ
ー
に
も
情

報
を
提
供
し
や
す
く
す
る
狙

い
が
あ
る
。

大
手
小
売
店
な
ど
の
場

合
、
P
O
S
（
販
売
時
点
情
報

管
理
）
デ
ー
タ
を
使
え
ば
消

費
者
が
何
を
ど
れ
だ
け
買
っ

た
の
か
把
遮
で
き
る
。
一
方

で
消
費
者
の
年
齢
や
性
別
、

他
の
店
で
の
購
買
状
況
な
ど

は
分
か
ら
な
い
。
よ
り
詳
し

い
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
デ

ー
タ
の
書
式
を
共
通
化
す
る

こ
と
で
「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」

と
し
て
消
費
動
向
を
正
確
に

分
析
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

実
際
に
デ
ー
タ
を
活
用
す

る
仕
組
み
が
で
き
れ
ば
、
量

販
店
な
ど
は
自
社
の
店
舗
で

の
カ
ー
ド
利
用
実
績
な
ど
を

カ
ー
ド
会
社
か
ら
取
り
寄
せ

て
独
自
に
分
析
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
I
T
（
情
報
技
術
）

部
門
な
ど
を
持
た
な
い
中
小

の
小
売
店
な
ど
は
外
部
の
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
な
ど
が

分
析
し
た
内
容
を
活
用
す
る

こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

政
府
は
個
人
情
報
保
護
の

強
化
を
進
め
る
t
方
、
匿
名

デ
ー
タ
を
ビ
ジ
ネ
ス
で
活
用

す
る
方
策
も
検
討
し
て
き

た
。
1
月
に
一
部
施
行
に
な

っ
た
改
正
個
人
情
報
保
護
法

で
は
、
企
業
が
個
人
情
報
を

匿
名
に
加
工
す
れ
ば
、
本
人

の
同
意
な
し
で
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
政
府
の
個

人
情
報
保
護
委
員
会
は
現

在
、
氏
名
や
年
齢
、
住
所
な

ど
の
個
人
情
報
を
ど
こ
象
で

伏
せ
れ
ば
情
報
を
薦
三
者
に

提
供
で
き
る
か
を
示
す
指
針

を
検
討
中
だ
。
こ
の
指
針
が

固
ま
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
デ
ー
タ
書
式
を
共
通
化

で
き
れ
ば
、
大
量
の
情
報
を

分
析
す
る
環
境
が
整
う
。

日
本
ク
レ
ジ
ッ
ト
協
会
に

よ
る
と
、
啓
内
だ
け
で
も
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
バ
の
発
行
枚

数
は
2
0
1
4
年
度
で
2
億

5
8
9
0
万
枚
。
カ
ー
ド
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
総
額
は
1
4
年

に
亜
兆
円
で
過
去
最
高
だ
っ

た
。
カ
ー
ド
利
用
は
着
実
に

広
が
っ
て
き
て
い
る
が
、
米

欧
に
比
べ
る
と
依
然
と
し
て

低い。．外
国
人
観
光
客
は
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ

と
が
多
く
、
経
産
省
は
小
売

店
で
の
カ
ー
ド
読
み
取
り
端

末
の
普
及
を
進
め
た
い
考
え

だ。
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表7－一重・脚　…≡

日本勢、参入相次ぐ
i Ph o n e採用で商機

日
本
の
素
材
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
次
い
で
有
機
E
L
部
材
市

場
に
参
入
す
る
二
二
菱
化
学
は
新
方
式
の
発
光
材
料
を
2
0
1

7
年
に
も
量
産
。
液
晶
製
造
装
置
の
ブ
イ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
も

加
工
用
部
材
の
開
発
に
着
手
し
た
。
米
ア
ッ
プ
ル
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
「
i
P
h
O
n
e
」
に
有
機
E
L
パ
ネ
ル
を
採
用
す
る

方
針
で
、
商
機
と
み
た
各
社
が
l
斉
に
動
き
出
し
た
。
高
度
な

素
材
や
製
造
技
術
が
必
要
な
新
市
場
で
日
本
勢
が
存
在
感
を
高

め
る
好
機
と
い
え
そ
う
だ
。

有
機
E
L
部
材
市
場
脚
光

有
機
E
L
パ
ネ
ル
は
電
圧

を
か
け
る
と
自
ら
発
光
す
る

材
料
を
回
路
基
板
に
付
着
さ

せ
、
画
像
を
映
し
出
す
。
．

三
菱
化
学
は
こ
の
発
光
材
．

料
事
業
に
進
出
。
プ
リ
ン
タ

ー
の
イ
ン
ク
の
よ
う
に
液
体

に
し
た
発
光
材
料
を
基
板
に

塗
る
「
印
刷
方
式
」
・
の
新
素

材
を
開
発
し
た
。
早
け
れ
ば

1
7
年
に
黒
崎
事
業
所
（
北
九

州
市
）
で
量
産
に
入
る
。
す

で
に
国
内
外
の
パ
ネ
ル
各
社

に
試
作
品
を
提
供
し
て
お

り
、
今
後
、
量
産
技
術
の
確

立
を
急
ぐ
。

印
刷
方
式
は
従
来
の
「
蒸

着
方
式
」
と
比
べ
て
材
料
費

を
1
0
分
の
1
に
抑
え
ら
れ
、

生
産
コ
ス
ト
も
大
幅
宣
下
が

る
。
こ
れ
ま
で
ミ
ク
ロ
ン
単

位
で
の
微
細
な
塗
り
分
け
技

術
が
な
く
、
各
社
が
開
発
を

競
っ
て
き
た
。

三
菱
化
学
は
照
明
向
け
の

有
機
E
L
で
培
っ
た
技
術
を

も
と
に
狭
い
面
積
に
薄
く
正

確
に
材
料
を
塗
れ
る
新
素
材

を
開
発
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

印
刷
方
式
に
よ
る
量
産
に
道

が
開
け
、
液
晶
か
ら
有
機
E

L
へ
の
置
き
換
え
が
加
速
す

る
可
能
性
も
あ
る
。

発
光
材
料
で
先
行
す
る
出

光
興
産
は
韓
国
の
披
州
（
パ

ジ
ュ
）
工
場
の
生
産
能
力
を

2
・
5
倍
に
拡
大
。
住
友
化

学
は
約
2
0
0
億
円
を
投
じ

て
関
連
す
る
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

の
生
産
能
力
を
今
年
1
0
月
ま

で
に
4
割
程
度
高
め
る
。

デ
ジ
タ
ル
製
品
の
材
料
の

う
ち
汎
用
品
は
中
国
勢
な
ど

の
参
入
で
競
争
が
厳
し
い
。

日
本
の
素
材
各
社
昏
同
い
材

料
技
術
が
必
要
な
分
野
を
強

化
し
て
収
益
を
稼
ぐ
。

有
機
E
L
パ
ネ
ル
生
産
に

欠
か
せ
な
い
部
材
の
供
給
に

乗
り
出
す
例
も
あ
る
。

ブ
イ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は

発
光
材
料
を
基
板
に
付
着
さ

せ
る
の
に
使
う
「
蒸
着
マ
ス

ク
」
の
開
発
を
始
め
た
。
同

マ
ス
ク
は
微
細
な
穴
の
開
い

た
部
材
で
、
パ
ネ
ル
メ
ー
カ

ー
と
協
業
し
て
性
能
検
証
に

入
っ
た
。
他
社
製
品
よ
り
高

精
細
な
パ
ネ
ル
の
生
産
が
可

能
に
な
る
と
い
う
。
大
日
本

印
刷
と
凸
版
部
刷
が
ほ
ぼ
独

占
す
る
マ
ス
ク
市
場
に
割
っ

て
入
る
形
だ
。

ス
マ
ホ
の
先
進
技
術
を
け

ん
引
し
て
き
た
ア
ッ
プ
ル

が
1
8
年
発
売
の
i
P
h
O
n

e
の
一
部
に
有
機
E
L
パ
ネ

ル
を
採
用
す
る
と
打
ち
出

し
、
一
部
に
限
ら
れ
て
い
た

有
機
E
L
パ
ネ
ル
の
搭
載
製

品
が
拡
大
す
る
可
能
性
が
高

ヽ

1

0

米
調
査
会
社
の
I
H
S
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
有
機
E
L
パ

ネ
ル
市
場
は
ス
マ
ホ
向
け
が

け
ん
引
し
、
2
0
年
に
1
4
年
比

3
・
7
倍
の
3
2
4
億
㌦
（
約

3
兆
6
0
0
0
億
円
）
に
拡

大
す
る
と
試
算
す
る
。

研
究
開
発
3
0
億
円
上
乗
せ

J
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
試
作
ラ
イ
ン
拡
充

韓
国
勢
に
先
行
さ
れ
た
有

機
E
L
パ
ネ
ル
量
産
で
も
日

本
の
パ
ネ
ル
メ
ー
カ
ー
が
巻

き
返
し
に
動
く
。
ジ
ャ
パ
ン

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
（
1
D
I
）
・

は
研
究
開
発
費
を
約
3
0
億
円

積
み
増
し
、
石
川
工
場
（
石

川
県
川
北
町
）
の
有
機
E
L

パ
ネ
ル
試
作
ラ
イ
ン
を
拡
充

す
る
。
来
期
以
降
も
開
発
投

資
を
増
や
し
て
1
8
年
の
量
産

に
向
け
態
勢
を
整
え
る
。

甘
D
I
は
米
ア
ッ
プ
ル
向

け
が
売
上
高
の
約
4
割
を
占

め
る
。
現
状
は
液
晶
パ
ネ
ル

の
み
で
、
・
1
P
h
O
n
e
で

有
機
E
L
パ
ネ
ル
の
採
用
が

広
が
れ
ば
経
営
に
与
え
る
影

響
は
大
き
い
。
有
機
E
L
パ

ネ
ル
の
量
産
技
術
の
確
立
は

不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

国
内
勢
で
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
と
ソ
ニ
ー
の
有
機
E
L
パ

ネ
ル
事
業
を
統
合
し
た
J
O

L
E
D
（
ジ
ェ
イ
オ
ー
レ
ッ

ド
、
東
京
・
千
代
田
）
も
今

春
、
約
2
0
0
億
円
を
投
じ

て
試
験
ラ
イ
ン
を
稼
働
さ
せ

る
。
1
D
I
同
様
、
1
8
年
の

量
産
を
め
ざ
考
シ
ャ
ー
プ

も
量
産
に
向
け
た
研
究
開
発

を
続
け
て
い
る
。
有
機
E
L

パ
ネ
ル
で
は
現
在
、
サ
ム
ス

ン
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
と
L
G
デ

ィ
ス
プ
レ
ー
の
韓
国
2
社
が

ほ
ぼ
独
占
し
て
い
る
。



脳の活垂躍感け
広範囲に測定

言語や聴覚機能も把握

日
立
ハ
イ
テ
ク
が
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
機
器

日
立
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ズ
と
日
立
国
際
八
木
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
ズ
（
東
京
都
小
平

市
）
は
2
4
日
、
脳
の
活
動
状

態
を
広
範
囲
に
測
れ
る
ウ
エ

ア
ラ
ブ
ル
機
器
を
開
発
し
た

と
発
表
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

前
額
部
に
加
え
、
毛
髪
が
あ

る
側
頭
部
も
測
定
で
き
る
の

が
特
長
だ
。
思
考
や
記
憶
に

加
え
、
言
語
や
聴
覚
に
関
す

る
脳
機
能
を
把
握
で
き
る
と

い
う
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や

商
品
開
発
な
ど
の
用
途
に
向

け
て
4
月
か
ら
発
売
す
る
。

製
品
化
す
る
機
器
は
「
W

O
T
－
H
S
」
。
頭
部
に
装

着
す
る
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
の
重

さ
は
約
5
0
0
堵
。
電
池
と

無
線
回
路
を
搭
載
し
た
約
6

5
0
堵
の
付
属
ユ
ニ
ッ
ト
と

組
み
合
わ
せ
て
使
う
。
測
定

可
能
な
脳
の
部
位
は
3
4
カ
所

と
従
来
の
2
2
カ
所
か
ら
約
1

・
5
倍
に
増
や
し
た
。

機
器
の
価
格
は
約
6
0
0

万
～
1
0
0
0
万
円
。
日
立

ハ
イ
テ
ク
は
2
■
0
2
0
年
度

に
W
O
T
－
H
S
な
ど
の
製

品
事
業
で
約
1
0
億
円
、
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
含
む

脳
科
学
事
業
全
体
で
約
4
0
億

円
の
売
上
高
を
目
指
す
。

近
赤
外
光
を
使
っ
て
脳
の

血
流
量
を
測
定
す
る
「
光
ト

ポ
グ
ラ
フ
ィ
」
と
呼
ぶ
手
法

を
使
う
。
従
来
は
毛
髪
が
あ

る
部
位
で
は
光
が
吸
収
さ
れ

て
う
ま
く
測
定
が
で
き
な
い

な
ど
課
題
が
あ
っ
た
が
、
今

回
は
光
を
照
射
・
検
出
す
る

セ
ン
サ
ー
モ
ジ
ュ
ー
ル
（
複

合
部
品
）
を
高
感
度
化
し
測

定
を
可
能
に
し
た
。



富士フイルムとキリンビバ

美容成分を配合ア’

富
士
フ
イ
ル
ム
と
キ
リ
ン
ビ
バ

レ
ッ
ジ
は
2
3
日
、
葉
容
成
分
長
配

合
し
た
清
涼
飲
料
水
を
開
発
し
た

と
発
表
し
た
。
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ

ジ
が
4
月
1
2
日
に
発
売
し
、
2
0
～

化
粧
品
プ
ラ

4
0
代
の
女
性
向
け
に
売
り
込
む
。

富
士
フ
イ
ル
ム
は
自
社
の
化
粧
品

ブ
ラ
ン
ド
の
名
前
を
冠
し
た
飲
料

で
新
た
な
客
層
の
獲
得
に
つ
な
げ

る。

新
製
品
「
キ
リ
ン
　
ア
ス
タ
リ

フ
ト
　
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
は
希
望
小

売
価
格
1
5
0
円
（
税
別
）
。
富

士
フ
イ
ル
ム
が
自
社
の
化
粧
品

「
ア
ス
タ
リ
フ
ト
」
に
配
合
し
て

ン
ド
で
飲
料

い
る
抗
酸
化
効
果
の
あ
る
成
分

や
、
従
来
の
食
品
向
け
よ
り
純
度

の
高
い
コ
ラ
ー
ゲ
ン
を
加
え
た
。

富
士
フ
イ
ル
ム
の
化
粧
品
の
顧

客
層
は
4
0
～
5
0
代
が
中
心
で
、
気

ニ
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
l
≡
≡
≡
≡
…
≡
≡
二

軽
に
手
に
取
り
や
す
い
飲
料
を
通

じ
て
従
来
よ
り
若
い
世
代
へ
の
ブ

ラ
ン
ド
認
知
を
進
め
る
。

キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
は
美
容
飲

料
の
分
野
で
、
機
能
性
を
重
視
し

た
化
粧
品
ブ
ラ
ン
ド
と
組
む
こ
と

で
他
社
製
品
と
の
遭
い
を
打
ち
出

す。
清
涼
飲
料
の
国
内
市
場
は
横
ば

い
だ
が
、
脂
肪
の
吸
収
を
抑
え
る

効
果
な
ど
を
掲
げ
籠
特
定
保
健
用

食
品
（
ト
ク
ホ
）
頂
の
市
場
は

伸
び
て
い
る
。



スマホ0・S、第三勢力苦戦
スマホO Sの世界シェア（％）

アンド ロイド �iOS �その他 

2013年 �78．9 �15．5 �5．6 

14年 �81．3 �15 �3．7 

15年 �81．4 �16．1 �2．5 

（注）出所は米ストラテジー・アナリテイ
クス

グーグルとアップル圧倒

グ
ル
と
米
ア
ッ
プ
ル
針
抗
声

マ
ホ
）
向
け
の
基
本
ソ
フ
ト
ル

（
O
S
）
市
場
で
、
米
グ
ー
亜

訂
描
川
川
場
〝

軸
を
目
指
す
「
第
三
勢
力
」

の
苦
戦
が
鮮
明
に
な
っ
て
き

た
。
「
フ
ァ
イ
ヤ
ー
フ
ォ
ッ

ス
O
S
」
を
開
発
す
る
米

モ
ジ
ラ
は
撤
退
。
米
マ
イ
ク

ロ
ソ
フ
ト
（
M
S
）
の
「
ウ

ィ
ン
ド
ウ
ズ
」
や
韓
国
サ
ム

ス
ン
電
子
の
独
自
O
S
「
タ

イ
ゼ
ン
」
も
低
迷
が
続
く
。

端
末
メ
ー
カ
ー
や
ア
プ
リ
開

発
者
の
支
持
が
な
か
な
か
広

が
ら
ず
、
「
2
強
」
の
寡
占

が
一
段
と
強
ま
っ
て
い
る
。

モ
ジ
ラ
は
5
月
に
公
開
す

る
「
バ
ー
ジ
ョ
ン
2
・
6
」

を
も
っ
て
ス
マ
ホ
O
S
の
開

1
グ
ル
の
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
」

と
ア
ッ
プ
ル
の
「
・
1
0
S
」

の
対
抗
軸
を
目
指
し
て
2
0

1
3
年
に
ス
マ
ホ
O
S
市
場

に
参
入
。
主
に
新
興
国
向
け

が
、
世
界
シ
ェ
ア
は
1
％
に

届
か
ず
、
「
こ
の
ま
ま
続
け

て
も
勝
ち
目
は
な
い
」
と
判

断
し
た
。

米
調
査
会
社
ス
ト
ラ
テ
ジ

ー
・
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
に
よ

る
と
、
1
5
年
の
ス
マ
ホ
O
S

の
世
界
シ
ェ
ア
は
ア
ン
ド
ロ

イ
ド
が
8
1
・
4
％
、
・
1
0
S

が
1
6
・
1
％
で
合
わ
せ
て
9
8

％
近
く
を
占
め
る
。

M
S
は
パ
ソ
コ
ン
と
の
連

携
を
強
化
し
た
最
新
O
S

「
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
1
0
」
の
投

入
を
機
に
巻
き
返
し
を
図
る

が
、
ス
マ
ホ
の
競
争
力
を
左

石
す
る
ア
プ
リ
の
数
が
上
位

2
社
に
比
べ
て
少
な
い
こ
と

6
％
あ
っ
た
シ
ェ
ア
は
1
5
年

に
は
2
％
ま
で
落
ち
込
ん

だ。
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
開
催
中
の

携
帯
見
本
市
「
モ
バ
イ
ル
・

ワ
ー
ル
ド
・
コ
ン
グ
レ
ス
」

で
は
米
H
P
が
ウ
ィ
ン
ド
ウ

ズ
1
0
を
搭
載
し
た
ス
マ
ホ
を

発
表
。
端
末
の
選
択
肢
は
少

し
ず
つ
増
え
て
い
る
が
、
法

人
向
け
が
中
心
で
シ
ェ
ア
拡

大
へ
の
貢
献
は
限
定
的
と
み

ら
れ
る
。

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
み
に
依

存
す
る
の
左
避
け
た
い
サ
ム

ス
ン
の
タ
イ
ゼ
ン
も
さ
え
な

い
。
同
O
S
を
搭
載
し
た
ス

マ
ホ
は
イ
ン
ド
で
販
売
す
る

「
Z
l
」
な
ど
2
機
種
の
み
。

1
5
年
の
シ
ェ
ア
は
0
・
2
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

夢
二
勢
力
に
挽
回
の
余
地

が
あ
る
か
な
い
か
に
つ
い

て
、
専
門
家
の
見
方
は
分
か

れ
る
。
情
報
通
信
総
合
研
究

所
の
岸
田
重
行
上
席
主
任
研

究
員
は
、
「
O
S
レ
ベ
ル
で

の
競
争
は
決
着
が
つ
い
た
」

と
み
る
。

ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
・
ア
ナ
リ

テ
ィ
ク
ス
の
ニ
ー
ル
・
モ
ー

ス
ト
ン
氏
は
、
「
携
帯
電
話

産
業
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変

化
す
る
。
か
つ
て
7
0
％
の
世

界
シ
ェ
ア
を
握
っ
て
い
た

『
シ
ン
ビ
ア
ン
』
が
負
け
る

と
は
誰
も
思
わ
な
か
っ
た

が
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
に
負
け

た
。
競
争
が
終
わ
っ
た
と
判

断
す
る
の
は
早
計
だ
」
と
指



つカl

宅配ロッカニ

駅前やスー

日
本
郵
便
は
、
自
宅
以
外
で

通
信
販
売
な
ど
の
荷
物
を
受
け

取
れ
る
宅
配
ロ
ッ
カ
ー
の
設
置

場
所
を
2
0
2
0
年
ま
で
に
全

国
1
0
0
、
0
カ
所
に
増
や
す
。

駅
前
の
郵
便
局
や
イ
オ
ン
グ
ル

ー
プ
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
も
置
式

所カ000l

模
な
旧
特
定
郵
便
局
に
も
置

く
。
3
月
以
降
に
都
内
の
板
橋

西
台
、
一
橋
学
園
、
南
大
沢
の
ナ
」

r
b ヽ

ん

く
。
同
社
の
宅
配
便
の
受
け
取

り
な
ど
の
機
能
も
充
実
さ
せ

る。
宅
配
ロ
ッ
カ
ー
は
昨
年
4
月

に
試
験
的
に
導
入
し
、
現
在
は

日
本
橋
や
浅
草
な
ど
都
内
の
大

規
模
郵
便
局
2
2
カ
所
に
置
い
て

い
る
。
今
後
は
、
駅
前
の
小
規

各
駅
前
郵
便
局
か
ら
置
き
始
め

る。
商
業
施
設
や
鉄
道
駅
な
ど
グ

ル
ー
プ
外
に
も
置
き
場
所
を
広

げ
る
。
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
の
ほ

か
ロ
ー
ソ
ン
、
北
海
道
・
東
北

で
ス
ー
パ
ー
な
ど
を
展
開
す
る

ア
ー
ク
ス
グ
ル
ー
プ
な
ど
小
売

店
の
店
舗
な
ど
に
置
く
方
向
で

調
整
し
て
い
る
。
渋
谷
と
吉
祥

寺
を
結
ぶ
京
王
井
の
頭
線
の
6

駅
に
も
置
く
。

こ
れ
ま
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
販
商
品
の
受
け
取
り
に
限
定

さ
れ
て
い
た
宅
配
ロ
ッ
カ
ー
の

古
㌧ヾ、ノ

機
能
も
充
実
さ
せ
る
。

不
在
で
郵
便
局
に
持
ち
帰
っ

た
宅
配
便
を
ロ
ッ
カ
ー
で
受
け

取
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
3
月
か
ら

開
始
。
ブ
ッ
ク
オ
フ
系
の
総
合

買
い
取
り
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
際
に
、
荷
物
を
発
送
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
も
9
月
か
ら
始
め

る。
ネ
ッ
ト
通
販
の
普
及
で
宅
配

便
の
荷
物
が
急
増
す
る
中
、
再

配
達
も
増
え
て
配
送
事
業
の
効

率
が
低
下
し
て
い
る
。
宅
配
便

の
荷
物
を
受
け
取
る
手
段
を
広

げ
る
た
め
、
日
本
郵
便
は
他
の

宅
配
便
事
業
者
の
荷
物
が
受
け

取
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
検

討
し
て
い
る
。



2月27［∃（土曜日）　電）日本経済新平成28年）2て）T‾∈汚宇（タチり）

人
工
知
能
で
戦
略
組
織

3
省
連
携
企
業
と
研
究
加
速

文
部
科
学
省
と
経
済
産
業
省
、
総
務
省
は
、
2
0
1
6
年
度
か
ら
共
同
で
、
人
工
知

能
（
A
I
）
の
研
究
開
発
に
乗
り
出
す
。
1
0
年
間
で
約
1
0
0
0
億
円
を
投
じ
、
理
化

学
研
究
所
な
ど
5
機
関
で
研
究
す
る
。
参
加
機
関
の
研
究
計
画
を
束
ね
る
研
究
者
主
導

の
戦
略
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
予
算
配
分
を
委
ね
、
企
業
と
の
共
同
研
究
を
推
進
。
．
基

礎
か
ら
応
用
ま
で
一
貫
し
た
研
究
を
進
め
、
世
界
に
立
ち
遅
れ
て
い
る
人
工
知
能
開
発

で
巻
き
返
し
、
新
産
業
の
創
出
に
つ
な
げ
る
狙
い
だ
。

1
0
年
で
予
算
1
0
0
0
億
円

研
究
を
実
施
す
る
の
は
文

科
筈
所
管
の
理
研
と
科
学
技

術
振
興
機
構
（
1
S
T
）
、

経
産
省
の
産
業
技
術
総
合
研

究
所
と
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産

業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
N

E
D
O
）
、
総
務
省
の
情
報

通
信
研
究
機
構
の
5
機
関
。

理
研
は
研
究
者
1
0
0
人

を
擁
す
る
中
核
拠
点
、
A
I

P
セ
ン
タ
ー
を
今
夏
ま
で
に

設
置
す
る
。
産
総
研
は
昨
年

5
月
に
発
足
し
た
人
工
知
能

研
究
セ
ン
タ
ー
を
拡
充
し
て

産
業
界
と
の
共
同
研
究
を
進

め
、
情
通
機
構
は
脳
情
報
通

信
融
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
脳

科
学
と
人
工
知
能
を
つ
な
げ

る
研
究
に
取
り
組
む
。
1
S

T
と
N
E
D
O
は
大
学
や
企

業
な
ど
の
研
究
者
が
広
く
参

加
す
る
人
工
知
静
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
。

戦
略
セ
ン
タ
ー
は
1
6
年
度

の
早
い
時
期
に
設
置
す
る
。

5
機
関
の
A
I
研
究
の
ト
ッ

プ
で
構
成
し
、
ど
の
機
関
に

も
属
さ
な
い
研
究
者
を
セ
ン

タ
ー
長
に
招
く
。
複
数
の
機

関
が
似
た
よ
う
な
研
究
を
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
全
体

を
見
通
し
て
研
究
テ
ー
マ
を

選
定
し
、
予
算
配
分
を
決
め

る
。
企
業
か
ら
の
共
同
研
究

の
相
談
窓
口
に
も
な
る
。

A
I
は
研
究
の
進
展
が
速

く
、
世
界
の
動
向
に
機
動
的

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

研
究
の
実
際
を
把
握
し
て
い

る
研
究
者
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
委
ね
て
意
思
決
定
を
速

め
、
研
究
を
加
速
す
る
。

理
研
と
産
総
研
は
政
府
が

今
国
会
に
提
出
す
る
法
案
で

特
定
国
立
研
究
開
発
法
人
に

指
定
さ
れ
る
見
通
し
。
優
れ

た
研
究
者
を
高
額
で
雇
用
で

き
る
よ
う
に
な
る
ほ
か
、
所

属
す
る
研
究
者
が
企
業
や
大

学
の
役
職
を
兼
任
し
や
す
く

す
名
制
度
を
設
け
、
産
学
と

の
連
携
を
推
進
す
る
。

A
I
は
米
国
が
年
間
3
0

0
億
円
以
上
、
欧
州
が
2
0

0
億
円
程
度
の
予
算
を
投
じ

て
て
お
り
、
米
グ
ー
グ
ル
な

ど
民
間
企
業
も
積
極
的
に
投

資
し
て
い
る
。
日
本
は
人
材

－
と
資
金
の
不
足
か
ら
、
立
ち

遅
れ
が
否
め
な
い
。

政
府
は
1
6
年
度
か
ら
始
ま

る
第
5
期
科
学
技
術
基
本
計

画
で
、
A
I
研
究
を
強
化
し
、

白
ポ
ッ
ト
技
術
や
材
料
開
発

と
組
み
合
わ
せ
て
新
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
技
術

基
盤
を
構
築
す
る
こ
と
を
目

標
に
掲
げ
た
。
人
間
の
よ
う

に
デ
ー
タ
か
ら
仮
説
を
立
て

て
検
証
で
き
る
シ
ス
テ
ム

や
、
脳
や
認
知
機
能
を
参
考

に
し
た
高
度
な
人
工
知
能
の

開
発
な
ど
が
研
究
テ
ー
マ
の

候
補
。
ロ
ボ
ッ
ト
や
、
も
の

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
つ
な

ぐ
I
O
T
と
融
合
し
、
状
況

に
合
わ
せ
て
対
応
を
変
え
る

柔
軟
な
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
生

産
シ
ス
テ
ム
に
つ
な
げ
る
。



■国内サービスに活用

■現地IT企業と提携

米国で開発した技術を各事業に展開
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日
本
の
ヤ
了
、
米
で
開
発

大
容
量
デ
ー
タ
の
高
速
処
理

日
本
の
ヤ
フ
ー
は
米
国
で
デ
ー
タ

の
大
容
量
化
に
対
応
す
る
高
速
分
析

技
術
の
開
発
に
乗
り
出
す
。
3
月
に

米
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
開
発
拠
点
を

設
置
し
、
現
地
大
手
と
纏
携
し
て
デ

Ⅰ
夕
を
高
速
処
理
す
る
サ
ー
バ
ー
を

宍
同
開
発
す
る
。
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
化
（
I
O
T
）
や
人
工
知
能

（
A
I
）
が
浸
透
し
て
世
界
で
デ
ー

夕
が
大
規
模
化
し
て
お
り
、
高
速
分

析
技
術
が
企
業
の
競
争
軸
に
な
る
。

外
部
と
協
力
し
な
が
ら
デ
ー
タ
処
理

の
技
術
を
高
め
る
動
き
が
広
が
り
そ

うだ。昨
年
1
1
月
に
旧
ヒ
ュ
ー
レ

ッ
ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド
（
H
P
）

分
社
し
た
企
業
向
け
の
Ⅰ

T
（
情
報
技
術
）
サ
ー
ビ
ス

芋
、
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・
パ

カ
ー
ド
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

ズ
（
H
P
E
）
と
提
携
す

。
ヤ
フ
ー
が
海
外
で
先
端

技
術
の
開
発
拠
点
を
設
置
す

る
の
は
初
め
て
。

3
月
に
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に

技
術
拠
点
を
開
設
す
る
。
当

初
は
研
究
員
を
3
人
程
度
派

遣
し
、
現
地
採
用
も
含
め
将

来
3
0
人
程
度
に
増
員
す
る
。

ス
で
得
た
顧
客
デ
ー
タ
の
処

理
で
数
時
間
か
か
っ
て
い
た

分
析
を
数
分
で
大
量
に
処
理

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
利
用

者
が
ネ
ッ
ト
通
販
で
検
索
す

る
際
、
よ
り
好
み
に
近
い
商

品
を
素
早
く
表
示
す
る
と
い

っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

な
げ
ら
れ
る
と
い
う
。

ヤ
フ
ー
は
ネ
ッ
ト
検
索
サ

1
ビ
ス
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
向
け
の
ニ
ュ
ー
ス
、
天
気
、

ネ
ッ
ト
通
販
な
ど
に
サ
ー
ビ

ス
領
域
が
増
え
、
扱
う
デ
ー

タ
が
急
拡
大
し
て
い
る
。
H

P
E
と
の
協
業
に
よ
る
新
技

術
で
国
内
サ
ー
ビ
ス
の
品
質

向
上
に
つ
な
げ
る
。
米
国
以

外
で
も
世
界
規
模
で
連
携
企

業
や
人
材
採
用
を
広
げ
る
方

針だ。ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
が
企

業
の
サ
ー
ビ
ス
に
浸
透
し
始

め
た
ほ
か
、
A
I
や
I
O
T

の
新
技
術
を
使
う
新
た
な
サ

ー
ビ
ス
が
次
々
に
登
場
し
、

世
界
の
デ
ー
タ
量
は
2
0
年
に

1
3
年
比
1
0
倍
の
亜
ゼ
タ
（
ゼ

タ
は
l
兆
の
1
0
億
倍
）
増
に

拡
大
す
る
と
の
見
通
し
も
あ

る
。
米
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や

米
ア
マ
ゾ
ン
・
ド
ッ
ト
・
コ

ム
な
ど
I
T
大
手
は
自
社
で

高
速
サ
ー
バ
ー
を
開
発
す
る

動
き
が
強
ま
っ
て
い
る
。
ヤ

フ
ー
も
H
P
E
と
連
携
し
て

サ
ー
バ
ー
の
開
発
段
階
か
ら

か
か
わ
り
、
デ
ー
タ
処
理
技

術
を
蓄
積
す
る
。

H
P
E
の
研
究
所
と
高
速
サ

ー
バ
ー
の
開
発
を
年
内
に
も

由
始
。
半
導
体
や
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
、
新
た
な
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
処
理
を
研
究
し
、
ネ
ッ
ト

上
の
膨
大
な
デ
ー
タ
を
管
理

し
て
高
速
で
処
理
す
る
新
技

術
の
開
発
を
進
め
る
。

ヤ
フ
ー
は
自
社
の
ネ
ッ
ト

検
索
や
ネ
ッ
ト
通
販
で
得
ら

れ
る
匿
名
の
利
用
者
履
歴
を

H
P
E
に
提
供
。
H
P
E
の

デ
ー
タ
処
理
設
備
を
使
っ
て

実
証
し
な
が
ら
新
技
術
の
開

発
に
つ
な
げ
る
。
こ
れ
に
よ

り
例
え
ば
、
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
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ITで格差埋めろ

固屈書芸
「
最
初
は
信
じ
ら
れ
な
か
す

っ
た
。
で
も
現
実
に
私
は
学
ふ

㌍
鴇
に
鮎
川
八
歳

ラ
シ
ャ
・
ア
ッ
バ

（
3
1
）
だ
。
無
料
オ
ン
ラ

ン
大
学
「
キ
ロ
ン
大
学
」

ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
学

。
「
ま
だ
祖
国
に
戻
れ
な

が
、
将
来
は
フ
リ
ー
の
立

頂
で
活
讐
た
い
」

工、■三㌧－∵

翫

請
者
が
1
0
0
万
人
を
超

た
ド
イ
ツ
。
難
民
が
経
済

に
自
立
し
社
会
に
定
著
す

に
は
教
育
が
欠
か
せ
な

い
。
そ
こ
で
2
0
～
3
0
代
の
若

者
ら
が
キ
ロ
ン
大
学
を
創
設

し
た
。
運
営
資
金
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
市
民
か
ら
募
っ

た
り
、
企
業
か
ら
提
供
を
受

け
た
り
し
た
9

学
生
は
ネ
ッ
ト
上
で
2
年

間
基
礎
を
学
習
す
る
。
独
ア

ー
ヘ
ン
工
科
大
学
、
米
エ
ー

ル
大
学
な
ど
名
門
大
学
が
講

義
を
無
料
で
提
供
。
3
年
日

か
ら
提
携
先
の
大
学
で
学
位

を
取
得
す
る
道
も
あ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
は
世
界

に
広
が
り
、
祖
国
を
追
わ
れ

た
難
民
も
恩
恵
を
受
け
る
。

1
5
年
の
学
生
数
は
1
4
年
比
2

倍
の
3
5
0
0
万
人
。
日
本

の
大
学
生
数
の
約
1
2
倍
に
相

当
す
る
。
関
連
産
業
は
年
率

罰
％
以
上
の
ペ
ー
ス
で
成
長

し
、
2
0
年
に
は
1
兆
円
規
模

と
な
る
見
通
し
だ
。

I
T
を
用
い
て
教
育
格
差

「
キ
ロ
ン
大
学
」
で
学
ぶ
シ
リ
ア

難
民
の
ラ
シ
ャ
・
ア
ッ
バ
ス
さ
ん

解
消
に
挑
む
流
れ
を
作
っ
た

の
は
、
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ス

ラ
ン
（
望
。
米
グ
ー
グ
ル

元
幹
部
で
自
動
運
転
車
「
グ

ー
グ
ル
・
カ
ー
の
父
」
だ
。

1
4
年
に
グ
ー
グ
ル
を
去
る

七
、
自
ら
立
ち
上
げ
た
オ
ン

ラ
イ
ン
教
育
「
ユ
ダ
シ
テ
ィ
」

の
普
及
に
ま
い
進
し
た
。
当

初
は
無
料
講
義
を
中
心
に
し

て
い
た
が
、
独
自
の
学
位
も

有
料
で
発
行
。
安
定
収
入
に

道
筋
を
つ
け
た
。
そ
の
学
位

は
い
ま
や
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

の
I
T
企
業
へ
の
パ
ス
ポ
ー

ト
と
も
い
わ
れ
る
。

日
本
も
教
育
格
差
と
無
縁

で
は
な
い
。
「
子
供
の
貧
困

率
」
は
悪
化
し
、
平
均
的
な

世
帯
収
入
の
半
分
に
満
た
な

い
環
境
で
6
人
に
1
人
の
子

供
が
暮
ら
す
。

広
告
か
ら
運
営
費

「
こ
の
子
が
や
り
た
い
こ

と
は
な
ん
で
も
か
な
え
て
あ

げ
た
い
」
。
石
井
貴
基
（
3
1
）

が
生
命
保
険
の
飛
び
込
み
営

業
で
訪
れ
た
北
海
道
の
公
営

住
宅
。
手
狭
な
食
卓
で
向
き

合
っ
た
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の

二
宮
に
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ

た
。
彼
女
の
月
収
は
1
2
万
円
。

4
歳
の
娘
に
良
い
教
育
を
受

け
さ
せ
た
い
が
、
塾
に
通
わ

せ
る
余
裕
は
な
い
。

1
2
年
に
会
社
を
辞
め
た
石

井
は
、
中
高
生
向
け
に
ネ
ッ

ト
で
授
業
を
配
信
す
る
ア
オ

イ
ゼ
ミ
を
設
立
し
た
。
受
験

世
界
の
難
民
6
0
0
0
万
入
超

混
乱
の
シ
リ
ア
か
ら
地
中

海
を
渡
っ
て
流
れ
着
く
難
民

が
欧
州
社
会
を
揺
さ
ぶ
っ
て

い
る
。
も
っ
と
も
、
難
良
問

題
は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で

は
な
い
。
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ

レ
ス
チ
ナ
紛
争
、
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
、
湾
岸
戦
争
…
…
。
紛

争
や
虐
殺
が
幾
度
と
な
く
起

こ
り
、
そ
の
た
び
に
多
く
の

人
々
が
避
難
生
活
を
強
い
ら

れ
た
。
（
1
面
参
照
）

国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事

務
所
（
U
N
H
C
R
）
に
よ

る
と
、
世
界
の
難
民
数
は
2

0
1
5
年
6
月
時
点
で
5
7

9
6
万
人
。
す
で
に
6
0
0

0
万
人
を
突
破
し
た
も
よ
う

だ
。
国
際
通
貨
基
金
（
I
M

F
）
の
人
口
ラ
ン
キ
ン
グ
に

当
て
は
め
る
と
2
4
番
目
の
規

模
だ
。
2
1
位
の
英
国
（
約
6

4
5
0
万
人
）
、
2
2
位
の
フ

ラ
ン
ス
（
約
6
3
9
0
万

人
）
、
2
3
位
の
イ
タ
リ
ア
（
約

牒
和
げ
7
沌
万
人
Y
に
続
に
了
．

力働労な垂貴
問
題
は
逃
れ
て
き
た
人
た

ち
を
ど
う
迎
え
る
か
だ
。
社

会
不
安
を
懸
念
す
る
声
が
増

え
る
一
方
で
、
I
M
F
は
中

東
か
ら
欧
州
へ
の
難
民
が
新

た
な
労
働
力
に
な
る
な
ど
す

れ
ば
、
欧
州
連
合
（
E
U
）

全
体
の
域
内
総
生
産
を
0
・

2
5
％
押
し
上
げ
る
と
試
算
す

る
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
必
要

に
な
る
の
は
教
育
。
独
無
料

オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
の
キ
ロ
ン

大
学
は
そ
う
し
た
問
題
憲
識

語
生
ま
れ
た
。

ゝ
－
と
一
く
　
ヽ
ノ
エ
ゴ
l
r
h
r
へ
一
い
一
′
く
－
．
、
ノ
〇
　
二

企
業
も
貢
献
で
き
る
。
キ

ロ
ン
大
に
は
独
B
M
W
や
米

グ
ー
グ
ル
系
の
財
団
な
ど
も

運
営
資
金
を
提
供
し
て
い

る
。
難
民
問
題
を
解
決
す
る

持
続
可
能
な
手
立
て
を
ど
う

く
る
か
。
企
各
ア
イ
デ

を
ひ
ね
り
出
す
時
だ
。

対
策
な
ど
を
う
た
う
同
業
は

あ
っ
た
が
、
石
井
が
目
指
す

の
は
教
育
格
差
の
解
消
。
だ

か
ら
授
業
料
は
原
則
、
無
料

と
し
て
門
戸
を
開
い
た
。
大

学
な
ど
か
ら
の
広
告
収
入
、

希
望
者
向
け
の
有
料
授
業
で
■

運
営
費
を
ま
か
な
う
。
登
録
Ⅶ

会
員
は
2
0
万
人
を
超
え
た
。

「
み
ん
な
で
こ
の
英
文
を

訳
し
て
み
よ
う
」
。
長
村
裕

（
聖
が
声
を
か
け
る
と
、

生
徒
が
問
題
に
向
き
合
う
。

こ
こ
は
福
岡
県
の
あ
る
公
立

中
学
校
。
長
村
は
非
営
利
団

体
の
テ
ィ
ー
チ
フ
ォ
ー
ジ
ャ

パ
ン
（
T
F
l
）
に
所
属
す
る

講
師
と
し
て
教
壇
に
立
つ
。
．

T
F
J
は
全
国
の
公
立
学
校

の
求
め
に
応
じ
て
講
師
を
送

り
込
む
。
担
い
手
は
社
会
人

経
験
者
を
中
心
に
約
4
0
人
を

数
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。

◇

拡
大
す
る
所
得
格
差
、
大

量
に
発
生
す
る
難
属
、
増
大

す
る
テ
ロ
の
脅
威
・
…
：
。
次

々
と
噴
出
す
る
難
題
に
果
敢

に
挑
む
人
た
ち
が
い
る
。
そ

の
一
人
ひ
と
り
の
力
が
生
み

出
す
新
産
業
。
也
界
に
広
が

る
新
た
な
動
き
を
追
う
。

（敬称略）

＝
関
連
記
事
7
面
に
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利益だけじゃない

インパクト投資の主な事例

ゴールドマン・刑務所の受刑者矯 

サックス（米）1正事業に資金拠出 

JPモルガン　新興国の金融ベン 

（米）チャー向け基金 

ロックフェラー造岩忘孟左霊芝芸 財団（米）立 

崇諾冨笑覧芸含羞芸用し 

日本財団　墓守芸霊覧聖霊 

ザンビアの大規模 
豊田通商　　農業事業などに出 

′　j彗‾ 

塾塁、壁野拡大

宮
城
県
多
賀
城
市
。
正
午
〃
「

前
、
小
林
恒
夫
（
聖
の
自
軋

宅
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
た
。

弁
当
宅
配
の
愛
さ
ん
さ
ん
宅

食
（
同
塩
釜
市
）
の
配
達
員
、

平
井
秀
子
（
哲
が
歩
く
の

に
つ
え
が
必
要
な
小
林
の
た

め
に
、
い
つ
も
の
よ
う
に
居

間
の
テ
ー
ブ
ル
に
昼
食
用
の

弁
当
を
運
ぶ
。
「
カ
ロ
リ
ー

制
限
に
し
っ
か
り
対
応
し
て

く
れ
る
か
ら
助
か
る
」
。
小

林
の
表
情
が
緩
む
。

2
0
1
1
年
3
月
日
日
の

東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被

害
が
出
た
宮
城
県
沿
海
部
。

身
寄
り
を
亡
く
し
た
り
、
家

族
が
県
外
に
働
き
に
出
た
り

岡
し
て
高
齢
者
の
寂
し
さ
が
募

る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

被
災
地
に
何
度
も
足
を
運
ん

だ
小
尾
勝
苦
（
3
7
）
は
そ
ん

な
高
齢
者
を
支
え
よ
う
と
1
3

年
に
同
社
を
立
ち
上
げ
た
。

5
0
人
の
従
業
員
は
シ
ン
グ

ル
マ
ザ
ー
や
障
害
者
。
面
談

や
訓
練
を
通
じ
て
従
業
員
の

質
を
高
め
、
調
理
や
配
送
を

効
率
化
し
て
コ
ス
ト
も
抑
え

る
。
「
採
算
ラ
イ
ン
に
乗
っ

て
き
た
」
。
小
尾
は
今
後
の

展
開
に
自
信
を
見
せ
る
。

英
首
相
が
提
唱

同
社
を
支
え
る
の
は
ビ
ジ

ネ
ス
ス
ク
ー
ル
大
手
グ
ロ
ー

ビ
ス
（
東
京
・
千
代
田
）
代

表
の
堀
義
人
（
聖
が
立
ち

上
げ
た
フ
ァ
ン
ド
だ
。
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
の
山
中
礼
二
（
望

は
「
社
会
に
与
え
る
前
向
き
ノ
「
愛
さ
ん
さ
ん
宅
食
」
は
ス
タ
ッ
フ
が
顔
な
じ
み
の

な
イ
ン
パ
ク
ト
と
事
業
収
益
客
の
食
卓
に
弁
当
を
届
け
る
（
宮
城
県
多
賀
城
市
）

の
両
方
を
満
た
せ
る
と
考
え

た
」
と
話
す
。

利
益
成
長
の
み
を
追
う
ベ

ン
チ
ャ
ー
投
資
と
も
、
見
返

り
を
求
め
な
い
寄
付
と
も
違

う
。
そ
ん
な
「
社
会
的
イ
ン

パ
ク
ト
投
資
」
が
世
界
で
広

が
る
。
1
3
年
の
主
要
8
カ
国

（
G
8
）
首
脳
会
議
で
英
キ

ャ
メ
ロ
ン
首
相
が
普
及
を
呼

び
か
け
脚
光
を
浴
び
た
。

昨
秋
、
英
ロ
ン
ド
ン
市
場

に
上
場
し
た
ザ
・
ジ
ム
グ
ル

ー
プ
。
英
国
内
の
低
所
得
地

域
に
約
7
0
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ジ
ム
を
運
営
す
る
。
一
般
的

な
ジ
ム
の
4
分
の
1
と
い
う

格
安
料
金
と
、
定
休
日
な
し

で
2
4
時
間
営
業
の
利
便
性
で

低
所
得
者
に
健
康
維
持
の
手

段
を
提
供
。
会
員
数
は
3
7
万

人
を
超
え
、
時
価
総
額
2
億

6
千
万
噌
（
約
4
1
0
億
円
）

の
企
業
に
育
っ
た
。

イ
ン
ド
で
は
農
業
や
教
育

な
ど
貧
困
層
向
け
ビ
ジ
ネ
ス

に
投
資
す
る
ア
ビ
シ
ュ
カ
ー

ル
（
ム
ン
バ
イ
）
が
躍
進
す

る
。
最
高
経
営
責
任
者
（
C

E
O
）
ビ
l
T
卜
・
ラ
イ
（
盟

が
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
の
1
0

0
㌦
を
元
手
に
始
め
た
が
、

今
で
は
米
シ
ス
コ
シ
ス
テ
ム

ズ
な
ど
か
ら
2
0
0
億
円
強

を
調
達
。
投
資
先
は
約
5
0
社

平
均
収
嘗
6
・
9
％

日
本
で
は
な
じ
み
が
蒋
い

が
、
世
界
を
見
渡
せ
ば
イ
ン

パ
ク
ト
投
資
の
規
模
は
6
0

0
億
㌦
（
約
6
兆
8
千
億

円
）
。
米
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
会
社
な
ど
の
調
べ
で
は
1

9
9
8
～
2
0
ユ
0
年
ま
で

の
平
均
収
益
率
は
年
6
・
9

％
と
一
般
的
な
投
資
フ
ァ
ン

ド
（
8
・
1
％
）
と
遜
色
な
い
。

イ
ン
パ
ク
ト
投
資
が
広
が

る
背
景
に
は
リ
ー
マ
ン
・
シ

ョ
ッ
ク
後
の
投
資
家
の
意
識

変
化
が
あ
る
。
米
金
融
大
手

r
P
モ
ル
ガ
ン
で
イ
ン
パ
ク

ト
投
資
を
率
い
る
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
ア

ミ
ー
・
ベ
ル
（
空
は
「
2
0
～
3
0

代
の
投
資
家
は
資
金
の
使
い

産
創
削
割
勘
針
イ
宥
㍗
和
利
封
酎
鋸
禦

7淑
　
記

業
世

貧
困
や
難
民
な
ど
社
会
課
　
社
会
の
難
題
解
決
と
い
え

題
の
解
決
策
と
し
て
注
目
を
ぼ
従
来
は
寄
付
金
で
運
営
さ

イ
ン
パ
ク
ト
投
資
柑
年
に
5
7
兆
円

投
資
。
ア
イ
デ
ア
は
2
0
0

0
年
前
後
か
ら
あ
っ
た
が
、

投
資
効
果
を
具
体
的
に
測
る

よ
う
に
な
っ
て
裾
野
が
広
が

っ
た
。
（
1
面
参
照
）

思
わ
れ
て
き
た
。
た
だ
、
「
費

や
し
た
お
金
が
本
当
に
役
立

っ
た
の
か
」
と
の
疑
念
も
生

み
や
す
い
。
そ
の
点
、
社
会

的
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
は
具
体

的
な
数
値
で

効
果
を
測
れ

る
。
透
明
性

の
高
さ
が
新

た
な
投
資
を

呼
び
込
む
わ

けだ。金
銭
的
な

利
益
だ
け
を

追
求
す
る
経

営
へ
の
社
会

の
厳
し
い
視
線
も
営
利
企
業

や
金
融
機
関
を
イ
ン
パ
ク
ト

投
資
に
向
か
わ
せ
る
。
日
本

で
は
豊
田
通
商
が
、
1
4
年
、
ア

フ
リ
カ
向
骨
社
会
貢
献
型
フ

ァ
ン
ド
を
設
立
し
、
現
地
で

農
業
指
導
に
取
り
組
む
企
業

な
ど
に
投
資
を
始
め
た
。
同

社
の
山
際
邦
明
副
社
長
は

「
ア
フ
リ
カ
で
持
続
可
能
な

事
業
モ
デ
ル
を
確
立
す
れ

ば
、
将
来
は
他
の
新
興
国
に

も
展
開
で
き
る
」
と
話
す
。

世
界
の
イ
ン
パ
ク
ト
投
資

は
1
9
年
に
5
千
億
㌦
（
約
5
7

兆
円
）
に
拡
大
す
る
と
の
予

測
も
あ
る
。
米
－
P
モ
ル
ガ

ン
で
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
を
統

括
す
る
ア
ミ
ー
・
ベ
ル
氏
は

「
投
資
拡
大
に
は
優
遇
税
制

な
ど
政
府
の
後
押
し
も
重
要

に
な
る
」
と
指
摘
す
る
。

道
に
社
会
的
な
意
義
を
求
め

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
話
す
。

イ
ン
パ
ク
ト
投
資
を
け
ん

引
す
る
英
有
力
投
資
家
ロ
ナ

ル
ド
・
コ
ー
エ
ン
（
7
0
）
は

言
う
。
「
世
界
で
は
こ
れ
ま

で
に
な
く
貧
富
の
格
差
が
広

が
っ
て
い
る
。
だ
が
、
政
府

に
は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る

リ
ソ
ー
ス
が
な
い
」
。
だ
か

ら
こ
そ
「
社
会
課
題
に
は
革

新
的
な
方
法
が
必
要
に
な

る
」
。
誰
が
そ
の
担
い
手
と

な
り
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る

。
競
争
の
幕
は
も
う
上
が

て
い
る
。
　
（
敬
称
略
）

＝
関
連
記
事
9
面
に



隼
S
N
S
で
弁
藩
士
紹
介

や
C
＆
R
子
会
社
顧
客
唸
業
開
拓
の
場
に

弁
護
士
紹
介
事
業
を
手
掛

け
る
C
＆
R
リ
ー
ガ
ル
・
エ

ー
ジ
ェ
ン
シ
ト
社
（
垂
尻
－

千
代
田
、
近
藤
和
志
社
長
）

は
、
弁
護
士
と
企
業
を
結
ぶ

交
流
サ
イ
ト
（
S
N
S
）
サ

ー
ビ
ス
を
4
月
に
も
始
め

る
。
弁
護
士
に
S
N
S
で
同

業
者
や
企
業
関
係
者
と
交
流

す
る
機
会
を
提
供
、
鼠
客
開

拓
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
。

S
N
S
に
登
録
し
た
弁
護

士
は
得
意
分
野
や
実
績
な
ど

を
掲
示
。
実
務
上
の
質
問
や

回
答
な
ど
で
同
業
者
と
や
り

取
り
で
き
る
。
優
れ
た
投
稿

を
す
れ
ば
同
業
者
に
よ
る
評

価
を
表
す
「
い
い
ね
1
」
が

画
面
上
に
増
え
て
い
く
。

S
N
S
に
登
録
し
た
企
業

関
係
者
は
、
同
策
者
の
評
価

が
高
い
弁
護
士
を
分
野
別
に

調
べ
ら
れ
る
。
未
知
の
弁
護

士
に
雇
の
炭
層
問
題
を
質

問
で
き
る
た
象
新
た
な
関

係
を
築
く
機
会
と
な
る
。

基
本
的
な
サ
ー
．
ビ
ス
は
無

料
だ
が
、
a
R
思
降
に
有
料

機
能
を
追
加
し
、
広
告
収
入

と
合
わ
せ
て
運
営
す
る
。
日

本
語
版
と
同
時
期
に
英
語
版

の
S
N
S
も
立
ち
上
げ
、
外

国
の
弁
護
士
と
の
交
流
に
も

利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

同
社
は
ク
リ
ー
ク
・
ア
ン
ド

・
リ
バ
ー
社
の
子
会
社
。

二
般
に
弁
護
士
は
司
法
修

習
の
同
期
や
、
同
じ
弁
護
士

会
の
同
業
者
と
意
見
交
換
す

る
こ
と
が
多
い
。
大
手
事
務

所
で
あ
れ
ば
不
得
意
分
野
に

つ
い
て
質
問
で
き
る
同
僚
が

い
る
が
、
中
堅
以
下
で
は
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
こ
と

が
難
し
い
と
さ
れ
る
。



訪日客好みの飲食店

旅行会社用手配サイト

フリープラス

訪
日
旅
行
会
社
の
フ
リ
ー

プ
ラ
ス
（
大
阪
市
、
須
田
健

太
郎
社
長
）
は
3
月
、
外
国

人
の
団
体
旅
行
を
扱
う
旅
行

会
社
向
け
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
飲
食
店
を
手
配
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
。
専
用

サ
イ
ト
に
カ
ニ
食
べ
放
題
や

の
高
い
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
店

の
情
報
を
掲
載
。
日
時
や
予

算
、
人
数
な
ど
の
条
件
か
ら

受
け
入
れ
可
能
な
店
を
選
べ

る
よ
う
に
す
る
。

外
国
人
の
団
体
旅
行
客
は

平
均
で
2
0
人
ほ
ど
の
ツ
ア
ー

が
多
く
、
現
地
や
国
内
の
旅

行
会
社
は
主
に
電
話
で
飲
食

店
を
探
し
て
い
た
。
ネ
ッ
ト

だ
け
で
予
約
が
済
む
よ
う
に

し
て
利
便
性
を
高
め
る
ほ

か
、
大
型
バ
ス
の
駐
車
ス
ペ

ー
ス
や
公
衆
無
線
L
A
N
の

有
無
な
ど
の
情
報
も
提
供
す

る。
予
約
シ
ス
テ
ム
は
旅
行
会

社
に
無
料
で
提
供
す
る
。
登

録
す
る
飲
食
店
か
ら
月
額
1

万
円
前
後
の
料
金
と
予
約
成

立
時
の
手
数
料
を
受
け
取

る
。
登
録
す
る
飲
食
店
は
東

京
や
大
阪
を
中
心
に
1
年
で

5
0
0
店
に
増
や
し
、
年
間

1
0
万
人
の
利
用
を
見
込
む
。
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出演者や楽曲…ネットで二次利用OK？

攣竃姦熟済
フジはネットフリックス向けに新作恋愛ドラマの
配信を始めた◎高須賀由枝／集罫吐・フジテレビ

1
．
J
土
塊
利
用
－

T
V
番
組
配
信
の
壁
に
挑
む

放
送
局
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
動
画
配
信
事
業
を
強
化
す
る
た
め
、
著
作
権
な
ど
の
権
利
処

理
に
知
恵
を
絞
っ
て
い
る
。
テ
レ
ビ
番
組
萱
一
次
利
用
し
て
動
画
を
流
す
に
は
、
ド
ラ
マ
の
原
作

者
や
出
演
者
ら
の
許
諾
が
必
要
だ
か
ら
だ
。
専
門
部
署
を
設
け
て
情
報
を
共
有
し
た
り
、
ネ
ッ
ト

配
信
を
前
提
に
番
組
制
作
を
し
た
り
す
る
な
ど
対
応
を
急
ぐ
。
権
利
処
理
の
巧
拙
が
競
争
力
を
左

石
し
そ
う
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
細
川
倫
太
郎
）

送
し
た
番
組
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
配
信
や
出
版
、
グ
ッ
ズ

販
売
な
ど
に
使
う
こ
と
。
原

作
者
や
作
詞
・
作
曲
家
な
ど

に
は
著
作
権
、
俳
優
や
歌
手

な
ど
に
は
著
作
隣
接
権
が
あ

り
、
著
作
権
法
で
5
0
年
保
護

さ
れ
て
い
る
。
原
則
と
し
て

権
利
者
に
無
断
で
二
次
利
用

で
き
な
い
。

テ
レ
ビ
局
は
主
に
日
本
音

楽
著
作
権
協
会
（
J
A
S
R

界
団
体
を
通
じ
て
、
利
用
の

許
可
申
請
や
使
用
料
の
支
払

い
を
す
る
。
権
利
者
と
直
接

交
渉
す
る
こ
と
も
あ
る
。

権
利
者
と
連
絡
が
つ
か
な

い
場
合
、
文
化
庁
の
「
裁
定

制
度
」
を
利
用
で
き
る
。
関

連
団
体
へ
の
照
会
、
広
告
掲

載
な
ど
の
手
続
き
を
し
て
文

化
庁
長
官
の
裁
定
を
受
け
、

補
償
金
を
供
託
す
れ
ば
二
次

利
用
で
き
る
。

放
送
局
企
画
段
階
で
許
諾
交
渉

「
放
送
と
同

じ
く
ら
い
ネ
ッ

ト
配
信
は
重
要

「
今
回
の
洋
楽
は
ネ
ッ
ト

配
信
で
き
ま
す
か
？
」
　
「
別

の
楽
曲
に
差
し
替
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
」
Ⅰ
Ⅰ
。

フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
で
は

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
、
ネ
ッ

ト
配
信
や
D
V
D
化
な
ど
二

次
利
用
の
担
当
者
が
集
ま
る

機
会
を
定
期
的
に
設
け
て
い

る
。
出
演
者
や
作
詞
・
作
曲

家
な
ど
の
権
利
情
報
を
共
有

し
、
二
次
利
用
を
効
率
的
に

進
め
る
狙
い
だ
。

旗
を
振
る
の
は
2
0
1
4

年
7
月
に
つ
く
っ
た
「
コ
ン

テ
ン
ツ
活
用
推
進
部
」
。
以

前
は
様
々
な
二
次
利
用
の
担

当
者
が
、
個
別
に
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
と
話
し
合
っ
て
出
演

考
b
と
交
渉
し
て
い
た
た

め
、
二
度
手
間
に
な
る
な
ど

効
率
が
悪
か
っ
た
。
そ
こ
で

二
次
利
用
を
網
羅
す
る
部
署

を
設
け
、
組
織
的
に
対
応
す

る
体
制
に
切
り
替
え
た
。

ネ
ッ
ト
配
信
で
は
「
放
送

向
け
番
組
の
企
画
段
階
か
ら

権
利
処
理
を
進
め
る
の
が
ポ

イ
ン
ト
」
（
志
牟
田
徹
部
長
）
。

一
般
に
放
送
終
了
後
に
交
渉

を
始
め
る
と
ネ
ッ
ト
配
信
ま

で
早
く
て
約
1
週
間
か
か
る

と
い
う
。
早
い
段
階
か
ら
調

整
し
、
放
送
直
後
に
ネ
ッ
ト

で
流
す
「
見
逃
し
配
信
」
な

ど
に
対
応
し
て
い
る
。

フ
ジ
は
民
放
キ
ー
局
で
は

い
ち
早
く
、
動
画
配
信
最
大

手
の
米
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス

に
独
自
番
組
を
先
行
配
信
。

1
2
日
に
は
新
作
恋
愛
ド
ラ
マ

「
グ
ッ
ド
モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ

ー
ル
」
の
提
供
も
始
め
た
。

テ
レ
ビ
離
れ
が
進
l
む
若
者
に

番
組
を
視
聴
し
て
も
ら
う
機

会
を
増
や
す
た
め
で
、
ネ
ッ

ト
配
信
を
経
営
の
大
き
な
柱

と
位
置
づ
け
て
い
る
。

だ
と
い
う
意
識

が
社
員
に
芽
生
え
て
き
た
」

と
語
る
の
は
、
日
本
テ
レ
ビ

放
送
網
の
山
川
洋
平
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
事
業
部
長
。
同
社

は
1
5
年
1
2
月
、
編
成
局
内
に

「
権
利
情
報
統
括
部
」
と
呼

ぶ
部
署
を
新
設
し
た
。

「
出
演
者
A
さ
ん
は
ネ
ッ

ト
配
信
と
海
外
へ
の
番
組
販

売
は
O
K
」
　
－
。
新
部
署

で
は
二
次
利
用
に
関
す
る
権

利
者
の
情
報
を
収
集
し
て
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
迅
速
な

交
渉
に
役
立
て
て
い
る
。
フ

ジ
と
同
様
、
ド
ラ
マ
は
ほ
ぼ

全
て
最
初
か
ら
ネ
ッ
ト
配
信

奄
前
掲
時
権
利
頑
彗
発
明

し
、
制
作
す
る
体
制
だ
。

テ
レ
ビ
局
は
以
前
、
権
利

処
理
の
手
間
や
コ
ス
ト
の
魚

担
が
大
き
い
た
め
二
次
利
用

に
消
極
的
だ
っ
た
。
だ
が
近

年
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス

マ
ホ
）
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
多

機
能
携
帯
端
末
）
を
使
い
、

動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
で
ド
ラ

マ
な
ど
透
視
聴
す
る
人
が
急

増
。
ネ
ッ
ト
配
信
を
軽
視
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
。

二
次
利
用
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
、
0
9
年
に
「
映
像
コ

ン
テ
ン
ツ
権
利
処
理
機
構
」

（
ア
ル
マ
）
が
設
立
登
れ
た
。

テ
レ
ビ
局
が
二
次
利
用
を
申

請
す
る
と
同
機
構
が
権
利
者

を
探
し
て
許
諾
を
得
る
。
約

9
割
の
出
演
者
の
権
利
処
理

に
対
応
で
き
る
。
年
間
6
6

0
0
件
の
申
請
の
半
分
は
ネ

左
呼
び
か
け
て
い
る
。
椎
名

和
夫
理
事
は
「
テ
レ
ビ
番
組

の
収
録
と
同
時
七
申
請
を
も

ら
え
れ
ば
」
素
早
く
ネ
ッ
ト

配
信
で
き
る
可
能
性
が
大
き

く
な
る
」
と
指
摘
す
る
。
文

ー
ツ
ト
配
備
の
↓
頭
利
用
で

こ
こ
数
年
で
急
増
し
た
。

課
題
は
残
席
N
H
K
は

昨
年
1
0
～
1
1
月
、
テ
レ
ビ
放

送
の
内
容
を
ネ
ッ
ト
で
同
時

配
信
す
る
実
験
雀
し
た
が
、

全
体
の
放
送
時
間
の
約
2
割

は
配
信
で
き
庖
か
っ
た
。
契

約
上
、
配
信
権
が
な
か
っ
た

り
、
権
利
者
に
確
認
が
取
れ

な
か
っ
た
り
し
た
た
め
だ
。

二
次
利
用
が
進
ま
な
い
原

因
は
主
に
2
つ
あ
る
。
1
つ

は
権
利
者
に
連
絡
が
つ
か
な

い
こ
と
。
ア
ル
マ
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
所
在
が
分
か
ら
な

い
人
の
氏
名
を
挙
げ
、
連
絡

化
庁
の
「
裁
定
制
度
］
惑
利

用
す
る
芋
も
あ
る
。

も
う
1
つ
は
権
利
者
に
二

次
利
用
を
断
ら
れ
る
こ
と
。

音
楽
な
ど
差
し
替
え
が
可
能

な
こ
と
も
あ
る
が
、
主
演
俳

優
な
ど
は
対
応
が
難
し
い
。

た
だ
出
演
者
や
芸
能
事
務

所
側
の
意
識
も
変
わ
っ
て
き

た
。
テ
レ
ビ
局
が
二
次
利
用

の
た
め
に
支
払
う
料
金
が
今

後
上
が
る
可
能
性
が
大
き
い覗



民放5局、素早い配信電離琴

違法動画減らす効果

個
人
が
テ
レ
ビ
番
組
を
録
画
し
、
許

可
な
く
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」
な
ど
の
動

画
サ
イ
ト
で
公
開
す
る
事
例
が
目
立
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
著
作
権
法
違
反
だ
。

テ
レ
ビ
局
が
ネ
ッ
ト
配
信
に
力
を
入
れ

る
の
は
、
こ
う
し
た
違
法
動
画
を
減
ら

す
狙
い
も
あ
る
。

T
B
S
テ
レ
ビ
な
ど
在
京
民
放
5
局

は
昨
秋
、
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
「
T
V

e
r
」
　
（
テ
ィ
ー
バ
ー
）
を
始
め
た
。

深
田
恭
子
さ
ん
主
演
の
ド
ラ
マ
な
ど
放

送
直
後
の
番
組
を
約
1
週
間
、
無
料
で

視
聴
で
き
る
。
「
正
規
ル
ー
ト
で
の
視

聴
を
促
す
こ
と
は
、
違
法
動
画
対
策
と

し
て
も
有
効
だ
」
と
日
本
民
間
放
送
連

盟
の
井
上
弘
会
長
は
強
調
す
る
。

あ
る
民
放
の
調
査
で
は
、
放
送
か
ら

ネ
ル
ト
配
信
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
ほ

ど
、
違
法
動
画
の
再
生
数
が
増
え
る
傾

向
が
あ
る
。
違
法
動
画
を
見
る
人
が
増

え
れ
ば
作
品
の
経
済
的
価
値
は
低
下
す

る
。
そ
れ
を
避
け
る
に
は
正
規
の
番
組

を
素
早
く
配
信
す
る
こ
と
が
重
要
で
、

権
利
処
理
の
迅
速
化
が
欠
か
せ
な
い
。

現
在
、
二
次
利
用
に
は
原
則
と
し
て

権
利
者
の
許
諾
が
必
要
。
著
作
権
法
に

詳
し
い
福
井
健
策
弁
護
士
は
「
明
確
に

二
次
利
用
を
拒
否
す
る
意
思
表
示
が
あ

っ
た
場
合
の
み
使
わ
な
い
よ
う
に
し
、

基
本
的
に
は
『
二
次
利
用
は
O
K
』
と

な
る
よ
う
に
制
度
の
整
備
を
進
め
た
方

が
い
い
」
と
ル
ー
ル
の
見
直
し
を
提
言

す
る
。
権
利
処
理
を
進
め
や
す
く
す
れ

ば
、
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
や
動
画
配
信

サ
ー
ビ
ス
の
国
際
競
争
力
が
向
上
す
る

と
み
て
い
る
。
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